




安全に正し く お使いいただ く ために

こ の取扱説明書および本製品の表示では、 本製品を正し く お使い頂き、 あなたや他

の人々への危害や財産への損害を未然に防止する ために、 いろいろな絵表示を し て

います。 表示と 意味は次の と お り です。

絵表示

△記号は注意 （危険 ・ 警告を含む） を促す内容があ る こ と を告げる ものです。 図の

中に具体的な注意内容が描かれています。

 記号は禁止の行為であ る こ と を告げる ものです。 図の中に具体的な禁止内容が描

かれています。 

警告 ： この表示を無視し て誤った取扱いをする と 、 人が死亡または重

傷を負 う 可能性が想定される内容を示し ています。

注意 ： この表示を無視し て誤った取扱いをする と 、 人が傷害を負 う 可

能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を

示し ています。 

.... 「注意一般」

.... 「感電注意」

.... 「高温注意」

.... 「禁止一般」

.... 「分解禁止」
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●記号は行為を規制し た り 指示する内容を告げる ものです。 図の中に具体的な指示

内容が描かれています。 

本機は仕様の範囲内でご使用 く だ さい。 保守契約を結ばれる こ と をおすすめし ます。

.... 「強制一般」

.... 「電源プラ グを コ ンセン ト から抜け」

.... 「必ずアース線を接続せよ」
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注意ラベルについて

本製品には、 下記に示す位置に安全に関する注意ラベルを貼っています。 紙詰ま り

処置時に、 火傷などの事故のないよ う ご注意 く だ さい。

この部分は高温になっています。 火傷のおそれがあ り ますの
で、 触れないよ う にし て く だ さい。
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機械を設置する時のご注意

設置環境について

注意
本製品を ぐ らついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないで く だ

さい。 落ちた り 、 倒れた り し て、 けがの原因と な る こ と があ り ます。

本製品を湿気やほ こ り の多い場所に置かないで く だ さい。 万一電源プラ グ

にほ こ り やゴ ミ などが付着し ている場合は取 り 除いて く だ さい。 火災、 感

電の原因 と なる こ と があ り ます。

本製品を ス ト ーブなどの熱源や可燃物が近 く にあ る場所に置かないで く だ

さい。 火災の原因と な る こ と があ り ます。

プ リ ン タ装着時にはあやま って手をはさ まないよ う 注意し て く だ さい。 け

がの原因になる こ と があ り ます。

狭い部屋で長時間使用する と きは、 換気にご注意 く だ さい。

本製品に寄 り かかった り 、 必要以上の力を加えないで く だ さい。 倒れた り

し てけがの原因になる こ と があ り ます。

本製品は揮発性ガス （アルコール、 シンナー、 ガ ソ リ ン等） や、 可燃性ガ

スが発生する場所に設置し ないで く だ さい。 引火のおそれがあ り ます。

プ リ ン タに接続し ている コード類には、 子供が手を触れないよ う 十分ご注

意 く だ さい。 感電、 けがのおそれがあ り ます。

本製品の冷却効果を保つため、 機械の周辺は下記のスペース を確保し て く

だ さい。 特に機械背面には通気口があ り 、 壁などに近づけないで く ださ い。

充分なスペースがない と冷却されず、 発熱や性能不良の原因と な り ます。

50 cm

60 cm

30 cm

30 cm

25 cm
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その他の注意事項

本製品は設置する場所によ っては外気条件が加わって、 性能が維持でき な く なる場

合があ り ますので、 常温常湿の室内 （室温 23 ℃、 湿度 60 %RH が適当） に設置し、

下記のよ う な場所は避けて く だ さい。

• 窓際など、 直射日光の当た る場所や明るい場所

• 振動の多い場所

• 急激に温度や湿度が変化する場所

• 冷暖房の冷風や温風が直接当た る場所

• 通気性、 換気性の悪い場所

設置電源 ・ アースについて

警告
電源コード は電圧 100 V （ボル ト ）、 電源容量は 15 A （アンペア） 以上の

コ ンセン ト へ直接差し込んで く だ さい。

表示された電源電圧以外の電圧で使用し ないで く だ さい。 また タ コ足配線

を し ないで く だ さい。 火災、 感電のおそれがあ り ます。

電源プラ グはコ ンセン ト に確実に差し込んで く だ さい。 電源プラ グの刃に

金属などが触れる と 火災、 感電の原因 と な り ます。

必ずアース線をアース対象物に接続し て く だ さい。 アース接続が されない

で万一、 漏電し た場合は火災、 感電のおそれがあ り ます。 なお、 アース接

続ができ ない場合は、 お買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会

社） へご相談 く ださ い。

ガス管、 電話専用アース線、 避雷針、 また途中からプラ スチ ッ クになって

いる水道管や水道蛇口には、 絶対にアース接続し ないで く だ さい。 引火、

感電のおそれがあ り ます。

同梱されている電源コード は本機専用です。 他の電気製品には使用し ない

で く だ さい。 火災 ・ 感電のおそれがあ り ます。

その他の注意事項

電源プラ グは製品の近 く の容易に接続でき る コ ンセン ト につないで く だ さ

い。

ビニールの取り扱いについて

警告
本製品に使っている包装用のビニールを子供に触れさせないで く だ さい。

ビニールが鼻や口に吸着する と 、 窒息するおそれがあ り ます。
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取り扱い上のご注意

機械の取り扱いについて

警告
本製品の上に花瓶、 植木鉢、 コ ッ プや水などの入った容器または金属物を

置かないで く だ さい。 こぼれた り 、 中に入った場合、 火災、 感電のおそれ

があ り ます。

本製品のカバーは外さ ないで く だ さい。 内部には電圧の高い部分があ り 、

感電のおそれがあ り ます。

電源コード を傷つけた り 、 破損し た り 、 加工し た り し ないで く だ さい。 ま

た重いものをのせた り 、 引っぱった り 、 無理に曲げた り する と 電源コード

をいため、 火災、 感電のおそれがあ り ます。

本製品の改造や分解は絶対に行わないで く だ さい。 火災、 感電のおそれが

あ り ます。

万一、 発熱し ていた り 、 煙が出ている、 へんな臭いがする などの異常状態

のま ま使用する と、 火災、 感電のおそれがあ り ます。 すぐに電源を切 り 、

その後必ず電源プラ グを コ ンセン ト から抜いて く だ さい。 そ し てお買い上

げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社） へご相談 く だ さい。

万一、 異物 （金属片、 水、 液体） が本製品の内部に入った場合は、 まず本

体の電源を切 り 、 電源プラ グを コ ンセン ト から抜いてお買い上げの販売会

社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社） へご相談 く だ さい。 そのま ま使用する

と 火災、 感電のおそれがあ り ます。

濡れた手で電源プラ グを抜き差し し ないで く だ さい。 感電のおそれがあ り

ます。

お客様ご自身では、 内部の点検 ・ 調整 ・ 修理を行わないで く ださ い。 内部

には電圧の高い部分があ り 、 感電のおそれがあ り ます。

内部の点検 ・ 修理はお買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社）

へ依頼し て く だ さい。
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注意
電源プラ グを コ ンセン ト から抜 く と きは、 電源コード を引っ張ら ないで く

だ さい。 電源コード が傷つき、 火災、 感電の原因と な る こ と があ り ます。

（必ず電源プラ グを持って コ ンセン ト から抜いて く だ さい）

本製品を移動させる場合は、 必ず電源プラ グを コ ンセン ト から抜いて行っ

て く だ さい。 電源コード が傷つき、 火災、 感電の原因と なる こ と があ り ま

す。

夜間等で長時間本製品をご使用にな ら ない場合は、 電源を切って く だ さい。

また連休等で長期間、 本製品を使用にな ら ない と きは、 安全のため必ず電

源プラ グを コ ンセン ト から抜いて く だ さい。

本製品を持ち上げた り 、 動かす場合は、 所定の箇所を持つよ う にし て く だ

さい。

本製品の清掃を行 う と きには安全上、 必ず電源プラ グを コ ンセン ト から抜

いて く だ さい。

本製品内部の清掃についてはお買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サー

ビ ス会社） へご相談 く ださ い。 本製品の内部にほ こ り がたま ったま ま長い

間掃除を し ない と 火災や故障の原因と な る こ と があ り ます。 特に、 湿気の

多 く な る梅雨期の前に行 う と 、 よ り 効果的です。 なお、 内部清掃費用につ

いてはお買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社） へご相談 く

ださい。

本製品のカバーやカセ ッ ト 等の開閉時には、 あやま って手をはさ まないよ

う ご注意 く だ さい。 けがの原因にな る こ と があ り ます。

本製品の排紙ローラ部に、 髪の毛や衣服等を近づけないよ う ご注意 く だ さ

い。 巻き込まれるおそれがあ り ます。

その他の注意事項

本製品の上には重いものをのせた り 、 衝撃を与えた り し ないで く だ さい。

印刷中には次の こ と を し ないで く だ さい。

• カバー類を開け る

• 電源を切る

• 電源コード を抜 く

プ リ ン タの使用中はオゾンが発生し ますが、 その量は人体に影響を及ぼさ ないレベ

ルです。 ただし、 換気の悪い部屋で長時間使用する場合や大量に印刷する場合には、

臭気が気にな る こ と も あ り ます。 快適な作業環境を保つためには部屋の換気をする

こ と をお勧めいた し ます。

コネ ク タ、 プ リ ン ト 基板等の電気部品に触ら ないで く だ さい。 静電気によ り 破損す

る可能性があ り ます。

本製品は、 こ の取扱説明書に記載し ている範囲で使用し て く だ さい。
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ト ナーの取り扱いについて

警告
ト ナーまたは ト ナーの入った容器を火中に投じ ないで く だ さい。 火花が飛

び散 り 、 やけどの原因 と なる こ と があ り ます。

注意
ト ナーは吸い込んだ り 、 口に入れた り 、 眼、 皮膚に触れないよ う にし て く

だ さい。 誤って口に入った場合は水を飲んで胃の中を薄め、 医師の診断を

受けて く だ さい。 皮膚に触れた場合は、 石鹸と 水で洗って く ださ い。 眼に

入った場合は、 水で洗い流し、 医師の診断を受けて く だ さ い。

ト ナーまたは ト ナーの入った容器を、 子供の手に触れさせないで く ださ い。

ト ナーコ ンテナおよび廃棄 ト ナーボ ッ ク ス よ り 、 ト ナーが漏れた場合には、

ト ナーを吸い込んだ り 、 口に入れた り 、 眼、 皮膚に触れない様にし て く だ

さい。

その他の注意事項

ト ナーキ ッ ト の箱や容器の注意文を よ く お読み く だ さい。

ト ナーや ト ナーの入った容器の廃棄については国や地方自治体の規制にし たがって

く だ さい。

本製品を長時間使わない場合は、 用紙をカセ ッ ト から取 り 出し、 元の包装紙に戻し

て密封し て く だ さい。

補修用性能部品について

当社の保守サービ スのために必要な補修用および消耗品の最低保有期間は、 販売終

了後 5 年間です。

プ リ ン タ ケーブルに関する注意

コ ンピ ュータ と プ リ ン タ と の接続は、 シール ド されたケーブルをお使い く

ださい。
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ご注意

本書の内容の一部または全部を、 無断転載する こ と は禁止し ます。 本書の内容は、

改良などのために予告な しに変更する こ と があ り ます。

本機を使用し た結果の影響については、 本説明書の内容にかかわらず責任を負いか

ねますのでご了承 く だ さい。

お問い合わせ先

本プ リ ン タの使用方法や技術的なお問合せは、 お買い上げの販売会社 （あ るいは保

守 ・ サービ ス会社）、 または下記にて う けたまわ り ます。

この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づ く ク ラス B 情

報技術装置です。 この装置は、 家庭環境で使用する こ と を目的と し ていますが、 この装置が

ラジオやテレビジ ョ ン受信機に近接し て使用される と、 受信障害を引き起こすこ とがあ り ま

す。 使用説明書にし たがって正しい取り扱いを し て く だ さい。

本機器は社団法人ビジネス機械 ・ 情報システム産業協会が定めた情報技術機器装置および周

辺機器の高調波対策ガイ ド ラ イ ンに適合し ています。

本プ リ ン タは仕様の範囲内でご使用 く だ さい。 保守契約を結ばれる こ と をおすすめし ます。
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商標について

• プ リ ス ク ラ イブ、 PRESCRIBE は、 京セ ラ株式会社の登録商標です。 KPDL は京セ

ラ株式会社の商標です。

• PC-PR201/65A は日本電気株式会社の製品です。

• 3M は、 3M 社の商標です。

• VP-1000 はセ イ コーエプ ソ ン株式会社の製品です。 ESC/P はセイ コーエプソ ン株

式会社の登録商標です。

• Power PC およびマイ ク ロ ド ラ イブは IBM 社の米国、 その他の国におけ る商標で

す。

• IBM5577 は、 日本ア イ ・ ビー ・ エム株式会社の製品です。

• コ ンパク ト フ ラ ッ シュはサンデ ィ ス ク社の登録商標です。

• PCL は米国 ヒ ューレ ッ ト ・ パッ カー ド社の登録商標です。

• Microsoft、 MS-DOS、 Windows は、 Microsoft Corporation の米国およびその他の国

における登録商標です。 Windows NT は米国 Microsoft Corporation の米国およびそ

の他の国におけ る商標です。

• 本プ リ ン タがエ ミ ュ レー ト し ている PCL 6 は、米国 Peerless Group が開発し た互換

システム PeerlessPrintXL を使用し ています。 PeerlessPrintXL は米国 Peerless 

Group （Redondo Beach, CA90278, U.S.A.） の商標です。

• TrueType は、 米国 Apple Computer, Inc. の登録商標です。

• PostScript は Adobe Systems, Incorporated （ア ド ビシステムズ社） の商標です。

• 本製品はウ イ ン ド リ バーシステムズ社の リ アルタ イ ム OS 統合環境 TornadeTM を用

いて開発されま し た。

• その他、 本書中の社名や商品名は、 各社の登録商標または商標です。
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IBM プログラムのご使用条件

お客様がご購入された機器には、 International Business Machines Corporation ( 以下

IBM と いいます ) が所有権を持つ一またはそれ以上の 「プロ グ ラ ム」 が含まれていま

す。 本 「IBM プロ グ ラ ムのご使用条件」 には、 お客様が これらのプロ グ ラ ムをご使用

いただ く 場合の条件が記載されています。 本 「IBM プロ グ ラ ムのご使用条件」 にご同

意いただけない場合、 お客様は機器を取得された日から 14 日以内に返却する こ と で

代金全額の返金を受け る こ と ができ ます。 機器の取得から 14 日以内に当該機器の返

却が行われない場合、 お客様はこのご使用条件にご同意いただいた もの と みな され

ます。

こ の 「プロ グ ラ ム」 は使用許諾される ものであって、 売買の対象ではあ り ません。

IBM も し く はお客様の国の IBM は、 お客様に対し て 「プロ グ ラ ム」 を取得された国

内におけ る使用権のみを許諾し ます。 お客様はこ の使用条件の も と で認められた権

利のみを有し ます。

「プロ グ ラ ム」 と は、 プロ グ ラ ムの原本およびその全体または部分的複製物 （改変複

製物または他のプロ グ ラ ムに組み込まれた部分を含みます。） を意味し ます。 IBM は

「プロ グ ラ ム」 の著作権を所有し ているか、 も し く は権原者よ り 使用権を取得し てい

ます。

1. 使用権

本使用権の下でお客様は 「プロ グ ラ ム」 が導入された機器 と 共に 「プロ グ ラ ム」 を

使用し、 また 「プロ グ ラ ム」 の使用権および機器の所有権を第三者に移転する こ と

ができ ます。 「プロ グ ラ ム」 の使用権を移転する場合、 お客様は本 「IBM プロ グ ラ ム

のご使用条件」 およびその他のすべての関連資料を当該第三者に移転し なければな

り ません。 その移転に伴いお客様の使用権は終了し ます。 移転先の第三者は 「プロ

グ ラ ム」 を最初にご使用になった こ と によ り 本 「IBM プロ グ ラ ムのご使用条件」 に同

意いただいた もの と し ます。

お客様は、 1） こ の使用条件に明記されている場合を除き、 「プロ グ ラ ム」 を使用、

複製、 改変、 結合も し く は、 移転する こ と 、 ２ ） 「プロ グ ラ ム」 を逆アセンブルも し

く は逆コ ンパイルする こ と 、 3） 「プロ グ ラ ム」 を再使用許諾、 賃貸、 貸与する こ と

はでき ません。

2. 保証の内容 と制限

「プロ グ ラ ム」 は現状の状態で提供されます。

こ の 「プロ グ ラ ム」 には、 法律上の瑕疵担保責任、 商品性の保証および特定目的適

合性の保証を含むすべての明示も し く は黙示の保証はあ り ません。 国または地域に

よ っては法律の強行規定によ り 、 上記の保証の制限が適用されない場合があ り ます。

3. 責任の制限

IBM がこ の使用条件で負 う 全ての責任は以下のものです。

１ ） 本使用権に関する、 いかなる形式のいかな る申し立て （契約不履行が含まれま

す。） に対し て も、 IBM の賠償責任は実際の直接損害に対し てのみ、 a) お客様が居住

する国の通貨で 25,000 米国ド ル相当額、 も し く は、 b) 当該 「プロ グ ラ ム」 の IBM 価

格の う ちの大きい方の金額を限度と する金銭賠償責任に限られます。
xi



この制限は、 IBM が法的責任を負 う お客様に生じ た身体、 生命および有体物に対する

損害賠償には適用されません。

IBM は、 IBM または IBM 認定再販売者の予見の有無を問わず発生し た逸失利益、 特

別損害、 付随的損害、 間接損害、 あ るいはその他の拡大損害について責任を負いま

せん。

IBM は第三者からの損害賠償請求に基づ く お客様の損害について責任を負いません。

本項の責任の制限は、 IBM に 「プロ グ ラ ム」 を提供し た 「プロ グ ラ ム」 開発者に対す

る損害賠償請求に も適用される もの と し ます。 お客様は IBM および 「プロ グ ラ ム」

開発者に対し て重複し て損害賠償を請求する こ と はでき ません。 こ こ での 「プロ グ

ラ ム」 開発者 と は、 この項で利益を受ける者をいいます。 国または地域によ っては、

法律の強行規定によ り 上記の責任の制限の規定が適用されないこ と があ り ます。

4. その他

お客様はいつで も使用権の使用を解除でき ます。 お客様が本ご使用条件に違反し た

場合には、 IBM はこ の使用契約を解約でき ます。 この場合、 お客様は 「プロ グ ラ ム」

のすべての複製を破棄、 滅却し なければな り ません。 「プロ グ ラ ム」 を使用する こ と

で発生するいかな る税金のお支払いもお客様の負担と し ます。 こ の使用契約に基づ

く 請求権は、 請求のいかんにかかわらずその原因が発生し た日から 2 年を経過し た

と きに時効によ り 消滅する もの と し ます。 お客様が 「プロ グ ラ ム」 をア メ リ カ合衆

国で取得された場合にはニューヨ ーク州の法律が適用されます。 カナダで取得され

た場合にはオン タ リ オ州の法律が適用されます。 その他の国で取得された場合には、

取得し た国の法律が適用されます。
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フ ォ ン ト の商標について

• 本プ リ ン タに搭載されている欧文フ ォ ン ト は、すべて Agfa Corporation からのラ イ

セン ス を受けています。

• 本製品は Agfa Monotype Corporation からの UFST™MicroType® のフ ォ ン

ト を搭載し ています。

• Times は Linotype-Hell AG の登録商標です。

• DFHSGOTHIC-W5 と DFHSMINCHO-W3 は平成書体です。 これらの書体は （財）

日本規格協会と 京セ ラ ミ タ株式会社がフ ォ ン ト 使用契約を締結し て使用し ている

ものです。 フ ォ ン ト と し て無断複製する こ と は禁止されています。

• 平成書体は財団法人日本規格協会を中心に製作グループが共同開発し た もので

す。 許可な く 複製する事はでき ません。

• TypeBankG-B、TypeBankM-M および TypeBank-OCR はタ イプバン ク ® の商標です。

Agfa Japan ラ イセンス契約

1. 「本件ソ フ ト ウ ェ ア」 と は、 特殊なフ ォーマ ッ ト で符号化された、 デジ タル符号の
機械読取可能なスケーラブル ・ ア ウ ト ラ イ ン ・ データ な らびに UFST ソ フ ト ウ ェ
アを意味する もの と し ます。

2. お客様は、 お客様自身の通常の業務目的または個人的な目的で、 アルフ ァベッ ト 、
数字、 文字および記号 （「タ イプフ ェース」） のウ ェー ト 、 ス タ イルおよびバー
ジ ョ ンを複製および表示する ために本件ソ フ ト ウ ェ アを使用する非独占的ラ イセ
ン ス を受諾する こ と に同意し ます。 Agfa Japan は、 本件ソ フ ト ウ ェ アおよびタ イ
プフ ェースに関するすべての権利、 権原および利権を留保し ます。 本契約におい
て明示的に規定し た条件に基づき本件ソ フ ト ウ ェ アを使用する ラ イセン ス以外に
は、 いかなる権利もお客様に許諾されません。

3. Agfa Japan の財産権を保護する ため、 お客様は本件ソ フ ト ウ ェ アおよびタ イプ
フ ェースに関するその他の財産的情報を極秘に保持する こ と 、 また、 本件ソ フ ト
ウ ェ アおよびタ イプフ ェースへのア ク セス と その使用に関する合理的な手続き を
定める こ と に同意し ます。

4. お客様は本件ソ フ ト ウ ェ アまたはタ イプフ ェース を複製またはコ ピーし ないこ と
に同意し ます。

5. こ のラ イセン スは、 早期終了し ない限 り 、 本件ソ フ ト ウ ェ アおよびタ イプフ ェー
ス を使用し終わる まで存続する もの と し ます。 お客様が本契約ラ イセン スの条件
の遵守を怠 り 、 当該不履行が Agfa Japan からの通知後 30 日以内に是正されなかっ
た と きは、 Agfa Japan は本ラ イセン ス契約を解除する こ と ができ ます。 本ラ イセ
ン ス契約が満了するか、 または解除された時点で、 お客様は要求に応じ て本件ソ
フ ト ウ ェ ア と タ イプフ ェースの複製物な らびに文書をすべて Agfa Japan に返却す
るか、 または破棄する もの と し ます。

6. お客様は、 本件ソ フ ト ウ ェ アの変更、 改変、 逆アセンブル、 解読、 リ バースエン
ジニア リ ング または逆コ ンパイルを行わないこ と に同意し ます。

7. Agfa Japan は、 引渡し後 90 日間について、 本件ソ フ ト ウ ェ アが Agfa Japan の発表
し た仕様に従って作動する こ と 、 欠陥がないこ と を保証し ます。 Agfa Japan は、
本件ソ フ ト ウ ェ アにバグ、 エラーおよび脱落が一切ない旨の保証を行いません。
当事者は、 特定目的適合性および商品性の保証を含む明示または黙示の他のすべ
ての保証が排除される こ と に合意し ます。
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8. 本件ソ フ ト ウ ェ アおよびタ イプフ ェースに関するお客様の排他的救済手段および
Agfa Japan の唯一の責任は、 欠陥のあ る部品を Agfa Japan に返却し た時点で修理
または交換する こ と です。 いかな る場合も Agfa Japan は、 本件ソ フ ト ウ ェ アおよ
びタ イプフ ェースの誤用または不正使用によ り 引き起こ された喪失利益、 喪失
データ、 またはその他の付随的損害、 派生的損害その他の損害について責任を負
いません。

9. 本契約はア メ リ カ合衆国ニ ューヨ ーク州の法律に準拠し ます。

10.お客様は、 Agfa Japan の事前の書面によ る同意がない限 り 、 本件ソ フ ト ウ ェ アお
よび / またはタ イプフ ェースの再使用許諾、 販売、 リ ース またはその他の方法に
よ る譲渡を行ってはな り ません。

11.政府によ る使用、 複製または開示は、 FAR252-227-7013 「技術データおよびコ ン
ピ ュータ ソ フ ト ウ ェ アに関する権利」 の （b） （3） （ii） 項または （c） （1） （ii） 項
に定められた制限を受けます。 さ らに、 使用、 複製または開示は、 FAR52. 227-19 
（c） （2） 項に定められた ソ フ ト ウ ェ アの限定的権利に適用される制限を受けま
す。

12.お客様は、 本契約を自ら読了し、 了解し た こ と を認め、 また本契約の諸条件によ
り 拘束される こ と に同意し ます。 いずれの当事者も、 本契約に記載されていない
言明または表明によ り 拘束されないもの と し ます。 本契約の変更は、 各当事者の
正当な権限を有する代表者が署名し た書面によ る場合を除き、 効力は一切あ り ま
せん。
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Energy Star Program

当社は国際エネルギース ター ・ プロ グ ラ ムの参加事業者と し て、 本製品が国際エネ

ルギース ター ・ プロ グ ラ ムの基準に適合し ている と 判断し ます。

国際エネルギース ター ・ プロ グ ラ ムは、 その基準に適合し た機器の製造 ・ 販売を促

進させる こ と によ り 、 効率的なエネルギー活用を促進し、 エネルギーの消費に と も

な う 環境汚染を低減させる こ と を基本目的と し ています。

本プ リ ン タは国際エネルギース ター ・ プロ グ ラ ムの基準に適合し た、 オー ト ス リ ー

プ機能を搭載し ています。 こ の機能を使用する こ と によ り 、 プ リ ン タの電力消費を

抑え る こ と ができ ます。 またプ リ ン タ を長時間使用し ない場合は、 プ リ ン タの電源

を切って く だ さい。

（ 　 ） はエネルギース ター ・ プロ グ ラ ムの基準値です。

電源オフ時の消費電力は 0 W です。

オー ト ス リープの初期設定時間 オー ト ス リープ時の電力消費量

30 分 （30 分） 12 W （30 W）
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本機の特長

本機は以下の特長を備えています。

ハー ド ウ ェ ア

大容量給紙カセ ッ ト

給紙カセ ッ ト には約 250 枚の用紙を収納でき ます。 また手差し ト レ イには約 100 枚

の用紙を収納でき ます。

多彩な用紙種類に印刷可能

普通紙はも ちろん、 OHP フ ィ ルムやラベル用紙、 その他の特殊用紙にも印刷でき ま

す。

双方向パラ レルイ ン タ フ ェースを採用

IEEE1284 に準拠し たパラ レルイ ン タ フ ェースで、 コ ンピ ュータ と のデータ転送を高

速に行います。

USB （Universal Serial Bus） イ ン タ フ ェ ースを装備

USB 2.0 (High Speed) に準拠し た イ ン タ フ ェースで、 コ ン ピ ュータ と のデータ転送を

高速かつ安定し て行います。

メ モ リーカー ド （コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド） スロ ッ ト

メ モ リ ーカー ド をプ リ ン タに装着でき ます。 メ モ リ ーカード内のオプシ ョ ンフ ォ ン

ト 、 マ ク ロ、 フ ォームなど を、 操作パネルから選択し て読み込めます。

アモルフ ァ スシ リ コ ン ド ラム

本機にはセ ラ ミ ッ ク技術によ り 開発された、 アモルフ ァ スシ リ コ ン ド ラ ムが採用さ

れています。 アモルフ ァ スシ リ コ ン ド ラ ムは、 従来の感光材料に比べて硬 く 丈夫で

長寿命です。 また耐熱性に優れ、 溶剤にも強い耐性があ り ます。 こ の結果解像度が

高 く 、 鮮明な印刷が得られます。

長寿命部品

ド ラ ム、 現像ユニ ッ ト 、 定着ユニ ッ ト など、 従来のプ リ ン タでは消耗品であった主

要部品が長寿命設計されてお り 、 定期的な交換は不要にな り ま し た。

ソ フ ト ウ ェ ア

e-MPS 機能

e-MPS （enhanced Multiple Printing System） 機能は、 電子ソー ト 機能、 ジ ョ ブ リ テン

シ ョ ン機能および仮想 メ ールボ ッ ク ス機能を実現し ます。
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用紙の自動選択 （メ デ ィ ア タ イプセレ ク シ ョ ン） 機能

印刷する用紙の種類 （普通紙、 OHP フ ィ ルム、 ラベル紙など） を、 あ らかじめ各給

紙元に設定し てお く こ と によ り 、 印刷時に指定し た用紙の種類を自動的に選択し て

印刷する こ と ができ ます。

KIR

独自のス ムージング機能です。 この機能はプ リ ン タの解像度を ソ フ ト 的に向上させ、

高品質な印刷を実現し ます。 初期設定ではオンに設定されています。

高品位のプ リ ン ト アウ ト

Fast1200 モード では、 解像度 1200 dpi の高品位な印刷を行 う こ と ができ ます。 また、

KIR 技術によ り 、 300 dpi や 600 dpi で も鮮明で高品質な印刷を実現し ます。

オー ト ス リープ

一定の時間内にプ リ ン タの操作やデータの受信が行われなかった場合、 消費電力を

抑え るオー ト ス リ ープを搭載し ています。

ド ラ フ ト モー ド

ト ナーの消費量を抑えて印刷を行 う ド ラ フ ト モード機能を搭載し ています。 ド ラ フ

ト モード機能を使 う と 同量の ト ナーでよ り 多 く の印刷が可能です。

プ リ スク ラ イブ コ マン ド

グ ラ フ ィ ッ ク機能がよ り 強化されたページプ リ ン タ制御言語プ リ ス ク ラ イブコマン

ド を内蔵し ています。 マージン設定や文字間隔、 行間隔の変更、 ア ウ ト ラ イ ンフ ォ

ン ト 、 図形に対し ての回転、 塗 り つぶし など を簡単な コマン ド で実現し ます。

ジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能

プ リ ン タに装着し たハード デ ィ ス ク に文書データ を保存し、 後から操作パネルを

使って出力する こ と ができ ます。 ジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能には、 ク イ ッ ク コ ピー

モード 、 試し刷 り 後、 保留モード 、 プラ イベー ト プ リ ン ト モード、 およびジ ョ ブ保

留モード の 4 種類のモード があ り ます。

多彩なフ ォ ン ト を搭載

スケーラブルフ ォ ン ト は和文 2 種類と 欧文 45 種類、 ビ ッ ト マ ッ プフ ォ ン ト は欧文 1

種類を内蔵し ています。

ネ ッ ト ワーク機能

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースを標準装備

TCP/IP、 IPX/SPX、 NetBEUI などのプロ ト コルをサポー ト し ていますので、 さ まざ ま

な環境下で、 ネ ッ ト ワーク印刷が可能にな り ます。

SNMP （Simple Network Management Protocol）

本機は SNMP と 互換性があ り 、 ホ ス ト PC と の各種情報のや り 取 り が可能です。
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付属マニュアルの紹介

設置手順書 （印刷物）

プ リ ン タの設置手順を説明し ています。

ク イ ッ クガイ ド （印刷物）

プ リ ン タに用紙が詰ま った際の処置手順や、 印刷品質に問題が発生し た場合の清掃

手順について説明し ています。 プ リ ン タの近 く に置いてお使い く だ さい。

Printing System プ リ ン タ ド ラ イバ操作手順書 （CD-ROM 収録）

プ リ ン タ ド ラ イバの操作方法について説明し ています。

取扱説明書 （本書）

機能、 操作方法など、 本プ リ ン タ を使用する上で必要と な る情報を詳し く 説明し て

います。 また、 各種の ト ラブルの対処方法も説明し ています。
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本書の読みかた

本書には、 以下の項目があ り ます。

1 　 本機の使いかた

各部の名称 と そのはた ら きや、 操作パネル上にあ る メ ッ セージデ ィ スプレ イ、 イ ン

ジケータ、 キーの操作方法について説明し ています。

2 　 用紙について

プ リ ン タで使用でき る用紙について説明し ています。

3 　 日常のメ ンテナンス

ト ナーコ ンテナ、 廃棄 ト ナーボ ッ ク スの交換方法、 プ リ ン タの清掃について説明し

ています。

4 　 困った と きは

紙詰ま り などプ リ ン タに問題が発生し た と きの処置方法を説明し ています。

5 　 フ ァームウ ェ アパラ メ ータ

プ リ ス ク ラ イブ FRPO コマン ド によ り 、 印刷設定に関する各種のパラ メ ータ を設定

し、 内部 メ モ リ ーに記憶する方法について説明し ています。

付録 A 　 フ ォ ン ト

本プ リ ン タに搭載されている フ ォ ン ト について説明し ています。

付録 B 　 イ ン タ フ ェース

パラ レルイ ン タ フ ェースおよび USB イ ン タ フ ェースのピン割 り 当てや信号の意味な

どについて説明し ています。

付録 C 　 オプシ ョ ンについて

本プ リ ン タで使用でき るオプシ ョ ンの紹介と 、 設置方法について説明し ています。

付録 D 　 仕様

本プ リ ン タの仕様を一覧にし ています。

付録 E 　 文字コー ド表

用語集

本書で使われている用語を説明し ています。

索引
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1 本機の使いかた
こ の章では、 本機の使用方法を説明し ます。 操作パネルでの設定は、 お使いの環境に合

わせた初期設定を行 う と きに使用し ます。 通常は、 アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト からのプ リ

ン タ ド ラ イバによ る設定が優先されます。
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本機の使いかた
各部の名称と はたら き

プ リ ン タ前面

1 操作パネル－パネル上のキーでプ リ ン タ機能を選択 / 設定し ます。 メ ッ セージデ ィ

スプレ イには、 動作状態が表示されます。

2 手差し ト レ イ－普通紙で約 100 枚までの用紙を収納でき ます。 OHP フ ィ ルムやラベ

ル用紙、 その他特殊な用紙はこの ト レ イ を使います。

3 給紙カセ ッ ト － A5 サイ ズから レジ ャーサイ ズまで、 約 250 枚の用紙を給紙でき ま

す。

4 給紙ユニ ッ ト 開閉レバー－給紙ユニ ッ ト を引き出す と きに、 こ のレバーを引き上げ

ます。

5 ペーパース ト ッパ－大きいサイ ズの用紙を使用する場合に開き ます。

6 フ ェ イスダウン排紙 ト レ イ－印刷された用紙が、 印刷面を下に排紙されます。

7 上部カバー－ ト ナーコ ンテナを交換する と きに開き ます。

5 6

3

4

2

1
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本機の使いかた
プ リ ン タ側面

1 左カバー－廃棄 ト ナーボ ッ ク ス を交換する と きや、 メ イ ンチャージ ャ を清掃する と

きに開き ます。

2 電源スイ ッ チ－電源のオン、 オフに使用し ます。

3 メ モ リーカー ド スロ ッ ト －オプシ ョ ンの メ モ リ ーカード を差し込みます。 メ モ リ ー

カード には、 オプシ ョ ンフ ォ ン ト 、 マ ク ロ、 フ ォームなどを書き込めます。

2

1

3
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本機の使いかた
プ リ ン タ内部

1 ト ナーコ ンテナ－ ト ナーは ト ナーコ ンテナから供給されます。 ト ナーが無 く なった

場合は ト ナーコ ンテナを交換し ます。

2 廃棄 ト ナーボ ッ ク ス－使用済みの ト ナー （廃棄 ト ナー） が、 こ のボ ッ ク スに溜ま り

ます。 ト ナーコ ンテナ交換時に同時に交換し ます。

3 ク リーニング ノ ブ－ メ イ ンチャージ ャユニ ッ ト を清掃する時に引き出し ます。

4 メ イ ンチャージャユニ ッ ト － ド ラ ムに高圧をかけ る （チャージ） ユニ ッ ト です。 ト

ナーコ ンテナを交換する と きに清掃し て く だ さ い。 詳し く は、 3-8 ページの メ イ ン

チャージャの清掃を参照し て く だ さい。

5 レジス ト ローラ－定期的に清掃し ます。 詳し く は 3-10 ページの給紙ユニ ッ ト の清掃

を参照し て く だ さい。

6 給紙ユニ ッ ト －プ リ ン タ内部を清掃する と きや、 紙詰ま り が起こ った と きに引き出

し ます。

1

2 3 4
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本機の使いかた
プ リ ン タ後面

1 オプシ ョ ン イ ン タ フ ェ ース装着用スロ ッ ト －オプシ ョ ンのネ ッ ト ワーク イ ン タ

フ ェースカード を装着し ます。 詳し く は、 付録 C オプシ ョ ンについてを参照し て く

ださい。

2 ネ ッ ト ワーク イ ンジケータ－ネ ッ ト ワーク の通信状況によ って点灯し ます。 左側の

イ ンジケータは、 10Mbps または 100Mbps でネ ッ ト ワークに接続されている と きに

点灯し ます。 右側は、 リ ン ク が確立する と点灯し ます。

3 後カバー－紙詰ま り の用紙を除去する と きに開き ます。

4 電源コネク タ－付属の電源コー ド を差し込みます。

5 パラ レルイ ン タ フ ェースコネク タ－パラ レルケーブルで、 コ ン ピ ュータのパラ レル

ポー ト に接続し ます。

6 USB イ ン タ フ ェースコネク タ－ Hi-Speed USB2.0 に準拠し た USB イ ン タ フ ェースで

す。 USB ケーブルで、 コ ン ピ ュータの USB ポー ト に接続し ます。

7 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースコネク タ－ 10BaseT/100BaseTX のネ ッ ト ワーク ケーブ

ルでネ ッ ト ワークへ接続し ます。

3

4

6

2
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本機の使いかた
操作パネルの名称と 機能

操作パネルには、 メ ッ セージデ ィ スプレ イ、 3 つのイ ンジケータ、 8 個のキーがあ り ま

す。

デ ィ スプレ イに表示される メ ッ セージの意味、 およびイ ンジケータ と キーの機能につい

て、 以下で説明し ます。

メ ッ セージデ ィ スプレ イ

メ ッ セージデ ィ スプレ イには、 プ リ ン タの各種動作状態を示す メ ッ セージが表示されま

す。

ステータ ス情報

次の メ ッ セージは、 通常使用時の状態 （ステータ ス） を表示する メ ッ セージです。

メ ッ セージ表示 意味

Self test 電源投入後のプ リ ン タの自己診断中です。

シバラ ク オマチクダサイ プ リ ン タはウォー ミ ングア ッ プ中です。 印刷はできません。 最初

にプ リ ン タの電源を入れた際は、 このメ ッ セージがしばら く 表示

されます。

シバラ ク オマチクダサイ

（ ト ナー ホキュウチュウ）

電源投入後のプ リ ン タのウォー ミ ングア ッ プ中です。 印刷はでき

ません。 プ リ ン タに最初に ト ナーコ ンテナをセ ッ ト し た場合は、

「（ ト ナー ホキュウチュウ）」 も一緒に表示されます。

プ リ ン ト  デキマス 印刷できます。

データ シ ョ リ チュウデス プ リ ン タは印刷中か、 データ処理中です。 または、 メ モ リーカー

ドやハー ド デ ィ スクのデータ を読み込んでいます。

タ イキチュウ プ リ ン タはス リープモー ド （省電力モー ド） です。 操作パネルの

［印刷可 / 解除］ キーを押し た り、 カバーを開閉し た り、 または

印刷データ を受信する と、 ス リープモー ドから復帰し、 ウォー ミ

ングア ッ プ後に印刷できる状態にな り ます。

プ リ ン タがス リープモー ドへ移行するまでの時間は、 1-99 ページ

のオー ト ス リープの設定を参照し て く だ さい。

データ キャ ンセルチュウ 印刷データ をキャ ンセルし ています。 印刷データのキャ ンセルの

方法は、 1-11 ページのキーを参照し て く ださい。

ページガ ノ コ ッ テイマス 最終ページが印刷されないで残っています。 一定時間経過する と

自動的に最終ページを印刷し ます。 ［印刷可 / 解除］ キーを押す

と強制的に改ページ し、 すぐに印刷し ます。

ジ ド ウカ イページチュウ 上記の 「ページガ ノ コ ッ テイマス」 の状態から一定時間経過し た

ため、 最終ページを印刷し ています。
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本機の使いかた
エ ラーコー ド

メ ッ セージデ ィ スプレ イには、 障害が発生し た場合のエラーコー ド も表示されます。 エ

ラーコード については、 4 困った と きはを参照し て く だ さい。

メ ッ セージデ ィ スプレ イ内のその他の表示

イ ン タ フ ェース表示 （INTERFACE）

本プ リ ン タは各イ ン タ フ ェースからの印刷データ を同時受信する こ と ができ ます。 この

イ ンジケータは、 現在データ を受信し ている イ ン タ フ ェース を表示し ます。

受信完了後も イ ン タ フ ェースはすぐには開放されず、 約 30 秒間はそのイ ン タ フ ェース

のデータ を優先し て処理し ます。 別のイ ン タ フ ェースから受信し た印刷データは待機し

ています。

PAR パラ レルイ ン タ フ ェース

USB USB イ ン タ フ ェース

NET ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース

OPT ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース （オプシ ョ ン）

--- すべてのイ ン タ フ ェースは開放されています。

プ リ ン ト  デキマス

- - - A4 フ ツウシ
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本機の使いかた
用紙サイズ表示 （SIZE）

待機中 （「プ リ ン ト  デキマス」） は、 現在選択されている給紙カセ ッ ト の用紙サイ ズを表

示し ます。 表示 と 各用紙サイ ズの寸法については次の表をご覧 く だ さい。 詳し く は、

1-80 ページの用紙の設定を参照し て く ださ い。

印刷中は、 アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で指定された用紙サイ ズを表示し ます。

○用紙サイ ズを使用でき ます。 　

×用紙サイ ズを使用でき ません。

表示 用紙の寸法 給紙元

手差し ト レ イ 給紙カセ ッ ト

A3 ISO A3 （29.7 × 42 cm） 〇 〇

A4 ISO A4 （21 × 29.7 cm） 〇 〇

A5 ISO A5 （14.8 × 21 cm） 〇 〇

A6 ISO A6 （10.5 × 14.8 cm） 〇 ×

B4 JIS B4 （25.7 × 36.4 cm） 〇 〇

B5 JIS B5 （18.2 × 25.6 cm） 〇 〇

B6 JIS B6 （12.8 × 18.2 cm） 〇 ×

LT レ ターサイ ズ （8-1/2 × 11 イ ンチ） 〇 〇

LD レジャーサイ ズ （11 × 17 イ ンチ） 〇 〇

LG リ ーガルサイ ズ （8-1/2 × 14 イ ンチ） 〇 〇

MO モナーク （3-7/8 × 7-1/2 イ ンチ） 〇 ×

10 エンベロープ #10 （4-1/8 イ ンチ） 〇 ×

DL エンベロープ DL （11 × 22 cm） 〇 ×

C4 エンベロープ C4 （22.9 × 32.4 cm） 〇 ×

C5 エンベロープ C5 （16.2 × 22.9 cm） 〇 ×

b5 ISO B5 （17.6 × 25 cm） 〇 ×

EX エグゼク テ ィ ブ （7-1/4 × 10-1/2 イ ンチ） 〇 ×

#6 エンベロープ #6 （3-5/8 × 6-1/2 イ ンチ） 〇 ×

#9 エンベロープ #9 （3-7/8 × 8-7/8 イ ンチ） 〇 ×

HA はがき （10 × 14.8 cm） 〇 ×

OH 往復はがき （20 × 14.8 cm） 〇 ×

O2 Oficio II （8-1/2 × 13 イ ンチ） 〇 ×

8K 8 開 （27.3 × 39.4 cm） 〇 ×

16K 16 開 （19.7 × 27.3 cm） 〇 ×

ST Statement （5-1/2 × 8-1/2 イ ンチ） 〇 ×

FO Folio （21 × 33 cm） 〇 ×

Y2 洋形 2 号 （11.4 × 16.2 cm） 〇 ×

Y4 洋形 4 号 （10.5 × 23.5 cm） 〇 ×

CU カ ス タ ムサイ ズ

（14.8 × 21 cm ～ 21.6 × 35.6 cm）

〇 ×
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本機の使いかた
用紙種類表示 （TYPE）

各給紙カセ ッ ト には、 用紙の種類を指定する こ と ができ ます。 現在選択されている給紙

カセ ッ ト に設定された用紙種類を表示し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト から用紙の種類

を指定し て印刷する と 、 用紙種類に合わせて給紙カセ ッ ト を自動的に選択でき ます。 用

紙種類の設定は 1-91 ページの用紙種類のカス タム設定を参照し て く だ さい。 

表示 と 実際の用紙種類は、 以下を参照し て く だ さい。

○用紙種類を使用でき ます。 　

×用紙種類を使用でき ません。

表示 用紙の種類 給紙元

手差し ト レ イ 給紙カセ ッ ト

表示無し 自動選択 〇 〇

フ ツウシ 普通紙 〇 〇

OHP フ ィ ルム OHP フ ィ ルム 〇 ×

プレプ リ ン ト プレ印刷用紙 〇 〇

ラベルシ ラベル用紙 〇 ×

ボン ド シ ボン ド紙 〇 〇

サイセイシ 再生紙 〇 〇

ウスガ ミ 薄紙 〇 〇

レ ターヘ ッ ド レ ターヘ ッ ド 〇 〇

カ ラーシ カ ラー紙 〇 〇

パンチズ ミ シ 穴あき用紙 〇 〇

フウ ト ウ 封筒 〇 ×

ハガキ はがき 〇 ×

アツガ ミ 厚紙 〇 ×

ジ ョ ウシツシ カ ラー印刷用紙 〇 〇

カス タム 1 （～ 8） カス タム 1 （～ 8） 〇 〇
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本機の使いかた
その他の表示

その他のイ ンジケータ と その意味を説明し ます。

表示 表示

点滅 エ ラーが発生し ています。 4-6 ページのエラー メ ッ セージを参照

し てエ ラーの処理を し て く だ さい。

点灯 プ リ ン タはオン ラ イ ン状態です。 受信し た印刷データは印刷され

ます。

消灯 プ リ ン タはオフ ラ イ ン状態です。 印刷データの受信は可能です。

［印刷可 / 解除］ キーを押し て、 オン ラ イ ン状態と なるまで印刷

されません。 4-6 ページのエラー メ ッ セージを参照し て く ださ

い。

点滅 プ リ ン タは印刷データ を受信し ています。

点灯 印刷処理中、 またはハー ド デ ィ スクやメ モ リーカー ド にデータ を

書き込み中です。

点滅 • 「シバラ ク オマチクダサイ」 が表示されている場合、 プ リ ン

タは準備中です。

• 保守作業が必要です。 メ ッ セージデ ィ スプレ イの表示を確認

し て必要な処理を行って く ださい。 詳し く は、 4-6 ページの

エラー メ ッ セージを参照し て く ださい。

点灯 給紙カセ ッ ト 内の用紙がないなどの理由で印刷できません。 メ ッ

セージデ ィ スプレ イの表示を確認し て必要な処置を行って く ださ

い。
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本機の使いかた
キー

各キーの機能は次の と お り です。 複数の機能を持っています。

参考 設定する内容は、 現在選ばれている イ ン タ フ ェース （1-7 ページのイ ン タ フ ェ ース表示

（INTERFACE） を参照） に対し て有効にな り ます。

印刷可 / 解除キー

プ リ ン タのオン ラ イ ン、 オフ ラ イ ンを切 り 替え る と きや、 特定のエラーを解除する と き

に押し ます。 また、 印刷待ち最終ページを強制的に改ページ し て印刷させた り 、 オー ト

ス リ ープから復帰させる と きにも押し ます。

キャ ンセルキー

実行中の印刷を中止する と きや、 入力し た数値の リ セ ッ ト および設定を途中で中止する

と きに押し ます。 ブザーが鳴った と きに、 このキーを押す と ブザーが止ま り ます。

印刷可 / 解除

キャ ンセル
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本機の使いかた
メ ニューキー†

モード選択 メ ニューからプ リ ン タの初期設定を変更する と きや設定を終了する と きに押

し ます。 メ ニ ュー選択中に押す と、 設定を中断し て印刷可能状態に戻 り ます。

矢印キー

目的の メ ニューを表示させる と きや、 設定値の変更を行 う と きに使用し ます。 ［∧］

［∨］ キーで メ ニ ューを切 り 換えて、 ［＜］ ［＞］ キーでサブ メ ニ ューに移 り ます。 また、

紙詰ま り などが発生し た と きに ［ ］ キーを押すと 、 メ ッ セージデ ィ スプレ イにオン ラ

イ ンヘルプ メ ッ セージを表示し ます。 オン ラ イ ンヘルプを中止する と きは、 も う 一度押

し ます。

実行キー†

モード選択 メ ニューで設定し た内容を確定し ます。 メ ッ セージデ ィ スプレ イに 「ダイ ヨ

ウ キュウシ シマスカ？」 が表示された際に、 給紙元を確定し ます。

† プ リ ン タが 「プ リ ン ト デキマス」 を表示し ている状態で、 ［実行］ キーを押し ながら ［メ

ニュー］ キーを押すと、 「カ ン リ コー ド」 が表示されますが通常は使用し ません。 ［メ ニュー］

キーを押し て、 「プ リ ン ト デキマス」 の表示に戻し て く ださい。

 メ ニュー

?

     実行
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本機の使いかた
操作パネルの使いかた

こ こ では、 印刷 メ ニ ューについて説明し ます。

操作パネルの ［メ ニュー］ キーを使って、 印刷枚数やエ ミ ュ レーシ ョ ンなどプ リ ン タの

環境を設定、 変更する こ と ができ ます。 各設定はプ リ ン タの メ ッ セージデ ィ スプレ イが

「プ リ ン ト  デキマス」 表示の と きに行 う こ と ができ ます。

メ ニューキーの使いかた

モー ド 選択メ ニューへの入りかた

プ リ ン タが 「プ リ ン ト  デキマス」 表示状態の と きに ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さ

い。

モード 選択 メ ニ ューが表示されます。

メ ニューの選択

モード 選択 メ ニ ューは階層構造 （ツ リ ー構造） を し ています。 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て、 目的の メ ニ ューを表示させます。

選択し た メ ニ ューにサブ メ ニ ューがあ る場合は、 メ ニュー名に続いて 「＞」 が表示され

ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

サブ メ ニューがある こ と を示し ています。
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本機の使いかた
サブ メ ニュー名の前には 「＞」 が表示されます。

さ らにサブ メ ニューがあ る場合は、 サブ メ ニュー名に続いて 「＞」 が表示されます。 さ

らに下の階層へ移動する と きは ［＞］ を押し て く だ さい。

上の階層に戻る と きは ［＜］ を押し て く だ さい。

2 階層目のサブ メ ニュー名の前には 「＞＞」 が表示されます。

メ ニューの設定

目的の メ ニューを選択し てから ［実行］ キーを押し て く だ さい。 その メ ニ ューの設定操

作に入 り ますので、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望の表示を選択し、 ［実行］ キー

を押し て確定し て く だ さい。

メ ニュー操作の中断

メ ニュー操作中に ［メ ニュー］ キーを押す と 、 「プ リ ン ト  デキマス」 に戻 り ます。

参考 操作パネルの設定よ り も、 アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト やプ リ ン タ ド ラ イバからの設定が優

先されます。

キャ ンセルキーの使いかた

印刷キャ ンセルのしかた

1 メ ッ セージデ ィ スプレ イに 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示されている こ と を確認し

て、 ［キャ ンセル］ キーを押し ます。

「イ ンサツ ノ  キャ ンセル？」 が表示され、 カレ ン ト のジ ョ ブ と次のイ ン タ フ ェース名が

表示されます。

パラ レル

USB 　

ネ ッ ト ワーク

オプシ ョ ン

2 ［∧］ または ［∨］ キーで中止し たいジ ョ ブまたはイ ン タ フ ェース名を選択し て、 ［実

行］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イに 「データ キャ ンセルチュウ」 が

表示され、 現在印刷中のページが出力された後、 印刷を中止し ます。

＞シュルイ ノ ゾクセイ ＞

　　カスタム １

さ らにサブ メ ニューがある こ と を示し ています。

サブ メ ニューである こ と を示し ています。

＞＞ヨウシ ノ オモサ

　　フツウ １

2 階層目のサブ メ ニューである こ と を示し ています。
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本機の使いかた
モー ド 選択メ ニュー

以下にプ リ ン タのモード選択 メ ニューの階層図を示し ます。 メ ニューの選択方法につい

ては、 1-13 ページの メ ニューキーの使いかたを参照し て く だ さい。

ア ミ かけ されている メ ニ ューは、 該当するオプシ ョ ンを装着し ている場合に表

示されます。

  

プ リ ン ト  デキマス
－－－ A4 フ ツウシ

 ステータ スページ ノ
　 インサツ

  ＞ク イ ッ ク コ ピージ ョ ブ

   ＞コ ジン / ホゾンジ ョ ブ

 ＞ VMB データ ノ インサツ
　 ト レ イ

 メ ニューマ ッ プ ノ
　 インサツ

 ＞コー ド ジ ョ ブ リ ス ト  ノ
　 インサツ

 ＞ e-MPS ＞
　 シ ョ ウサイセ ッ テイ

 ＞＞ク イ ッ ク コ ピージ ョ ブ 
　 ノ コ スウ 32

 ＞＞イチジコー ド ジ ョ ブ
　 ノ サイズ 0300MB

 ＞＞ホゾン コー ド ジ ョ ブ
　 ノ サイズ 0300MB

 ＞＞ VMB ノ  サイズ
0300MB

 e-MPS ＞

 次ペ－ジヘ続 く

［メ ニュー］ キーを押す。

   ＞ VMB リ ス ト  ノ  
　 インサツ

†

†

† e-MPS 機能の、 試し刷 り 後、 保留モード と、 プラ イベー ト プ リ ン ト モード は、

RAM デ ィ ス ク モード をオンにする と メ ニューが表示されて使用でき ます。
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本機の使いかた
エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞
　 FMPR-359F1

 ＞ KC-GL ＞
　 ペン 　 ノ 　 フ ト サ

 イン タ フ ェース ＞
　 　 オプシ ョ ン

 次ペ－ジヘ続 く

前ペ－ジから続 く

 ＞ NetWare ＞
　 オン

 イ ン タ フ ェ ース ＞
　 　 ネ ッ ト ワーク

 イン タ フ ェース
　 　USB

 イ ン タ フ ェ ース ＞
　 　 パラ レル

 ＞ NetWare
　 オフ

 ＞ TCP/IP ＞
　 オン

 ＞ TCP/IP
　 オフ

  ＞＞フ レームタ イプ
　 　 ジ ド ウ

 ＞＞ IP ア ド レス
　 000.000.000.000

 ＞＞サブネ ッ ト  マスク
　 000.000.000.000

 ＞＞デフ ォ ルト  ゲート ウェ イ
　 000.000.000.000

 ＞パラ レル イ ン タ フ ェ ース
      ジ ド ウ

 ＞＞ DHCP
　 　 オン

 ＞＞ DHCP
　 　 オフ

 
 ＞ NetWare ＞
　 オン

＞ NetWare
　 オフ

 ＞ TCP/IP ＞
　 オン

 ＞ TCP/IP
　 オフ

  ＞＞フ レームタ イプ
　 　 ジ ド ウ

 ＞＞ IP ア ド レス

 ＞＞サブネ ッ ト  マスク

 ＞＞デフ ォ ルト  ゲート ウェ イ

 ＞ Ether Talk
　 オン

 ＞ AppleTalk
　 オフ

 

ステータ ス ノ  イ ンサツ    オン

 ＞オプシ ョ ン イン タ フ ェース
ステータ ス ノ インサツ    オフ

 

ステータ ス ノ  イ ンサツ    オン

 ＞ネ ッ ト ワーク イン タ フ ェース
ステータ ス ノ  インサツ    オフ

 ＞＞ DHCP
　 　 オン

 ＞＞ DHCP
　 　 オフ

エ ミ ュ レーシ ョ ン
　 EPSON VP-1000

エ ミ ュ レーシ ョ ン
　 IBM 5577

エ ミ ュ レーシ ョ ン
　 PC-PR201/65A

エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞
　 KPDL （ジ ド ウ）

 ＞ Ether Talk
　 オン

 ＞ AppleTalk
　 オフ

 ＞ KPDL エラー ノ  イ ンサツ
　 オン

 ＞ KPDL エラー ノ  イ ンサツ
　 オン

 ＞＞ DHCP
　 　 オン

 ＞＞ BOOTP
　 　 オフ

＞＞ペン 　 ノ 　 フ ト サ
　 　 　 　 　   01 　 ド ッ ト

＞ KC-GL ページセ ッ ト
　 [SPSZ]

 ＞ KPDL エラー ノ イ ンサツ
　 F9450

 ＞ FMPR モー ド
　 FM

エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞
　 KPDL

 エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞
　 KC-GL

 エ ミ ュ レーシ ョ ン
　 PCL 6

 ＞ KPDL エラー ノ インサツ
　 オフ

 ＞ KPDL エラー ノ インサツ
　 オフ

＞ダイガエ エ ミ ュ レーシ ョ ン 　
PCL 6
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本機の使いかた
 ＞オプシ ョ ン フ ォ ン ト
　 サンプル ノ インサツ

 フ ォ ン ト ＞

 インサツ カンキ ョ ウ ＞  ＞コ ピー マイスウ
001

 ＞ LF （カ イギ ョ ウ） ド ウサ
　 　 LF ノ ミ

 イ ンサツ ヒ ンシツ ＞

ハー ド デ ィ スク ＞ ＞データ ノ  ヨ ミ コ ミ

＞データ ノ カキコ ミ

＞データ ノ  サクジ ョ

 ＞ CR （フ ッキ） ド ウサ
　 　 CR ノ ミ

前ペ－ジから続 く

＞ ANK フ ォ ン ト ＞
　 　 オプシ ョ ン

 ＞ ANK フ ォ ン ト ＞
　 　 ヒ ョ ウジュ ン

 ＞＞ 　 I000

 ＞＞サイズ
　 012.00 ポイン ト

 ＞＞ピ ッ チ
10.00 cpi

 ＞ヒ ョ ウジュ ン フ ォ ン ト
　 サンプル ノ インサツ

＞カ ンジ フ ォ ン ト ＞
　 　 オプシ ョ ン

 ＞カ ンジ フ ォ ン ト ＞
　 　 ヒ ョ ウジュ ン

 ＞＞ IK01

＞＞サイズ
　 010.00 ポイン ト

 ＞シュ クシ ョ ウ
       　 [CS] → [CS]

＞ハー ド デ ィ スク ノ
　 フ ォーマ ッ ト

＞パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト  ノ
　 イ ンサツ

次ページへ続 く

＞＞ Courier
　 　 フ ト イ

＞＞ Courier
　 　 ヒ ョ ウジュ ン

 ＞＞ Letter Gothic
　 　 フ ト イ

 ＞＞ Letter Gothic
　 　 ヒ ョ ウジュ ン

 ＞イ ンサツ ノ  ムキ
　 　 ヨ コ

 ＞イ ンサツ ノ ムキ
　 　 タ テ

 ＞コー ド セ ッ ト
　 IBM PC-8

 ＞コウタ ク モー ド
　 オフ

 ＞ KIR モー ド
　 オン

 ＞カ イチ ョ ウ モー ド
　 オフ

 ＞ワイ ド A4
　 オン

 ＞イ ンサツ ノ  ムキ
　 　 ホゴ

 ＞ページ ホゴ モー ド
　 　 ジ ド ウ

 ＞カ イゾウ ド
　 Fast1200 モー ド

 ＞コウタ ク モー ド
　 オン

 ＞ド ラ フ ト モー ド
　 オフ

 ＞イ ンサツ 　 ノ ウ ド
    03
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次ページへ続 く

 前ページから続 く

 ＞フ ォ ン ト  ノ  ヨ ミ コ ミ
 ＞データ ノ ヨ ミ コ ミ

 ＞データ ノ  カキコ ミ
 ＞データ ノ サクジ ョ

 ＞メ モ リーカー ド ノ
　 フ ォーマ ッ ト

 ＞パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト  ノ
　 インサツ

 ヨ ウシ ノ  セ ッ テイ ＞

 ＞テザシ ト レ イ ヨ ウシサイズ
　 　 A4

 ＞テザシ ト レ イ ヨ ウシシュルイ
　 　 フ ツウシ

 ＞カセ ッ ト  ヨ ウシシュルイ
　 　 フ ツウシ

 ＞シュルイ ノ  ゾ クセイ ＞
　 　 カス タム 1

 ＞＞ヨ ウシ ノ オモサ
　 　 フ ツウ 1

 ＞シュルイゾ クセイ ノ
　 リ セ ッ ト

 ＞キュウシモ ト
　 　 カセ ッ ト 1

 ＞テザシ ト レ イ モー ド
　 　 ユウセン

 ＞テザシ ト レ イ モー ド
　 　 カセ ッ ト

 ＞カセ ッ ト  キリ カエ
　 　 ナシ

 ＞カセ ッ ト  キリ カエ
　 　 ジ ド ウ

  ＞リ ョ ウメ ンインサツ モード
　 　 オフ

 ＞ハイシサキ
　 　 ウシロ ト レ イ

 ＞ハイシサキ
       ウエ ト レ イ フ ェ イスダウン

 ＞ A4/LT キ ョ ウツウ
　 　 オン

 ＞ A4/LT キ ョ ウツウ
　 　 オフ

 ＞リ ョ ウ メ ン インサツ ノ
キュウシ 　 　 フ カ ノ ウ

 ＞＞リ ョ ウ メ ン インサツ ノ
キュウシ 　 　 カ ノ ウ

メ モ リーカー ド ＞

 ＞ RAM デ ィ スク サイズ
 ＞データ ノ ヨ ミ コ ミ

 ＞データ ノ  カキコ ミ
 ＞データ ノ サクジ ョ

 ＞パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト  ノ
　 イ ンサツ

 RAM デ ィ スク モー ド ＞
　 オン

 RAM デ ィ スク モー ド
　 オフ
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本機の使いかた
前ページから続 く

 ラ イ フ カウン タ ＞  ＞イ ンサツページスウ
0123456

 ＞ア タ ラシイ ト ナー
　 ヘ ノ コウカ ン

 ソ ノ タ ＞

 ＞カ イページ マチジカン
030sec.

 ＞ス リ ープジカ ン ＞
030 min.

 ＞ジュ シン データ ノ
　 ダンプ

 ＞プ リ ン タ ノ サイキ ド ウ

 ＞リ ソース
      ホゴ

 ＞サービス ＞  ＞＞ステータ スページ ノ
　 イ ンサツ

 ＞＞エ ラー ク リ ア ジカン
　 　                    030sec.

 ＞オー ト  エラー ク リ ア ＞
　 　 オン

 ＞オー ト  エラー ク リ ア ＞
　 　 オフ

 ＞ヒ ョ ウジゲンゴ
　 　 English

 ＞ヒ ョ ウジゲンゴ
　 　 ニ ッ ポンゴ

 ＞＞オー ト ス リープ
　 　 オフ

 ＞＞オー ト ス リープ
　 　 オン

 ＞ブザー
　 　 オン

 ＞ブザー
　 　 オフ

 ＞イ ンサツ ハン イ ホセイ ＞  ＞＞ヨ コ ホセイ
                            00.0 ミ リ   

 ＞＞タ テ ホセイ
                            00.0 ミ リ   

 ＞＞ド ラム

 ＞ Ether Talk
　    オン

 ＞＞リョ ウメ ンインサツ ショ リ
　 　 オフ

 ＞＞イベン ト 　 ログ 　 ノ
　 イ ンサツ

 ＞ Ether Talk
　 フ ツウ

 ＞＞キュウシド ウサ
　 ト クシュ

 ＞ゲンゾウキ

 ＞ド ラムコ ン ト ロール
　 00

＞アトショ リ ノ エラーケンチ ＞
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本機の使いかた
メ ニュ ーマッ プの印刷

モード選択 メ ニューで表示されるすべての メ ニ ューを印刷し ます。 メ ッ セージデ ィ スプ

レ イの表示と 同じ よ う に、 オプシ ョ ンの機器の装着状態によ って内容が変わ り ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「メ ニューマ ッ プ ノ イ ンサツ」 が表示される まで、 ［∧］

または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が表示されます。

4 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 メ ニューマ ッ

プを印刷し ます。

メニューマップ ノ

　インサツ

メニューマップノ

　インサツ ？
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MENU MAP
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本機の使いかた
ステータ スページの印刷

ステータ スページを印刷し て、 プ リ ン タの現在の設定状況、 使用可能 メ モ リ ー、 装着し

ているオプシ ョ ン機器などの情報を確認する こ と ができ ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ステータ スページ ノ イ ンサツ」 が表示される まで、

［∧］ キーまたは ［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が表示されます。

4 も う 一度、 ［実行］ キーを押すと 、 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 ステータ ス

ページを印刷し ます。

ステータ スページに記載されている各項目の説明は、 次ページのステータ スページの内

容を参照し て く だ さい。

ステータスページ ノ

　インサツ

ステータスページ ノ

　インサツ？
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本機の使いかた
ステータ スページの内容

以下はステータ スページの印刷例です。 各項目については次ページに説明があ り ます。

参考 プ リ ン タのフ ァームウ ェ アのバージ ョ ンによ り、 ステータ スページに印刷される項目や

値が異なる場合があ り ます。

STATUS PAGE

0 100

①

④

③

⑤

⑦

②

⑥

⑨

⑧

⑩

⑪
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本機の使いかた
① Firmware Version

フ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ン と発行日です。

② プ リ ン タ設定状況

カセ ッ ト にセ ッ ト されている用紙サイ ズ と 用紙種類、 プ リ ン タの主な設定項目につ

いての情報を表示し ます。

③ メ モ リー使用状況

プ リ ン タに装着されている総 メ モ リ ー と 、 現在使用可能な メ モ リ ー、 および現在の

RAM デ ィ ス ク の状態が表示されます。

④ ページ情報

現在の解像度、 設定印刷枚数、 総印刷枚数を表示し ます。

⑤ 装着オプシ ョ ン

プ リ ン タに装着されている、 オプシ ョ ン機器の状態を表示し ます。

⑥ ネ ッ ト ワークステータ ス

ネ ッ ト ワーク関係の設定状態を表示し ます。 TCP/IP 欄には、 IP ア ド レ ス、 サブネ ッ

ト マス ク ア ド レ ス、 デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ ア ド レ ス を表示し ます。

⑦ エ ミ ュ レーシ ョ ン

設定でき る全エ ミ ュ レーシ ョ ンを表示し ます。 出荷時には PCL 6 エ ミ ュ レーシ ョ ン

に設定されています。

⑧ イベン ト 履歴

KPDL エ ラ ー、 メ モ リ ー関連のエ ラ ー、 お よび メ モ リ ーカー ド、 ハー ド デ ィ ス ク、

RAM デ ィ ス ク関連のエラーが発生し た場合に、 順番に 3 つまでが表示されます。 最

後に起き たエ ラーはエ ラーロ グの先頭行に表示されます。 エ ラーの処置方法につい

ては、 4 困った と きはを参照し て く ださ い。 プ リ ン タの電源を切る と 、 エ ラー情報は

消去されます。

⑨ ト ナー残量

ト ナーコ ンテナの、 およその ト ナー残量を表示し ます。 100 から 0 に近づ く ほど ト

ナーの残量が少な く な り ます。

⑩ イ ン タ フ ェ ース

プ リ ン タに装着されているすべての イ ン タ フ ェース と 、 それぞれの イ ン タ フ ェース

に設定されている フ ォ ン ト およびエ ミ ュ レーシ ョ ンを表示し ます。

⑪ KIR テス ト パターン

このテス ト パターンは KIR モー ド を調整する と きに利用し ます。
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本機の使いかた
e-MPS 機能について

ご注意 • e-MPS 機能を使用するには、 オプシ ョ ンのハー ド デ ィ スク をプ リ ン タに装着する必

要があ り ます。

• 試し刷り後、 保留モー ド と プ ラ イベー ト プ リ ン ト モー ドは、 RAM デ ィ スク でも使用

できます。 RAM デ ィ スク を使用するには、 メ モ リーを増設する必要があ り ます。

e-MPS （enhanced-Multiple Printing System） 機能は、 ジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能、 仮想

メ ールボ ッ ク ス機能や電子ソー ト 機能などを実現する印刷機能です。 設定はプ リ ン タ ド

ラ イバよ り 行います。 プ リ ン タ ド ラ イバでの設定については、 Printing System プ リ ン タ

ド ラ イバ操作手順書をお読み く だ さい。

ジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能

ジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能は、 プ リ ン タのハード デ ィ ス ク に印刷データ を保存し、 必要な

と きに印刷する こ と ができ ます。 次の 4 種類のモード があ り 、 プ リ ン タ ド ラ イバから選

択でき ます。

設定方法は 1-27 ページのク イ ッ ク コ ピーモー ド 、 1-28 ページの試し刷り後、 保留モー

ド、 1-29 ページのプ ラ イベー ト プ リ ン ト / ジ ョ ブ保留モー ド を参照し て く だ さ い。

ジ ョ ブ

リ テンシ ョ ン

ク イ ッ ク コ ピー

モー ド

試し刷り後、

保留モー ド

プ ラ イベー ト

プ リ ン ト モー ド

ジ ョ ブ保留

モー ド

機能 プ リ ン タの操作パ

ネルから、 必要部

数を追加印刷でき

ます。

複数部数の印刷の際、

1 部だけ印刷出力し ま

す。 印刷の内容を確

認し てから、 残り を

印刷し ます。 キャ ン

セルする こ と もでき

るので、 用紙のムダ

が避けられます。

他人に見られた く な

い文書などを、 アク

セスコー ド を入力し

てから印刷させる こ

とができます。

フ ァ ッ クス送信用

紙などのフ ォーム

をプ リ ン タに保存

し、 必要な と き必

要なものを必要な

枚数だけ印刷する

こ とができます。

アプ リ ケーシ ョ

ン ソ フ ト からの

印刷終了時

同時に印刷する 同時に 1 部だけ印刷

する

印刷し ない 印刷し ない

印刷出力操作 プ リ ン タの操作パ

ネルから行う

プ リ ン タの操作パネ

ルから行う

プ リ ン タの操作パネ

ルから行う

プ リ ン タの操作パ

ネルから行う

初期印刷枚数 ド ラ イバから設定

し た枚数 （変更可

能）

試し刷り後の残り部

数 （変更可能）

ド ラ イバから設定し

た枚数 （変更可能）

1 （変更可能）

最大格納ジ ョ ブ

数†

† 設定された数を超え る と 、 古いジ ョ ブから順に削除されます。

32 （50 まで拡張

可能）

32 （50 まで拡張可

能）

ハー ド デ ィ スク容量

に依存 （印刷する

と、 そのジ ョ ブは自

動的に消去）

ハー ド デ ィ スクの

容量に依存

アクセスコー ド 不要 不要 必要 任意

印刷後のデータ 保存 保存 消去 保存

電源オフ時の

データ

消去 消去 消去 保存

ハー ド デ ィ スク 必要 不要 （RAM デ ィ スク

でも動作）

不要 （RAM デ ィ スク

でも動作）

必要
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本機の使いかた
ジ ョ ブ保留モー ド

フ ァ ッ ク ス送信用紙や、 チェ ッ ク表、 オーダーフ ォームなど よ く 使 う ものをプ リ ン タの

ハードデ ィ ス クに保存し ておいて、 印刷する こ と ができ ます。 複数部数の印刷の際な

ど、 ハード デ ィ ス ク に保存し たデータ を印刷する ため、 印刷時間を短縮でき ます。

印刷時に、 プ リ ン タ ド ラ イバでジ ョ ブの保存 （「一時保存」 または 「恒久保存」） を選択

し た場合は、 ハードデ ィ ス クに保存された文書データに、 自動的にバーコード が割 り 当

て られます。 これを コード ジ ョ ブ と 呼びます。 このバーコード を文書に も印刷し た り 、

ジ ョ ブ リ ス ト にバーコード を印刷する こ と も でき ます。

コード ジ ョ ブには以下の 2 種類があ り ます。

• 保存 （恒久保存） コー ド ジ ョ ブ

• 一時 （一時保存） コー ド ジ ョ ブ

一時コード ジ ョ ブは、 ハードデ ィ ス ク の容量がな く な る と 古いデータから削除されま

す。 保存コード ジ ョ ブは自動的には削除されません。 印刷時に、 プ リ ン タ ド ラ イバで選

択し ます。

設定方法は、 1-25 ページのジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能を参照し て く だ さい。

仮想メ ールボ ッ ク ス機能

仮想 メ ールボ ッ ク ス機能は、 印刷データ をハードデ ィ ス ク内の仮想 メ ールボ ッ ク ス ト レ

イに保存し、 後で操作パネルから印刷する こ と ができ ます。 また、 CD-ROM に収録され

ている Printer Disk Manager を使用し て印刷する こ と もでき ます。

プ リ ン タ ド ラ イバからの印刷時に、 すべての仮想 メ ールボ ッ ク ス ト レ イ、 または選択し

た仮想 メ ールボ ッ ク ス ト レ イに、 同時に文書を保存する こ と ができ ます。 実際に出力す

る場合は、 操作パネルで印刷し たい文書データのあ る メ ールボ ッ ク ス番号 （ ト レ イ） を

選択し、 必要な文書データのみを印刷する こ と ができ ます。

最大 255 個の仮想 メ ールボ ッ ク ス を使用でき、 各 メ ールボ ッ ク スの収納枚数に制限はあ

り ません。 全 メ ールボ ッ ク スの合計容量で制限されるので、 ハード デ ィ ス クの容量が許

す限 り 蓄積でき ます。

設定方法については、 1-32 ページの仮想メ ールボ ッ クス （VMB） 機能を参照し て く だ さ

い。

ご注意 仮想メ ールボ ッ ク ス機能は、 PCL 6 エ ミ ュ レーシ ョ ン時のみ有効です。
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ク イ ッ ク コ ピーモー ド

こ のモード は、 一度印刷し た文書を追加印刷するモード です。

プ リ ン タ ド ラ イバで ク イ ッ ク コ ピーを設定し て文書を印刷する と 、 同時にハー ドデ ィ ス

ク に保存し ます。 印刷が必要になった と きに操作パネルから必要な枚数を再印刷する こ

と ができ ます。

ハード デ ィ ス ク に保存でき る最大文書数は、 初期設定で 32 個 （e-MPS 詳細設定で最大

50 個まで変更可能） です。 設定を変え る と きは、 1-34 ページのク イ ッ ク コ ピーモー ド

の最大保存件数設定を参照し て く だ さい。 設定された最大数を越えて書類を保存する

と 、 古いジ ョ ブから順に新しいジ ョ ブに上書き されます。

プ リ ン タの電源を切る と 、 こ のモード で保存し たジ ョ ブは消去されます。

ク イ ッ ク コ ピーを使った印刷のしかた

最初に ク イ ッ ク コ ピーモード でジ ョ ブの印刷を行います。 設定手順は Printing System ド

ラ イバ操作手順書をお読み く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ク イ ッ ク コ ピージ ョ ブ」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。 プ リ ン タ ド ラ イバに入力

し たユーザ名が表示されます。 （表示例では 「コバヤシ」）

5 ［実行］ キーを押すと 、 ユーザ名の前に 「？」 が点滅し ま

す。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望するユーザ名を表示

させて く ださ い。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 ユーザ名の下に、 文書名

（ジ ョ ブ名） が表示され、 文書名の前に 「？」 が点滅し ま

す。 文書名は、 プ リ ン タ ド ラ イバから入力し ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 希望する文書名を表示させて く だ さい。

9 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 印刷枚数を増やす場合に

は ［∧］ キーを、 減らす場合には ［∨］ キーで印刷枚数を

変更でき ます。

e-MPS ＞

＞クイックコピージョブ

　コバヤシ

＞クイックコピージョブ

？コバヤシ

＞クイックコピージョブ

？コバヤシ

＞コバヤシ

？メイボ

＞メイボ

　コピー 001
1-27



本機の使いかた
10 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 設定し た枚数を印刷し ます。

ク イ ッ ク コ ピー文書の削除

ク イ ッ ク コ ピーで保存されている ジ ョ ブは、 電源を切る と 自動的に消去されますが、 次

の手順で個別に消去でき ます。

1 前の項目の 1 から 8 の手順を行って く だ さい。

2 削除する文書名を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ

さい。 印刷枚数のカーソル （＿） が点滅し ます。

3 印刷枚数に 「サク ジ ョ 」 が表示される まで ［∨］ キーを押

し て く だ さい。

4 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 指定し た文書

が削除されます。

試し刷り後、 保留モー ド

プ リ ン タ ド ラ イバで ［試し刷り後、 保留］ を設定し、 必要な部数を設定し て印刷する

と 、 プ リ ン タは 1 部だけを出力し、 文書データ をハードデ ィ ス ク または RAM デ ィ ス ク

に保存し ます。 残 り の部数を印刷する と きは操作パネルから印刷し ます。 その際、 印刷

枚数を変更する こ と もでき ます。

プ リ ン タの電源を切る と 、 このモー ド で保存し たジ ョ ブは消去されます。

保留されている残り部数の印刷のしかた

印刷手順は、 ク イ ッ ク コ ピー と 同じです。 1-27 ページのク イ ッ ク コ ピーを使った印刷の

しかたを参照し て く だ さい。

＞メイボ

　コピー 001

＞メイボ

　サクジョ _
1-28



本機の使いかた
プ ラ イベー ト プ リ ン ト / ジ ョ ブ保留モー ド

プラ イベー ト プ リ ン ト は、 印刷の際に ド ラ イバから設定し たア ク セス コード と 同じ 4 桁

の数字を、 操作パネルから入力し て印刷出力を可能にする機能です。 データは印刷後に

消去されます。

ジ ョ ブ保留モード はア ク セス コード は使用せず、 印刷出力後は印刷データ をハードデ ィ

ス ク または RAM デ ィ ス ク に保持し ます。 それぞれの ド ラ イバの設定方法は、 Printing 

System ド ラ イバ操作手順書をお読み く だ さい。

プ ラ イベー ト プ リ ン ト およびジ ョ ブ保留の印刷のしかた

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞コ ジン / ホゾンジ ョ ブ」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。 プ リ ン タ ド ラ イバに入力

し たユーザ名が表示されます。 （表示例では 「コバヤシ」

と 入力し た場合）

5 ［実行］ キーを押すと 、 ユーザ名の前に 「？」 が点滅し ま

す。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望するユーザ名を表示

させて く ださ い。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 ユーザ名の下に、 文書名

（ジ ョ ブ名） が表示され、 文書名の前に 「？」 が点滅し ま

す。 文書名は、 プ リ ン タ ド ラ イバから入力し ます。 （表示

例では 「ジュウシ ョ ロ ク」 と 入力し た場合）

8 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する文書名を表示させて く だ さい。

9 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 プ リ ン タ ド ラ イバで入力

し たア ク セス コード を入力し、 ［実行］ キーを押し て く だ

さい。

ア ク セス コード の入力は ［＜］ または ［＞］ キーを押し て

変更する桁にカーソルを移動させ、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て数値を変更し て く

ださい。

e-MPS ＞

＞コジン /ホゾンジョブ

　コバヤシ

＞コジン /ホゾンジョブ

？コバヤシ

＞コジン /ホゾンジョブ

？コバヤシ

＞コバヤシ

？ジュウショロク

＞ジュウショロク

　ID 0000
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本機の使いかた
10 印刷枚数を増やす場合には ［∧］ キーを、 減らす場合には

［∨］ キーを押し て印刷枚数を変更でき ます。

11 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 設定し た枚数を印刷し ます。

保存ジ ョ ブの削除

保存されている ジ ョ ブは、 次の手順で個別に消去でき ます。 また、 プラ イベー ト プ リ ン

ト モード で保存されている ジ ョ ブは、 印刷後や電源を切る と自動的に消去されますが、

ジ ョ ブ保留モード で保存し たジ ョ ブは消去されません。

1 前の項目の 1 から 8 の手順を行って く だ さい。

2 削除する文書名を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ

さい。 ア ク セス コード を入力し て、 ［実行］ キーを押し て

く だ さい。

3 印刷枚数に 「サク ジ ョ 」 が表示される まで ［∨］ キーを押

し て く だ さい。

4 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 指定し た文書が削除されます。

コー ド ジ ョ ブ （保存コー ド ジ ョ ブ） リ ス ト の印刷

ハードデ ィ ス クに保存されている （恒久） 保存コード ジ ョ ブ リ ス ト を印刷する こ と がで

き ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞コー ド ジ ョ ブ リ ス ト ノ イ ンサツ」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が表示されます。

＞ジュウショロク

  コピー 001

＞ジュウショロク

  コピー 001

＞ジュウショロク

  サクジョ _

e-MPS ＞

＞コードジョブリストノ

　インサツ

＞コードジョブリストノ 

　インサツ ？
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本機の使いかた
6 も う 一度、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 次

のよ う な コード ジ ョ ブ リ ス ト が印刷されます。

PERMANENT CODE JOB LIST
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本機の使いかた
仮想メ ールボ ッ ク ス （VMB） 機能

仮想 メ ールボ ッ ク ス （VMB） 機能は、 ジ ョ ブを仮想の メ ールボ ッ ク スに保存する機能で

す。 保存されたジ ョ ブは、 操作パネルを使用し て出力する までは印刷されません。

また、 最大 255 個まで使用でき ます。 各 メ ールボ ッ ク スの収納枚数に制限はあ り ませ

ん。 全 メ ールボ ッ ク スの合計容量で制限される ため （2 GB ハードデ ィ ス ク の場合、 初期

設定は 300 MB）、 ハード デ ィ ス ク の容量が許す限 り 蓄積でき ます。

仮想 メ ールボ ッ ク スに蓄積されたデータは、 印刷後は消去されます。 印刷中に ［キャ ン

セル］ キーを押し て印刷を中止し た場合は、 蓄積されたジ ョ ブ全体を印刷し なければ、

削除されません。

仮想メ ールボ ッ ク ス蓄積データの印刷

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ VMB データ ノ イ ンサツ」 が表示される まで、 ［∧］ ま

たは ［∨］ キーを押し て く だ さい。 VMB ト レ イ番号

（ メ ールボ ッ ク ス番号） が表示されます。

5 ［実行］ キーを押す と 、 VMB ト レ イ番号のあ と に 「？」 が

点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 希望する ト レ イ番号 （ メ ールボ ッ ク ス番号） を表示

させて く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 仮想 メ ールボ ッ ク ス内の文書データ を印刷し ます。 印

刷し た文書データは消去されます。

e-MPS ＞

＞ VMB データ ノ インサツ

トレイ 010:

＞ VMB データ ノ インサツ

トレイ 010？
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本機の使いかた
仮想メ ールボ ッ クス リ ス ト の印刷

現在設定されている仮想 メ ールボ ッ ク スの ト レ イ番号 （ メ ールボ ッ ク ス番号）、 蓄積

データの有無、 データサイ ズなどの リ ス ト を印刷し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ VMB リ ス ト ノ イ ンサツ」 が表示される まで、 ［∧］ ま

たは ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が表示されます。

6 も う 一度、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 仮想 メ ールボ ッ ク ス リ ス ト が印刷されます。

データが蓄積されている仮想 メ ールボ ッ ク ス （ ト レ イ） には、 ト レ イ番号の前に郵便箱

のマーク （ ） が表示されます。

e-MPS ＞

＞ VMB リストノ

　インサツ

＞ VMB リストノ

　インサツ？

VIRTUAL MAIL BOX LIST
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本機の使いかた
e-MPS 詳細設定

ハードデ ィ ス クに保存でき る最大文書件数など を含む、 次の項目を変更する こ と ができ

ます。

• ク イ ッ ク コ ピーモード の最大保存件数設定

• 一時コー ド ジ ョ ブの合計保存容量設定

• 保存コー ド ジ ョ ブの合計保存容量設定

• 仮想 メ ールボ ッ ク ス （VMB） の合計保存容量設定

ク イ ッ ク コ ピーモー ドの最大保存件数設定

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ e-MPS シ ョ ウサイセ ッ テイ ＞」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 「＞＞ク イ ッ ク コ ピージ ョ ブ ノ コ スウ」 が表示される ま

で、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと カーソルが点滅し ている位置の数値が増減し ます。 設

定値は 0 ～ 50 です。 ［＞］ または ［＜］ キーを押すと カーソルが左右に移動し ます。

9 希望の最大保存件数を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

e-MPS ＞

＞ e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞クイックコピージョブ

　ノ コスウ 32

＞＞クイックコピージョブ

　ノ コスウ 32
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本機の使いかた
一時コー ド ジ ョ ブの合計保存容量設定

ハード デ ィ ス ク に保存する一時コード ジ ョ ブの合計容量 （上限） を設定し ます。

ただし、 実際に使用でき る容量は、 ハードデ ィ ス クの空き容量まで と な り ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ e-MPS シ ョ ウサイセ ッ テイ ＞」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 「＞＞イチジ コー ド ジ ョ ブ ノ サイズ」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。 初期設定では、

装着し たハ－ドデ ィ ス ク の容量の約 1/6 の値が設定されて

います。 例えば 2 GB のハードデ ィ ス ク の場合は、 300 MB

にな り ます。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと カーソルが点滅し ている位置の数値が増減し ます。 設

定値は 0 ～ 9999 です。 （実際に割 リ 当て られる最大容量はハー ドデ ィ ス ク の空き容量ま

で と な り ます。） ［＞］ または ［＜］ キーを押すと カーソルが左右に移動し ます。

9 希望の一時コード ジ ョ ブの保存容量を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

e-MPS ＞

＞ e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞イチジコードジョブ

　ノ サイズ 0300MB

＞＞イチジコードジョブ

　ノ サイズ 0300MB
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本機の使いかた
保存コー ド ジ ョ ブの合計保存容量設定

ハードデ ィ ス クに保存する保存 （恒久保存） コー ド ジ ョ ブの合計容量 （上限） を設定し

ます。 ただし、 実際に使用でき る容量は、 ハードデ ィ ス ク の空き容量まで と な り ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ e-MPS シ ョ ウサイセ ッ テイ ＞」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 「＞＞ホゾン コー ド ジ ョ ブ ノ サイズ」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。 初期設定では、

装着し たハ－ドデ ィ ス ク の容量の約 1/6 の値が設定されて

います。 例えば、 2 GB のハードデ ィ ス ク の場合は、

300 MB にな り ます。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと カーソルが点滅し ている位置の数値が増減し ます。 設

定値は 0 ～ 9999 です。 （実際に割 リ 当て られる最大容量はハード デ ィ ス ク の空き容量ま

で と な り ます。） ［＞］ または ［＜］ キーを押すと カーソルが左右に移動し ます。

9 希望の保存コード ジ ョ ブの使用領域を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

e-MPS ＞

＞ e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞ホゾンコードジョブ

　ノサイズ 0300MB

＞＞ホゾンコードジョブ

　ノサイズ 0300MB
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本機の使いかた
仮想メ ールボ ッ クス （VMB） の合計保存容量設定

ハード デ ィ ス ク に保存する仮想 メ ールボ ッ ク スの合計容量 （上限） を設定し ます。 最大

容量は、 ハードデ ィ ス ク の空き容量までです。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「e-MPS ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ e-MPS シ ョ ウサイセ ッ テイ ＞」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 「＞＞ VMB ノ  サイズ」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。 初期設定では、 装着し たハ

－ドデ ィ ス ク の容量の約 1/6 の値が設定されています。 例

えば 2 GB のハードデ ィ ス ク の場合は、 300 MB にな り ま

す。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと カーソルが点滅し ている位置の数値が増減し ます。 設

定値は 0 ～ 9999 です。 （実際に割 リ 当て られる最大容量はハー ドデ ィ ス ク の空き容量ま

で と な り ます。） ［＞］ または ［＜］ キーを押すと カーソルが左右に移動し ます。

9 希望の仮想 メ ールボ ッ ク ス （VMB） の使用領域を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く

ださい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

e-MPS ＞

＞ e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞ e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞ VMB ノサイズ

　　　　　　　  0300MB

＞＞ VMB ノサイズ

　　　　　　　  0300MB
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本機の使いかた
イ ンタ フ ェ ースの各種設定

本プ リ ン タはパラ レルイ ン タ フ ェース、 USB イ ン タ フ ェース、 およびネ ッ ト ワーク イ ン

タ フ ェース を標準装備し ています。 さ らに必要に応じ てオプシ ョ ンのネ ッ ト ワーク イ ン

タ フ ェース カード を装着する こ と ができ ます。

エ ミ ュ レーシ ョ ンなどのプ リ ン タの環境は、 これらの各イ ン タ フ ェース ご と に独立し て

設定する こ と ができ ます。 次の手順で、 設定する イ ン タ フ ェース を選択し て く だ さい。

参考 こ こ での選択は、 データ を受信する イ ン タ フ ェ ースを選ぶものではあ り ません。 データ

を受信する イ ン タ フ ェースは自動的に切り替わり ます。

パラ レルイ ン タ フ ェ ースモー ドの設定

本プ リ ン タのパラ レルイ ン タ フ ェースは双方向および高速モー ド に対応し ています。 通

常は、 初期設定の 「ジ ド ウ」 のま まで使用し て く だ さい。

イ ン タ フ ェースの詳細については付録 B イ ン タ フ ェースを参照し て く だ さい。 イ ン タ

フ ェースの設定を変更し た場合は、 プ リ ン タ を リ セ ッ ト するか、 一度電源を切って く だ

さい。 その後に この設定が有効にな り ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ン タ フ ェース ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

「パラ レル」、 「USB」、 「ネ ッ ト ワーク」、 または 「オプシ ョ ン」 （ネ ッ ト ワーク イ ン タ

フ ェース） のいずれかが表示され、 現在選択されている イ ン タ フ ェース を示し ます。

3 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

「パラ レル」 が表示されていない場合は、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て 「パラ レル」 を表示させて く だ さい。

4 も う 一度、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イにモード の設定が表示されます。

6 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

7 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望するモー ド を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く

ださい。 表示されるモード は次の と お り です。

ジ ド ウ ［初期設定］

ニブル （コウソ ク）

ノ ーマル

コウソ ク

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

インタフェース

？　パラレル

＞パラレルインタフェース

？　ジドウ
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本機の使いかた
ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースの各種設定

本プ リ ン タは、 TCP/IP、 NetWar 等のプロ ト コルに対応し てお り ます。 さ らにプ リ ン タ

の拡張ス ロ ッ ト に、 オプシ ョ ンのネ ッ ト ワーク カード を装着する こ と ができ ます。

オプシ ョ ンのネ ッ ト ワーク カード に関する詳細は、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース カー ド

の使用説明書を参照し て く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ン タ フ ェ ース 　 ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

「パラ レル」 （初期設定）、 「USB」、 「ネ ッ ト ワーク」、 または 「オプシ ョ ン」 のいずれかが

表示され、 現在選択されている イ ン タ フ ェース を示し ます。

3 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

4 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「ネ ッ ト ワーク」 を表示

させて く ださ い。 オプシ ョ ンのネ ッ ト ワーク カード を設定

する場合は、 「オプシ ョ ン」 を表示させて く だ さい。

5 も う 一度、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

インタフェース  

？　パラレル

インタフェース  

？　ネットワーク
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本機の使いかた
6 ［＞］ キーを押し て く だ さい。 ［∧］ または ［∨］ キーを押すご と に次のよ う に表示が変

わ り ます。 次の説明を参考にし て、 設定を行って く だ さい。

7 こ こ では例と し てネ ッ ト ワーク にプ リ ン タ を接続する ため

に、 TCP/IP プロ ト コルを有効にする手順を説明し ます。

同様の手順で 「NetWare」 や 「AppleTalk」 を選択する こ と

ができ ます。

「TCP/IP」 が 「オフ」 の場合は、 ［実行］ キーを押し、 ［∧］ または ［∨］ キーで 「オン」

を選択し て、 も う 一度 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

NetWare ネ ッ ト ワークに接続する場合にオンにし ます。 サブ メ ニューの

中で、 フ レームモー ド を 「ジ ド ウ」、 「802.3」、 「Ethernet-II」、 「SNAP」

と 「802.2」 から選択できます。

TCP/IP で Windows ネ ッ ト ワークなどに接続する場合はオンにし ます。

サブ メ ニューでは、 DHCP、 BOOTP、 IP ア ド レス、 サブネ ッ ト マスクア

ド レス、 ゲー ト ウ ェ イア ド レスの各ア ド レスが設定できます。 （IP ア ド

レスについては、 次の手順 8 以降を参照し て く だ さい。）

AppleTalk ネ ッ ト ワークに接続するには、 「AppleTalk」 をオンにし て く だ

さい。

「オン」 にする と、 プ リ ン タのステータ スページを印刷し た と きに、 同

時にネ ッ ト ワークステータ スページが印刷されます。 1-22 ページを参

照し て く だ さい。

＞ NetWare  

　 オフ

＞ TCP/IP

　 オフ

＞ AppleTalk

　 オフ

＞ネットワーク インタフェース 

　ステータスノインサツ オフ

＞ TCP/IP ＞

　 オン
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本機の使いかた
8 ［＞］ キーを押し て く だ さい。 ［∧］ または ［∨］ キーを押すご と に次のよ う に表示が変

わ り ます。

9 設定する項目を表示させ ［実行］ キーを押し て く だ さい。

「DHCP」 や 「BOOTP」 を設定中は、 「？」 が点滅し ます。

「IP ア ド レス」 や 「サブネ ッ ト  マスク」、 「デフ ォル ト  

ゲー ト ウ ェ イ」 の設定中は、 カーソル （＿） が点滅し ま

す。

10 「DHCP」 や 「BOOTP」 の設定は、 ［∧］ または ［∨］ キーで 「オン」 または 「オフ」 を

選択し て く だ さい。

「IP ア ド レス」 や 「サブネ ッ ト  マスク」、 「デフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イ」 の設定は、 ［∧］

または ［∨］ キーで、 カーソルが点滅し ている場所の数字 （000 から 255） を変更し て

く ださ い。 ［＜］ または ［＞］ キーを使ってカーソルを左右に移動させる こ と ができ ま

す。

設定するネ ッ ト ワーク ア ド レ スは、 ネ ッ ト ワーク管理者に確認し て く だ さい。

11 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

12 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

＞＞ DHCP

　　オフ

＞＞ IP アドレス

　　000.000.000.000

＞＞サブネット マスク

　　000.000.000.000

＞＞デフォルト ゲートウェイ 

　　000.000.000.000

＞＞ BOOTP

　　オフ

＞＞サブネット マスク

　　000.000.000.000
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本機の使いかた
ネ ッ ト ワーク ステータ スページの印刷

ステータ スページを印刷し た際に、 続けてネ ッ ト ワーク ステータ スページ も印刷する こ

と ができ ます。 ネ ッ ト ワーク ステータ スページでは、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースの

フ ァーム ウ ェ アバージ ョ ンやネ ッ ト ワーク ア ド レ ス、 ネ ッ ト ワーク プロ ト コル等の情報

を確認する こ と ができ ます。 初期設定は 「オフ」 （印刷し ない） です。

参考 オプシ ョ ンのネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースカー ド によ っては、 ネ ッ ト ワークステータ ス

ページを印刷し ない場合があ り ます。 詳細はネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースカー ド の使用

説明書を参照し て く だ さい。

次の手順で設定し て く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ン タ フ ェース ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

4 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「ネ ッ ト ワーク」 を表示

させて く だ さい。

5 も う 一度、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が消えま

す。

6 ［＞］ キーを押し、 次に ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、

「＞ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ース ステータ ス ノ  イ ンサ

ツ」 を表示させて く だ さい。 現在の状態が表示されます。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が点滅し ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーを使って 「オン」 または 「オフ」

を選択し て く だ さい。

9 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト  デキマス」

に戻 り ます。

インタフェース ＞

　　パラレル

インタフェース

？　パラレル

インタフェース

？　ネットワーク

インタフェース

　　ネットワーク

＞ネットワーク インタフェース 

ステータス ノ インサツ オフ   

＞ネットワーク インタフェース 

ステータス ノ インサツ？ オフ 

＞ネットワーク インタフェース 

ステータス ノ インサツ？ オフ 
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ネ ッ ト ワーク ステータ スページの見本

NETWORK STATUS PAGE
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本機の使いかた
エミ ュ レーショ ンの設定

エ ミ ュ レーシ ョ ンモー ドの選択

イ ン タ フ ェース ご と に異な るエ ミ ュ レーシ ョ ンを設定する こ と ができ ます。 次の手順で

選択し て く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

現在選択されているエ ミ ュ レーシ ョ ンが表示されます。

3 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

4 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 希望するエ ミ ュ レーシ ョ ンを表示させて く だ さい。

次のエ ミ ュ レーシ ョ ンが、 選択でき ます。

PCL 6 （初期設定）

KC-GL （HPGL 7550A）

PC-PR201/ 65A 　

IBM 5577 　

EPSON VP-1000 　

FMPR-359F1

KPDL （PostScript レベル 3 互換） [ オプシ ョ ン ]

KPDL （ジ ド ウ） （自動選択） [ オプシ ョ ン ]

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

6 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

KC-GL のペンの太さの設定

エ ミ ュ レーシ ョ ンの選択で 「KC-GL」 を選択し た場合は、 サブ メ ニューで 8 種類のペン

の太さ と 、 ページのサイ ズを設定でき ます。

1 前項の 1 ～ 5 の手順を進み、 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

「＞ KC-GL ペン ノ フ ト サ」 サブ メ ニューが表示されます。

2 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

3 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 設定し たいペン番号 （1 ～ 8） を選択し て く だ さい。

4 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。

エミュレーション

？ PCL  6

＞ KC-GL ＞

　ペンノフトサ

＞＞ペン（1） ノ フトサ

　　　　　　01 ドット

＞＞ペン（1） ノ フトサ

　　         01 ドット
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本機の使いかた
5 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと カーソルが点滅し ている位置の数値が増減し ます。

［＞］ または ［＜］ キーを押すと カーソルが左右に移動し ます。

希望の太さ （ド ッ ト ） を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 設定値は、 00 ～

99 です。

6 ［＜］ キーを押し てから、 「＞ KC-GL ページセ ッ ト 」 と 表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。 現在設定されているサイ ズが表示されます。

7 ［実行］ キーを押すと 、 「?」 が点滅し ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 希望するサイ ズを表示させて く だ さい。

A2、 A1、 A0、 B3、 B2、 B1、 B0 および SPSZ のサイ ズが選択でき ます。 SPSZ を選択し た

場合は、 プ リ ス ク ラ イブ SPSZ コマン ド で指定されたサイ ズで印刷されます。

9 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

＞ KC-GL ページセット

 ？　[SPSZ]
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本機の使いかた
FMPR-359F1 エ ミ ュ レーシ ョ ン

エ ミ ュ レーシ ョ ンの選択で 「FMPR-359F1」 を選択し た場合は、 サブ メ ニューで さ らに

FM モード か、 F9450 モード のどち らかを選択し て く ださ い。 初期設定は 「FM」 です。

1 1-44ページのエ ミ ュ レーシ ョ ンモー ドの選択1～5の手順を

進み、 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

2 ［実行］ キーを押す と 、 「?」 が点滅し ます。

3 ［∧］ または ［∨］ を押し て、 「FM」 または 「F9450」 のど

ち らかを選択し て く だ さい。

4 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

5 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

「KPDL （自動）」 の代替エ ミ ュ レーシ ョ ンの選択

「KPDL （ジ ド ウ）」 エ ミ ュ レーシ ョ ンを選択する と 、 印刷するデータに応じ て KPDL と

代替エ ミ ュ レーシ ョ ンを自動的に切 り 替えます。 初期設定の代替エ ミ ュ レーシ ョ ンは

「PCL 6」 です。 代替エ ミ ュ レーシ ョ ンの変更は、 次の手順で行って く だ さい。

1 1-44ページのエ ミ ュ レーシ ョ ンモー ドの選択1～5の手順を

進み、 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

2 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「＞ダイガエ エ ミ ュ レーシ ョ ン」 サブ メ ニューを表示

させて く だ さい。 現在設定されている代替エ ミ ュ レーシ ョ ン名も表示されます。

3 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

4 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 設定し たいエ ミ ュ レーシ ョ ンを選択し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

6 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

＞ FMPR モード

　 FM

＞ FMPR モード

？  FM

＞ FMPR モード

？  F9450

エミュレーション ＞

　KPDL（ジドウ）

＞ダイガエ エミュレーション

？ PCL 6
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KPDL エ ラーの印刷

KPDL （オプシ ョ ン） エ ミ ュ レーシ ョ ンモード で印刷中に、 エ ラーが発生し た際にその

内容を印刷し ます。 初期設定は、 印刷し ない設定 （オフ） です。 KPDL エ ラーを印刷す

るには、 次の手順で設定を変更し て く だ さい。

1 1-44ページのエ ミ ュ レーシ ョ ンモー ドの選択1～5の手順を

進み、 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

2 「＞ KPDL エ ラー ノ  イ ンサツ」が表示されていない と きは、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て表示させて く だ さい。 初

期設定は 「オフ」 になっています。

3 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

4 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「オン」 を表示させてか

ら、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

5 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

エミュレーション ＞

　KPDL

＞ KPDL エラー ノ インサツ

　オフ

＞ KPDL エラー ノ インサツ

？ オン
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初期フ ォ ント の設定

現在選択されている イ ン タ フ ェースの初期フ ォ ン ト （ANK フ ォ ン ト ・ 漢字フ ォ ン ト ） を

選択する こ と ができ ます。 プ リ ン タ内蔵フ ォ ン ト だけでな く 、 プ リ ン タの メ モ リ ーに

フ ォ ン ト をダウ ン ロード し ている場合や、 メ モ リ ーカー ドやハード デ ィ ス クにフ ォ ン ト

があ る場合は、 初期フ ォ ン ト と し て設定する こ と ができ ます。 また、 フ ォ ン ト の太さ、

サイ ズ、 ピ ッチなど も設定でき ます。

ANK フ ォ ン ト の選択

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ ANK フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。 プ リ ン タの内蔵フ ォ ン ト を

選択する場合は、 「ヒ ョ ウジュ ン」 を選択し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

内蔵フ ォ ン ト 以外のオプシ ョ ンフ ォ ン ト を選択する場合

は、 手順 4 の 「ANK フ ォ ン ト 」 表示中に ［実行］ キーを

押し て く だ さい。 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「オプ

シ ョ ン」 を表示させ、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 その後に ［＞］ キーを押す と 、

フ ォ ン ト 選択表示に変わ り ます。 この操作はオプシ ョ ンのフ ォ ン ト がプ リ ン タにあ る場

合のみ行えます。

フ ォ ン ト 番号の前に表示される アルフ ァベッ ト は、 フ ォ ン ト の種類によ って次のよ う に

表示されます。

6 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

フォント ＞

＞ ANK フォント ＞

　 ヒョウジュン

表示 説明

I プ リ ン タ内蔵欧文フ ォ ン ト

IJ プ リ ン タ内蔵日本語フ ォ ン ト

S 欧文ダウンロー ド フ ォ ン ト

SJ 日本語ダウンロー ド フ ォ ン ト

M メ モ リーカー ド内の欧文フ ォ ン ト

MJ メ モ リーカー ド内の日本語フ ォ ン ト

H RAM デ ィ スク またはハー ド デ ィ スク内の欧文フ ォ ン ト

HJ RAM デ ィ スク またはハー ド デ ィ スク内の日本語フ ォ ン ト

＞＞ I000

＞＞？ I000
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本機の使いかた
7 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 希望のフ ォ ン ト 番号を表示させて く だ さい。 内蔵

フ ォ ン ト の番号は A-2 ページの内蔵フ ォ ン ト 一覧および 1-56 ページのフ ォ ン ト リ ス ト

の印刷を参照し て く だ さい。

8 希望のフ ォ ン ト 番号を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

9 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。
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本機の使いかた
Courier/Letter Gothic フ ォ ン ト の太さ選択

この メ ニューでは、 Courier/Letter Gothic フ ォ ン ト の太さ を、 2 種類から選択でき ます。

こ こ では、 Courier フ ォ ン ト の太さ を変え る例を説明し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ ANK フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 「ヒ ョ ウジュ ン」 が表示されている こ と を確認し て ［＞］ キーを押し て く だ さ い。

6 「＞＞ Courier」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。 Letter Gothic フ ォ ン ト の太さ を変

え る場合は、 「＞＞ Letter Gothic」 を表示させて く だ さい。

7 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーで 「ヒ ョ ウジュ ン」 または 「フ ト イ」 を選択し て く だ さい。

9 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

フォント ＞

＞ ANK フォント ＞

　 ヒョウジュン

＞＞ Courier

　　ヒョウジュン

＞＞ Courier

？　ヒョウジュン
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本機の使いかた
ANK フ ォ ン ト のサイズ設定

初期フ ォ ン ト に設定し た ANK フ ォ ン ト のサイ ズを設定し ます。 初期フ ォ ン ト を Courier

フ ォ ン ト または Letter Gothic フ ォ ン ト に設定し ている場合は、 こ の メ ニ ューは表示され

ずに文字ピ ッ チの設定が表示されます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く ださ い。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ ANK フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 「＞＞サイズ」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押すと 、 カーソル （＿） が点滅し ます。

8 カーソルが点滅し ている位置で、 ［∧］ または ［∨］ キーを押す と数値が増減し ます。

0.25 ポ イ ン ト ご と に 4 ～ 999.75 ポ イ ン ト の範囲で設定でき ます。 ［＜］ または ［＞］

キーを押す と カーソルを左右に移動でき ます。

9 希望のサイ ズを表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

フォント ＞   

＞ ANK フォント ＞

　 ヒョウジュン

＞＞サイズ

　012.00 ポイント

＞＞サイズ

　012.00 ポイント
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本機の使いかた
Courier/Letter Gothic フ ォ ン ト の文字ピ ッ チの設定

Courier または Letter Gothic フ ォ ン ト の文字ピ ッ チの設定ができ ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ ANK フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 「ヒ ョ ウジュ ン」 が表示されている こ と を確認し て ［＞］ キーを押し て く だ さ い。

6 「＞＞ピ ッ チ」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押す と 、 カーソル （＿） が点滅し ます。

8 カーソルが点滅し ている位置で、 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと 数値が増減し ます。

0.01 cpi 毎に 0.44 ～ 99.99 cpi の範囲で設定でき ます。 ［＜］ または ［＞］ キーを押すと

カーソルを左右に移動でき ます。

9 希望のサイ ズを表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト  デキマス」

に戻 り ます。

フォント ＞

＞ ANK フォント ＞

　 ヒョウジュン

＞＞ピッチ

　　　　　10.00 cpi

＞＞ピッチ

　　　　　10.00 cpi
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本機の使いかた
漢字フ ォ ン ト の設定

印刷する漢字フ ォ ン ト の種類を選択でき ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く ださ い。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞カ ンジ フ ォ ン ト ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 プ リ ン タ内蔵フ ォ ン ト を選択する場合は、 「ヒ ョ ウジュ ン」

が選択されている こ と を確認し て ［＞］ キーを押し て く だ

さい。 「ヒ ョ ウジュ ン」 が表示されていない場合は、 ［実

行］ キーを押し てから、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て

表示させて く だ さい。

オプシ ョ ンのフ ォ ン ト を選択する場合は、 「＞カ ンジ フ ォ ン ト  ＞」 を表示中に、 ［実行］

キーを押し て く ださ い。 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「オプシ ョ ン」 を表示させ、

［実行］ キーを押し て く だ さい。 その後に ［＞］ キーを押すと 、 フ ォ ン ト 選択表示に変

わ り ます。 こ の操作は、 プ リ ン タにオプシ ョ ンのフ ォ ン ト があ る場合のみ可能です。

フ ォ ン ト 番号の前に表示される アルフ ァベッ ト は、 フ ォ ン ト の種類によ って次のよ う に

表示されます。 　

6 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

7 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 希望のフ ォ ン ト 番号を表示させて く だ さい。 内蔵

フ ォ ン ト の番号は A-2 ページの内蔵フ ォ ン ト 一覧および 1-56 ページのフ ォ ン ト リ ス ト

の印刷を参照し て く だ さい。

8 希望のフ ォ ン ト 番号を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

9 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

フォント ＞

＞カンジ フォント ＞

    　ヒョウジュン

表示 説明

IK プ リ ン タ内蔵フ ォ ン ト

SK ダウンロー ド フ ォ ン ト

MK メ モ リーカー ド内のフ ォ ン ト

HK RAM デ ィ スク またはハー ド デ ィ スク内のフ ォ ン ト

＞＞ IK01
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本機の使いかた
漢字フ ォ ン ト サイズの設定

前項で初期フ ォ ン ト に設定し た漢字フ ォ ン ト のサイ ズを設定し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞カ ンジ フ ォ ン ト ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 「＞＞サイズ」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押す と 、 カーソル （＿） が点滅し ます。

8 カーソルが点滅し ている位置で、 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと 数値が増減し ます。

0.25 ポ イ ン ト 毎に 4 ～ 999.75 ポ イ ン ト の範囲で設定でき ます。 ［＜］ または ［＞］ キー

を押すと カーソルを左右に移動でき ます。

9 希望のサイ ズを表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

フォント ＞

＞カンジ フォント ＞

　　ヒョウジュン

＞＞サイズ

　010.00 ポイント

＞＞サイズ

　010.00 ポイント
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本機の使いかた
コー ド セ ッ ト の設定

PCL 6 エ ミ ュ レーシ ョ ン時、 初期フ ォ ン ト と し てプ リ ン タ内蔵のフ ォ ン ト が選択されて

いる場合に、 文字コード セ ッ ト を選択する こ と ができ ます。 選択でき る文字コード セ ッ

ト は、 現在選択されている フ ォ ン ト によ り 変化し ます。 初期値と し て IBM PC-8 が設定

されています。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く ださ い。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞コー ド セ ッ ト 」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く ださ い。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する コード セ ッ ト を表示させて く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

フォント ＞

＞コード セット

　IBM PC-8

＞コード セット

？ IBM PC-8
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本機の使いかた
フ ォ ン ト リ ス ト の印刷

フ ォ ン ト 選択の目安と な る、 フ ォ ン ト リ ス ト を印刷でき ます。 オプシ ョ ン フ ォ ン ト の リ

ス ト も同様の手順で印刷でき ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「フ ォ ン ト  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「ヒ ョ ウジュ ン フ ォ ン ト  サンプル ノ  イ ンサツ」 が表示さ

れる まで、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。 オ

プシ ョ ンのフ ォ ン ト があ る場合は、 「オプシ ョ ン フ ォ ン ト  

サンプル ノ  イ ンサツ」 も選択でき ます。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が表示されます。

6 も う 一度、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、

フ ォ ン ト サンプル と フ ォ ン ト 番号が記載されたフ ォ ン ト リ ス ト が印刷されます。 印刷

後、 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト  デキマス」 に戻 り ます。

フ ォ ン ト リ ス ト のサンプルは、 付録 A フ ォ ン ト をご覧 く だ さい。

フォント ＞

＞ヒョウジュン フォント

　サンプル ノ インサツ

＞ヒョウジュン フォント

　サンプル ノ インサツ ？
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本機の使いかた
印刷環境の設定

印刷枚数や縮小印刷、 印刷方向など、 印刷環境の設定を行います。

印刷枚数の設定

現在選択し ている イ ン タ フ ェースから印刷する枚数を設定でき ます。 1 ～ 999 枚まで設

定でき ます。 メ ッ セージデ ィ スプレ イに 「プ リ ン ト  デキマス」 が表示されている と きに

設定する こ と ができ ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞コ ピー マイスウ」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 カーソル （＿） が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 点滅し ている カーソルの位置の数値を増減し て く だ

さい。 1 ～ 999 まで設定でき ます。 ［＜］ または ［＞］ キーを押すと カーソルを左右に移

動でき ます。

7 希望の印刷枚数を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

インサツカンキョウ ＞

＞コピー  マイスウ

001

＞コピー  マイスウ

001
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本機の使いかた
縮小印刷の設定

印刷データ を縮小し て印刷する （縮小印刷） ための設定を行います。 元の用紙サイ ズ と

縮小後の用紙サイ ズを設定し ます。

ご注意 • 縮小印刷では、 等倍での印刷結果とは異な り、 文字の線幅が一定にならない場合や、

図形、 イ メ ージ、 パターンなどの中に線が見られる場合があ り ます。 また細い線な

どは印刷されない場合があ り ます。

• バーコー ド を縮小印刷する と、 読み取れない場合があ り ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞シュ ク シ ョ ウ」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

ソースサイズ ： 縮小前の用紙サイ ズです。 コ ンピ ュータか

らの印刷データに設定されている用紙サイ ズ と同一でなけ

ればな り ません。

ターゲ ッ ト サイズ ： 縮小後のサイ ズです。 給紙カセ ッ ト の

用紙サイ ズ と 同じサイ ズにし ます。

各ソースサイ ズに対する設定可能なプ リ ン ト サイ ズおよび縮小率については、 次の表を

参照し て く だ さい。

インサツカンキョウ ＞

＞シュクショウ

　　　[CS] → [CS]

ソース
サイズ

ターゲ ッ ト
サイズ
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本機の使いかた
ソースサイズと ターゲ ッ ト サイズの組み合わせ （縮小率は近似値）

5 ［実行］ キーを押すと 、 ソースサイ ズの下でカーソル （＿）

が点滅し ます。

6 カーソルがソースサイ ズの下にあ る と きに、 ［∧］ または

［∨］ キーを押すと サイ ズが変わ り ます。 希望のサイ ズを

表示させて く だ さい。 （ターゲ ッ ト サイ ズ も同時に変わ り

ます。）

ソースサイズ ターゲ ッ ト サイズ 縮小率

［CS］ ［CS］ 100 %

［CS］ 98 % 98 %

［LG］ リーガルサイズ

（8.5 × 14 イ ンチ）

［LG］ 100 %

［LG］ 98 % 98 %

［LT］ レ ターサイズ

（8.5 × 11 イ ンチ）

［LT］ 100 %

［A4］ 94 %

［LT］ 98 % 98 %

［LD］ レジャーサイズ

（12 × 15.5 イ ンチ）

［LD］ 100 %

［LD］ 98 % 98 %

［A5］
（14.8 × 21 cm）

［A5］ 100 %

［A5］ 98 % 98 %

［B5］
（18.2 × 25.7 cm）

［B5］ 100 %

［A5］ 81 %

［B5］ 98 % 98 %

［A4］
（21 × 29.7 cm）

［A4］ 100 %

［LT］ 94 %

［B5］ 86 %

［A5］ 70 %

［A4］ 98 % 98 %

［B4］
（25.7 × 36.4 cm）

［B4］ 100 %

［B5］ 70 %

［A4］ 81 %

［B4］ 98 % 98 %

［A3］
（29.7 × 42 cm）

［A3］ 100 %

［A4］ 70 %

［B4］ 86 %

［A3］ 98 % 98 %

［SF］ ス ト ッ ク フ ォーム ［B4］ 88.4 × 92.9 %

［A4］ 71.6 × 75.3 %

＞シュクショウ

　　　[CS] → [CS]

＞シュクショウ

　　　[B4] → [B4]
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本機の使いかた
7 ターゲ ッ ト サイ ズを変更するには、 ［＞］ キーを押し て、

カーソルを ターゲ ッ ト サイ ズの下に移動させて く だ さい。

8 ソースサイ ズ と 同じ よ う に、 ［∧］ または ［∨］ キーを押

し て希望のターゲ ッ ト サイ ズを表示させて く だ さい。 ター

ゲ ッ ト サイ ズだけが変わ り ます。

9 希望のサイ ズを表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

印刷方向の選択

印刷方向を縦向き （タ テ） または横向き （ヨ コ） のどち らか選択でき ます。 メ ッ セージ

デ ィ スプレ イに 「プ リ ン ト  デキマス」 が表示されている と きに設定でき ます。 

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。 

4 「＞イ ンサツ ノ ムキ」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「タ テ」 または 「ヨ コ」 を選択し て く だ さい。    

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

＞シュクショウ

　　　[B4] → [B4]

＞シュクショウ

　　　[B4] → [A4]

縦向き （タ テ） 横向き （ヨ コ）

インサツカンキョウ ＞

＞インサツ ノ ムキ

　　タテ

＞インサツ ノ ムキ

？　タテ
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本機の使いかた
8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ページ保護モー ドの設定

通常こ の メ ニ ューは表示されませんが、 プ リ ン タの メ モ リ ー不足に起因し て 「プ リ ン ト

オーバーラ ン カ イジ ョ ヲオシテ クダサイ」 のエラーが発生する と 、 「ページホゴモー ド」

が強制的に 「ホゴ」 にな り ます。 こ のエラーが発生し た後は メ モ リ ーを効率よ く 保持す

る ために、 次の手順で必ず設定を 「ジ ド ウ」 に戻し ておいて く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ページホゴモー ド」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「?」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「ジ ド ウ」 を表示させて

く ださ い。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

インサツカンキョウ　　　＞

＞ページホゴモード

　　ホゴ

＞ページホゴモード

？　ホゴ

＞ページホゴモード

？　ジドウ
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本機の使いかた
改行動作 （LF） の設定

プ リ ン タが改行コード （文字コード 0AH） を受信し た と きの動作を設定し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。 

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ LF （カ イギ ョ ウ） ド ウサ」 が表示される まで、 ［∧］

または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する改行動作を表示させて く だ さい。

7 希望する動作を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

インサツカンキョウ ＞

＞ LF( カイギョウ )ドウサ

　 LF ノミ

＞ LF( カイギョウ）ドウサ

？ LF ノミ

LF ノ ミ 改行を行います （初期設定）

CR +  LF 改行および復帰を行います

LF ムコウ 改行を行いません
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本機の使いかた
復帰動作 （CR） の設定

プ リ ン タが復帰コード （文字コード 0DH） を受信し た と きの動作を設定し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ CR （フ ッ キ） ド ウサ」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する復帰動作を表示させて く だ さい。

7 希望する動作を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

インサツカンキョウ ＞

＞ CR（フッキ）ドウサ

　 CR ノミ

＞ CR（フッキ）ドウサ

？ CR ノミ

CR ノ ミ 復帰を行います （初期設定）

CR +  LF 復帰および改行を行います

CR ムコウ 復帰を行いません
1-63



本機の使いかた
ワイ ド A4 の設定

この設定をオンにする と 、 A4 ページ 1 行に印刷でき る文字数が 78 文字に増加し ます

（10 cpi）。 この設定は PCL 6 のエ ミ ュ レーシ ョ ンでのみ有効にな り ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ワイ ド A4」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「オン」 または 「オフ」 を選択し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

インサツカンキョウ ＞

＞ワイド A4

　 オフ

＞ワイド A4

？ オフ
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本機の使いかた
印刷品質の設定

印刷品質を ソ フ ト 的に向上させる KIR、 ト ナー消費を節約し て印刷する ド ラ フ ト モー ド、

解像度、 および印刷濃度の設定を行います。

KIR モー ドの設定

本プ リ ン タは独自のス ムージング機能 KIR を搭載し ています。 KIR はプ リ ン タの解像度

を ソ フ ト 的に向上させる こ と によ って、 高品質の印刷を実現し ます。

参考 • KIR はプ リ ン タの印刷スピー ド には影響し ません。

• KIR モー ドの設定を行う と きは印刷濃度を 03 に設定し て く だ さい。印刷濃度の詳細に

ついては 1-69 ページの印刷濃度の調整を参照し て く だ さい。

KIR はステータ スページの最下段にあ る KIR テス ト パターンを確認し ながら、 最適な設

定を行 う こ と ができ ます。

KIR モー ド : オフ KIR モー ド : オン
（初期設定）

STATUS PAGE

0 100

ステータ スページ

KIR テス ト パターン
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本機の使いかた
1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ ヒ ンシツ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ KIR モー ド 」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「オン」 か 「オフ」 を選択し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

最適な状態

現在設定されている KIR モード で、 最適です。

濃すぎる状態

KIR モード をオフに設定し てみて く だ さい。 設定を

し た後、 再度ステータ スページを印刷し て く だ さ

い。 それで も濃い と 思われる場合は、 印刷濃度を薄

く 設定し てみて く だ さい。

薄すぎる状態

KIR モード をオンに設定し てみて く だ さい。 設定し

た後、 再度ステータ スページを印刷し て く だ さい。

それで も薄い と 思われる場合は、 印刷濃度を濃 く 設

定し てみて く だ さい。

インサツヒンシツ ＞

＞ KIR モード

　　オン

＞ KIR モード

？　オン
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本機の使いかた
ド ラ フ ト モー ドの設定

本プ リ ン タは ト ナーの消費量を抑え る、 ド ラ フ ト モード機能を搭載し ています。 ド ラ フ

ト モード をオンに設定する と 、 ト ナーの消費量が抑え られ、 印刷は薄 く な り ます。

参考 ド ラ フ ト モー ドはプ リ ン タの印刷スピー ド には影響し ません。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ ヒ ンシツ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ド ラ フ ト  モー ド」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「オン」 か 「オフ」 を選択し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ド ラ フ ト モー ド ： オフ
（初期設定）

ド ラ フ ト モー ド ： オン

インサツヒンシツ ＞

＞ドラフト モード

　　オフ

＞ドラフト モード

？　オフ
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本機の使いかた
解像度の設定

本プ リ ン タは 300 dpi、 600 dpi および Fast1200 モード の 3 種類の解像度を設定でき ます。

参考 Fast1200 モー ドは、 PCL 6、 KPDL、 または KPDL （ジ ド ウ） エ ミ ュ レーシ ョ ン時のみ設

定できます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ ヒ ンシツ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞カ イゾウ ド 」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「Fast1200 モー ド」、 「300 dpi」、 または 「600 dpi」 を

選択し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

インサツヒンシツ ＞

＞カイゾウド

　　Fast1200 モード

＞ドラフト モード

？　Fast1200 モード
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本機の使いかた
印刷濃度の調整

印刷濃度は 01 （薄い） ～ 05 （濃い） までの 5 段階の調整ができ ます。 初期設定は 03 に

設定されています。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「イ ンサツ ヒ ンシツ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞イ ンサツ 　 ノ ウ ド」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「01」 （薄い） ～ 「05」 （濃い） までの 5 段階から印刷

濃度を選択し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

インサツヒンシツ ＞

＞インサツ　ノウド

　　03

＞インサツ　ノウド

？　03
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本機の使いかた
ハード ディ スク およびメ モリ ーカ ード の操作

本プ リ ン タは メ モ リ ーカード、 オプシ ョ ンのハー ドデ ィ ス ク、 および RAM デ ィ ス ク の 3

種類のス ト レージ装置を使用でき ます。 メ モ リ ーカードやハー ドデ ィ ス クは、 プ リ ン タ

の専用ス ロ ッ ト に装着し て使用し ます。 RAM デ ィ ス クは、 プ リ ン タの メ モ リ ーの一部を

RAM デ ィ ス クに割 り 当てて使用し ます。 基本的な操作はいずれの装置も同じです。 こ こ

では、 メ モ リ ーカード の操作を中心に説明し ます。

ハードデ ィ ス ク を装着する と 、 e-MPS の全機能を使用でき ます。 RAM デ ィ ス ク では一

部の機能が使用でき ます。 e-MPS 機能については、 1-25 ページの e-MPS 機能について

を参照し て く だ さい。

メ モ リーカー ドの操作

本プ リ ン タは メ モ リ ーカード を使用し て、 次の操作が可能です。

• フ ォ ン ト の読み込み

• データの読み込み

• データの書き込み

• データの削除

• メ モ リ ーカード のフ ォーマ ッ ト （初期化）

• データ名 （パーテ ィ シ ョ ン） リ ス ト の印刷

メ モ リ ーカード の取 り 扱いについては、 C-6 ページの メ モ リーカー ド を参照し て く だ さ

い。

フ ォ ン ト の読み込み

メ モ リ ーカード から フ ォ ン ト を読み込むには、 次の手順で行って く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「メ モ リーカー ド ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞フ ォ ン ト ノ ヨ ミ コ ミ 」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が表示されます。

6 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 メ モ リ ーカード から

のフ ォ ン ト の読み込みが開始されます。 フ ォ ン ト の読み込みが終了する と 、 メ ッ セージ

デ ィ スプレ イは 「＞フ ォ ン ト  ノ  ヨ ミ コ ミ 」 に戻 り ます。

メモリーカード ＞

＞フォント ノ ヨミコミ

＞フォント ノ ヨミコミ ？
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7 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

データの読み込み （印刷）

メ モ リ ーカード に保存されているデータ を読み込んで印刷するには、 次の手順で行って

く ださ い。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「メ モ リーカー ド ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞データ ノ  ヨ ミ コ ミ 」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。 データの名称も表示されま

す。 （表示例は、 データ名が 「メ イボ」 の場合です。）

5 ［実行］ キーを押すと 、 データの名称の前に 「？」 が点滅

し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 読み込みたいデータの名称を表示させて く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 メ モ リ ーカー

ド からデータが読み込まれます。

メモリーカード ＞

＞データ ノ ヨミコミ

　メイボ

＞データ ノ ヨミコミ

？メイボ
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データの書き込み

コ ン ピ ュータから送られたデータ を メ モ リ ーカー ド に書き込むこ と ができ ます。 書き込

まれたデータには自動的に名前 （パーテ ィ シ ョ ン名） がつけ られます。 1-76 ページの

データ名 （パーテ ィ シ ョ ン） リ ス ト の印刷で、 書き込まれたデータ名を確認する こ と が

でき ます。

メ モ リ ーカードへデータ を書き込む と きは、 次の手順で行って く だ さい。

参考 挿入し た メ モ リーカー ド が初期化されていない場合は、 「メ モ リーカー ド ノ  フ ォーマ ッ

ト  ヲ シテ クダサイ」 が表示されます。 1-75 ページの メ モ リーカー ド のフ ォーマ ッ ト

（初期化） を参照し て メ モ リーカー ドのフ ォーマ ッ ト （初期化） を行っ て く だ さい。 メ

モ リーカー ドがフ ォーマ ッ ト されていないと、 データ を書き込むこ とができません。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「メ モ リーカー ド ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞データ ノ カキコ ミ 」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が表示されます。

6 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 その後 「ペー

ジ ガ ノ コ ッ テイマス」 に表示が変わ り ます。

7 その状態で、 コ ン ピ ュータからプ リ ン タにデータ を送って く だ さい。

データ を受信する と プ リ ン タの メ ッ セージデ ィ スプレ イの表示が 「データ シ ョ リ チュウ

デス」 に変わ り 、 受信が終了する と 「ページ ガ ノ コ ッ テイマス」 に変わ り ます。

8 メ ッ セージデ ィ スプレ イの表示が 「ページ ガ ノ コ ッ テイマス」 に変わった こ と を確認

し、 ［印刷可 / 解除］ キーを押し て く だ さい。

メモリーカード ＞

＞データ ノ カキコミ

＞データ ノ カキコミ ？
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プ リ ン タは今書き込まれたデータの情報を自動的に印刷し ます （下例）。 これによ って、

書き込まれたデータの名前 （パーテ ィ シ ョ ン名） や、 書き込みが正常に行われたかを確

認する こ と ができ ます。

メ モ リ ーカード に書き込まれたデータは、 DataS001、 DataS002、 DataS003... と 自動的に

名前が付け られます。

リ ス ト （上記） には次の情報が記載されています。

メ モ リ ーカードへ書き込まれたデータの情報が印刷される と 、 メ ッ セージデ ィ スプレ イ

は 「プ リ ン ト  デキマス」 に戻 り ます。

9 上記の手順を繰 り 返し、 すべてのデータの書き込みを行って く だ さい。 データ を書き込

むたびに、 メ モ リ ーカード へ書き込まれたデータの情報が印刷されます。 メ モ リ ーカー

ド内全てのデータの情報を確認する と きは、 1-76 ページのデータ名 （パーテ ィ シ ョ ン）

リ ス ト の印刷を参照し て く だ さい。

Partition Type 書き込まれたデータのタ イプ （2 のみをサポー ト ）

Partition Name 書き込まれたパーテ ィ シ ョ ン （データ）

Write Partition Length 書き込まれたパーテ ィ シ ョ ンのデータ量

Others エラー情報

FORMAT INFORMATION
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データの削除

メ モ リ ーカード内のデータ を個別に削除する こ と ができ ます。

メ モ リ ーカード からデータ を削除する と きは、 次の手順で行って く だ さい。 データが無

い場合には、 メ ッ セージデ ィ スプレ イに 「＞データ ノ  サク ジ ョ 」 は表示されません。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「メ モ リーカー ド ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞データ ノ  サク ジ ョ 」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。 データ名も表示されます。

（表示例は、 データ名が 「メ イボ」 の場合です。）

5 ［実行］ キーを押す と 、 データ名の前に 「？」 が点滅し ま

す。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 削除し たいデータ名を表示させて く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 データが メ モ

リ ーカード から削除されます。

メモリーカード ＞

＞データ ノ サクジョ

　メイボ

＞データ ノ サクジョ

？メイボ
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メ モ リーカー ドのフ ォーマ ッ ト （初期化）

未使用の メ モ リ ーカード を使用する ためには、 最初に メ モ リ ーカード のフ ォーマ ッ ト を

行 う 必要があ り ます。 初期化する と 、 メ モ リ ーカード へのデータの書き込みが可能にな

り ます。

参考 • すでにデータの書き込まれている メ モ リーカー ド に対し てフ ォーマ ッ ト を行った場

合は、 そのメ モ リーカー ド 内のデータはすべて消去されます。

• メ モ リーカー ドのフ ォーマ ッ ト は、 必ずプ リ ン タ で行っ て く だ さい。

メ モ リ ーカード を フ ォーマ ッ ト する と きは、 次の手順で行って く だ さい。 未使用の メ モ

リ ーカード を装着し た場合は、 「メ モ リーカー ド ノ  フ ォーマ ッ ト  ヲ シテ クダサイ」 が

表示されます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「メ モ リーカー ド ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞メ モ リーカー ド ノ フ ォーマ ッ ト 」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が表示されます。

6 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

メモリーカード ＞

＞メモリーカード ノ

　フォーマット

＞メモリーカード ノ

　フォーマット ？
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「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 メ モ リ ーカード のフ ォーマ ッ ト が実行されま

す。 フ ォーマ ッ ト が終了する と 、 プ リ ン タは メ モ リ ーカード のフ ォーマ ッ ト 情報を自動

的に印刷し ます （下例）。 メ モ リ ーカー ド のフ ォーマ ッ ト が正し く 行われたかを確認す

る こ と ができ ます。

印刷後、 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト  デキマス」 に戻 り ます。

リ ス ト （上記） には次の情報が記載されています。

データ名 （パーテ ィ シ ョ ン） リ ス ト の印刷

メ モ リ ーカード ス ロ ッ ト に差し込まれている、 メ モ リ ーカード の内容 （データ名、 デー

タサイ ズ等） をパーテ ィ シ ョ ン リ ス ト と し て印刷し ます。

メ モ リ ーカード のパーテ ィ シ ョ ン リ ス ト を印刷する と きは、 次の手順で行って く だ さ

い。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「メ モ リーカー ド ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト ノ イ ンサツ」 が表示される ま

で、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

Capacity メ モ リ ーカード の全容量

Used Space システム使用量

Free Space 使用可能な メ モ リ ーカード の残容量

FORMAT INFORMATION

メモリーカード ＞

＞パーティション リスト ノ

　インサツ
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5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が表示されます。

6 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「データ シ ョ リ チュウデス」 が表示され、 パーテ ィ シ ョ

ン リ ス ト が印刷されます。

リ ス ト （上記） には次の情報が記載されています。

メ モ リ ーカード のパーテ ィ シ ョ ン リ ス ト が印刷される と 、 メ ッ セージデ ィ スプレ イは

「プ リ ン ト  デキマス」 に戻 り ます。

＞パーティション リスト ノ

　インサツ ？

Device Name/Number MEMORY CARD/A （ メ モ リ ーカード を示す）

Capacity メ モ リ ーカード の全容量

Used Space メ モ リ ーカード の使用量

Free Space 使用可能な メ モ リ ーカード の残容量 （システム使用分を含みます）

Partition Name プ リ ン タによ って自動的につけ られたデータ （パーテ ィ シ ョ ン） 名称

Partition Size 書き込まれたデータのサイ ズ

Partition Type 書き込まれたデータの種類 （データ / フ ォ ン ト のデータ）

Partition Information

Device Information 

PARTITION LIST
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ハー ド デ ィ スクの操作

オプシ ョ ンのハードデ ィ ス ク を装着する と 、 次の操作が可能にな り ます。

• データの読み込み

• データの書き込み

• データの削除

• ハードデ ィ ス クのフ ォーマ ッ ト （初期化）

• データ名 （パーテ ィ シ ョ ン） リ ス ト の印刷

ハードデ ィ ス クのフ ォーマ ッ ト は、 ハードデ ィ ス ク を初めてプ リ ン タに装着し た際に必

要な操作です。 操作手順は メ モ リ ーカード の操作手順と 同様です。 1-70 ページの メ モ

リーカー ド の操作を参照し て く だ さい。

なお、 ハードデ ィ ス クへのデータ書き込み時に自動的に付け られる名前は、 DataH001、

DataH002、 DataH003... にな り ます。

RAM デ ィ スクの操作

メ モ リ ーを増設する と 、 RAM デ ィ ス ク機能を使用する こ と ができ ます。 RAM デ ィ ス ク

はプ リ ン タの総 メ モ リ ーの中から、 任意の メ モ リ ーサイ ズを RAM デ ィ ス ク と し て設定

でき ます。 こ の機能によ り 電子ソー ト が可能にな り 、 ト ータルの印刷時間を短縮する こ

と ができ ます。 RAM デ ィ ス クは初期設定では 「オフ」 に設定されています。

RAM デ ィ ス ク を有効にし た場合の最大設定値は、 現在のプ リ ン タの総 メ モ リ ーから

36 MB 差し引いた値にな り ます。 例えば、 128 MB の メ モ リ ーを増設し た場合、 総 メ モ

リ ーが 160 MB （工場出荷時は 32 MB） と な り 、 160 MB から 36 MB 差し引いた残 り の

124 MB が RAM デ ィ ス ク の最大設定値にな り ます。

RAM デ ィ ス ク機能を使用する前に、 次のセ ク シ ョ ンで説明する方法で RAM デ ィ ス ク を

「オン」 に設定し、 RAM デ ィ ス ク のデータサイ ズを設定し て く だ さい。 その後、 次の操

作が可能にな り ます。

• データの読み込み

• データの書き込み

• データの削除

• データ名 （パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト ） の印刷

操作手順は メ モ リ ーカード の操作手順 と同様です。 1-70 ページの メ モ リーカー ドの操作

を参照し て く だ さい。

なお、 RAM デ ィ ス クへのデータ書き込み時に自動的に付け られる名前は、 DataH001、

DataH002、 DataH003... にな り ます。

こ こ では、 RAM デ ィ ス ク のオン、 オフ と データサイ ズ設定についてのみ説明し ます。

参考 • ハー ド デ ィ スク を装着し た場合は、 RAM デ ィ スク機能は使用できません。

• RAM デ ィ スクは一時的にデータ を保存する機能です。 プ リ ン タ を リ セ ッ ト し た り電

源を切った場合は消去されます。

• RAM デ ィ スクはプ リ ン タのユーザ使用可能メ モ リーの中に割り当てられます。 し た

がっ て、 RAM デ ィ スクの設定値によ っ ては、 印刷速度が落ちた り、 メ モ リー不足の

ために正常に印刷されない場合があ り ます。
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RAM デ ィ スクのデータサイズ設定

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「RAM デ ィ スク モー ド ＞」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キー を押し て く だ さい。

3 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て 「オン」 を選択し、 ［実行］ キーを押し

て く だ さい。

4 ［＞］ キーを押し、 「＞ RAM デ ィ スク サイズ」 が表示され

る まで、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。 ［∧］ または ［∨］ キーで RAM デ ィ ス ク のサイ ズ

を変更し て く だ さい。 0001 ～ 1024 の範囲で設定でき ま

す。

設定でき る範囲はプ リ ン タの総 メ モ リ ーによ って変わ り ます。 範囲を超えて設定し て

も、 自動的に範囲内に設定されます。

6 希望の RAM デ ィ ス ク サイ ズを表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

7 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 こ の後プ リ ン タの電源を入れ直し て く だ さい。 再

起動後に設定が有効にな り ます。

RAM ディスク モード ＞

　オフ

RAM ディスク モード ＞

？オン

＞ RAM ディスク サイズ

　　　0050 MByte

＞ RAM ディスク サイズ

　　　0092 MByte
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用紙の設定

手差し ト レ イのモード、 各給紙元の用紙サイ ズ と 用紙の種類、 および排紙先の選択など

を設定でき ます。

用紙種類の設定

用紙種類を設定し てお く と 、 印刷する たびに給紙元を探し て選択し な く て も、 プ リ ン タ

は自動的に印刷データに合 う 用紙があ る給紙元を選んで、 常に最適な印刷を行 う こ と が

でき ます。 用紙種類の設定は、 手差し ト レ イ を含めた給紙元に対し て別々に行 う こ と が

でき ます。 またあ らかじめ設定でき る用紙種類のほかにも、 任意の用紙種類設定をする

こ と もでき ます （用紙種類のカ ス タ ム設定）。 こ こ では各給紙元に対し て、 操作パネル

から行 う 設定について説明し ます。

設定でき る用紙の種類は、 給紙元によ って違います。 次の表をご覧 く だ さい。 用紙につ

いて、 詳し く は 2 用紙についてをお読み く だ さ い

○用紙種類を設定でき ます。 　

×用紙種類を設定でき ません。

参考 給紙カセ ッ ト から給紙できる用紙のみ、 両面印刷が可能です。

用紙種類 表示 給紙元

手差し ト レ イ 給紙カセ ッ ト

普通紙 ［64 ～ 90 g/m2］ フ ツウシ 〇 〇

OHP フ ィ ルム OHP フ ィ ルム 〇 ×

プレ印刷用紙 プレプ リ ン ト 〇 〇

ラベル用紙 ラベルシ 〇 ×

ボン ド紙 ボン ド シ 〇 〇

再生紙 ［64 ～ 90 g/m2］ サイセイシ 〇 〇

薄紙 ［64 g/m2 未満］ ウスガ ミ 〇 〇

レ ターヘ ッ ド レ ターヘ ッ ド 〇 〇

カ ラー紙 ［64 ～ 90 g/m2］ カ ラーシ 〇 〇

穴あき用紙 パンチズ ミ シ 〇 〇

封筒 フウ ト ウ 〇 ×

はがき ハガキ 〇 ×

厚紙 ［90 ～ 200 g/m2］ アツガ ミ 〇 ×

カ ラー印刷用紙 ジ ョ ウシツシ 〇 〇

カス タム＃ カス タム＃ 〇 〇
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本機の使いかた
手差し ト レ イモー ドの設定

手差し ト レ イからの給紙ではカセ ッ ト モード と 優先モード の 2 種類から選ぶこ と ができ

ます。 手差し ト レ イには約 100 枚 （A4、 厚さ 0.11 mm） の用紙を収容でき ます。

カセ ッ ト モード は、 約 100 枚の用紙を連続給紙する こ と ができ ます。 工場出荷時は、 カ

セ ッ ト モード です。 優先モード （自動手差し給紙） は、 手差し ト レ イに用紙があれば、

他の給紙元が選ばれていて も、 優先し て手差し ト レ イから給紙し ます。 手差し ト レ イの

用紙が無 く な る と 、 本来指定されている給紙元から給紙し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞テザシ ト レ イ モー ド」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「カセ ッ ト 」 または 「ユウセン」 を選択し て く だ さ

い。 

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。  

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞テザシトレイ モード

　カセット

＞テザシトレイ モード

？カセット
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本機の使いかた
手差し ト レ イの用紙サイズ設定

手差し ト レ イから給紙する用紙に正し く 印刷する ために、 次の手順で用紙サイ ズを設定

し て く だ さい。 工場出荷時は、 A4 サイ ズに設定されています。

手差し ト レ イから給紙でき る用紙サイ ズについて、 詳し く は 2 用紙についてを参照し て

く だ さい。

参考 本メ ニューで設定し た用紙サイズと同じ用紙サイズの用紙を、 手差し ト レ イにセ ッ ト し

て く だ さい。 用紙サイズが一致し ないと、 紙詰ま りの原因にな り ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞テザシ ト レ イ ヨ ウシサイズ」 が表示される まで、 ［∧］

または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する用紙サイ ズを表示させて く だ さい。 表示され

るサイ ズは次の と お り です。

A4-R

A4

Executive

Letter-R

Letter

Legal

Ledger

A3

B4

Custom

Envelope C4

ハガキ

オウフ クハガキ

Oficio II

Statement

Folio

ヨ ウケイ 2 ゴウ

ヨ ウケイ 4 ゴウ

8K

16K

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞テザシトレイ ヨウシサイズ

　　A4

＞テザシトレイ ヨウシサイズ

？　A4
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本機の使いかた
Env. Monarch

Envelope #10

Envelope #9

Envelope #6

DL

Envelope C5

A6

B6

A5

B5

B5-R

ISO B5

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。
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本機の使いかた
手差し ト レ イの用紙種類設定

手差し ト レ イ をカセ ッ ト モー ド で使 う 場合に、 用紙種類を設定でき ます。 工場出荷時の

設定は 「フ ツウシ」 に設定されています。

手差し ト レ イから給紙でき る用紙の種類について、 詳し く は 2 用紙についてを参照し て

く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞テザシ ト レ イ ヨ ウシシュルイ」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する手差し ト レ イ用紙種類を表示させて く ださ い。

表示される用紙種類は次の と お り です。

フ ツウシ

OHP フ ィ ルム

プレプ リ ン ト

ラベルシ

ボン ド シ

サイセイシ

ウスガ ミ

レ ターヘ ッ ド

カ ラーシ

パンチズ ミ シ

フウ ト ウ

ハガキ

アツガ ミ

ジ ョ ウシツシ

カス タム 1 （～ 8）†

7 希望の用紙種類を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞テザシトレイ ヨウシシュルイ

　　フツウシ

＞テザシトレイ ヨウシシュルイ

？　フツウシ

† 任意の用紙種類を定義し て、 プ リ ン タに登録し てお く こ と ができ ます。 詳し く は 1-91 ページ

の用紙種類のカス タム設定を参照し て く ださ い。
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本機の使いかた
給紙カセ ッ ト の用紙種類の設定

給紙カセ ッ ト ご と に用紙種類を設定する と 、 印刷時にアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト から指定

し た用紙種類に合わせて、 自動的に給紙カセ ッ ト が選択されて給紙し ます。 工場出荷時

は 「フ ツウシ」 に設定されています。

オプシ ョ ンのペーパーフ ィ ーダ （PF-26） を装着し ている場合は、 ペーパーフ ィ ーダの

給紙カセ ッ ト にも、 同様の手順で用紙種類を設定でき ます。

給紙カセ ッ ト から給紙でき る用紙の種類について、 詳し く は 2 用紙についてを参照し て

く ださ い。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞カセ ッ ト  ヨ ウシシュルイ」 が表示される まで、 ［∧］

または ［∨］ キーを押し て く だ さい。 オプシ ョ ンのペー

パーフ ィ ーダを装着し ている場合は、 「カセ ッ ト 1 ヨ ウシ

シュルイ」 がプ リ ン タの給紙カセ ッ ト と し て、 「カセ ッ ト

2 ヨ ウシシュルイ」、 「カセ ッ ト 3 ヨ ウシシュルイ」 がオプシ ョ ンのペーパーフ ィ ーダ と

し て表示されます。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 希望する カセ ッ ト の用紙種類を表示させて く だ さい。

表示される用紙種類は次の と お り です。

フ ツウシ

プレプ リ ン ト

ボン ド シ

サイセイシ

ウスガ ミ

レ ターヘ ッ ド

カ ラーシ

パンチズ ミ シ

ジ ョ ウシツシ

カス タム 1 （～ 8）†

7 希望の用紙種類を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞カセット ヨウシシュルイ 

　　フツウシ

＞カセット ヨウシシュルイ 

？　フツウシ

† 任意の用紙種類を定義し て、 プ リ ン タに登録し てお く こ と ができ ます。 詳し く は 1-91 ページ

の用紙種類のカス タム設定を参照し て く ださい。
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本機の使いかた
給紙元の選択

給紙元を設定し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン （プ リ ン タ ド ラ イバ） からの印刷で給紙元を指

定し ない と きは、 こ こ で設定し た給紙元から給紙されます。 給紙カセ ッ ト や手差し ト レ

イのほかに、 オプシ ョ ンのペーパーフ ィ ーダを給紙元と し て設定する こ と もでき ます。 

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞キュウシモ ト 」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する給紙元を表示させて く だ さい。 装着されてい

るオプシ ョ ン機器によ って、 次のよ う に表示されます。

カセ ッ ト 1 （プ リ ン タの標準カセ ッ ト ）

カセ ッ ト 2、 3 （オプシ ョ ンのペーパーフ ィ ーダのカセ ッ ト ）

テザシ ト レ イ

7 希望の給紙元を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞キュウシモト

　　カセット 1

＞キュウシモト

？　カセット 1
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本機の使いかた
自動カセ ッ ト 切り換えの設定

自動カセ ッ ト 切 り 換えは、 印刷中の給紙カセ ッ ト の用紙がな く なった場合、 自動的に他

の給紙元から連続給紙する機能です。 初期設定は自動カセ ッ ト 切 り 換えを行 う 「ジ ド

ウ」 です。 設定を変更する場合は、 次の手順で行って く だ さい。

参考 手差し ト レ イ を含めて自動カセ ッ ト 切り替えを実行させる場合は、 手差し ト レ イの設定

がカセ ッ ト モー ド （初期設定） で、 用紙サイズおよび用紙種類が切り替えを行 う給紙カ

セ ッ ト と一致し ている必要があ り ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞カセ ッ ト  キ リ カエ」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「ジ ド ウ」 または 「ナシ」 を表示させて く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

参考 自動カセ ッ ト 切り換えは、 用紙サイズが同一の給紙カセ ッ ト 間で可能です。 印刷の途中

で給紙カセ ッ ト の用紙がな く なった場合、 同一の用紙サイズのカセ ッ ト が他にない場合

は、 プ リ ン タは 「カセ ッ ト  1 ニ ヨ ウシガア リ マセン」 と表示し た後、 「カセ ッ ト  1 カ ラ

キュウシシマス」 と表示し て待機し ます。 この場合は、 用紙がな く なった給紙カセ ッ ト

に用紙を補給するか、 次の手順で他の給紙元から印刷を行っ て く だ さい。

「カセ ッ ト  1 カ ラキュウシシマス」 を表示中に ［∧］ または ［∨］ キーを押すと、 「ダイ

ヨ ウキュウシシマスカ （代用給紙し ますか） ？」 と表示されます。 ［∧］ または ［∨］

キーを押すご とに、 他の給紙カセ ッ ト あるいは手差し ト レ イの現在使用できる給紙サイ

ズが表示されますので、 給紙元およびサイズが表示されたら ［実行］ キーを押し て く だ

さい。 印刷が続行されます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞カセット キリカエ

　　ジドウ

＞カセット キリカエ

？　ジドウ
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本機の使いかた
両面印刷モー ドの設定

オプシ ョ ンの両面ユニ ッ ト （DU-25） を使用する と 、 両面印刷が可能にな り ます。 両面

印刷が可能な用紙の種類は、 給紙カセ ッ ト から給紙でき る用紙です。 手差し ト レ イから

のみ給紙でき る用紙種類 （OHP フ ィ ルム、 ラベルシ、 フ ウ ト ウ、 ハガキ、 アツガ ミ ）

は、 両面印刷でき ません。 （1-80 ページの用紙種類の設定を参照）。

参考 • プ リ ン タ ド ラ イバのブ ッ ク レ ッ ト 機能と組み合わせる と、 中と じ製本の可能な、

ページ割付けを行っ て印刷する こ とができます。

• 手差し ト レ イが優先モー ド （ユウセン） の場合は、 現在給紙元に設定されている給

紙カセ ッ ト の用紙サイズと用紙種類と同一と な り ます。 この場合手差し ト レ イから

の両面印刷も可能ですが、 用紙が給紙元カセ ッ ト と一致し ないと、 紙詰ま りの原因

と な り ますのでご注意 く だ さい。

製本モー ド の設定

製本モード には縁の長い側を綴じ る ロ ングエ ッ ジ （長辺綴じ） と 、 縁の短い側を綴じ る

シ ョ ー ト エ ッ ジ （短辺綴じ） の 2 種類があ り ます。 ロ ングエ ッ ジまたはシ ョ ー ト エ ッ ジ

は、 プ リ ン タの縦置き （ポー ト レー ト ） 印刷や横置き （ラ ン ド ス ケープ） 印刷 と 組み合

わせて選択する こ と ができ ます。 し たがって、 製本の種類および印刷方向によ って、 製

本モード は次の 4 通 り が設定でき ます。

（1） 縦置き ロ ングエ ッ ジ、 （2） 縦置き シ ョ ー ト エ ッ ジ、 （3） 横置き ロ ングエ ッ ジ、 （4）

横置き シ ョ ー ト エ ッ ジのモー ド です。

(1)

(3)

(2)

(4)

縦置き （ポー ト レー ト ）
ロングエ ッ ジ

横置き （ラ ン ド スケープ）
ロングエ ッ ジ

縦置き （ポー ト レー ト ）
シ ョ ー ト エ ッ ジ

横置き （ラ ン ド スケープ）
シ ョ ー ト エ ッ ジ
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本機の使いかた
次の手順で、 製本モード （両面印刷モード） を選択し て く だ さい。 こ の手順はオプシ ョ

ンの両面ユニ ッ ト （DU-25） が装着されている場合のみ設定でき ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞リ ョ ウ メ ン イ ンサツモー ド 」 が表示される まで、 ［∧］

または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する製本モード を表示させて く だ さい。 表示され

るモード は次の と お り です。

オフ （初期設定）

ロングエ ッ ジ

シ ョ ー ト エ ッ ジ

7 希望の製本モード を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞リョウメンインサツ モード

　　オフ

＞リョウメンインサツ モード

？　オフ
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A4/ レ ターサイズ用紙の共通給紙設定

A4 サイ ズ と レ ターサイ ズの検知の有無を設定し ます。 この設定をオンにする と 、 A4 サ

イ ズ と レ ターサイ ズを共通サイ ズ と みな し、 どち らかの用紙が給紙元にあれば給紙を行

います。 工場出荷時の設定ではオフ （A4 サイ ズ と レ ターサイ ズを共通サイ ズ と みな さ

ない） になっています。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ A4/LT キ ョ ウツウ」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「オン」 または 「オフ」 を選択し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞ A4/LT キョウツウ

　　オフ

＞ A4/LT キョウツウ

？　オフ
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用紙種類のカス タム設定

プ リ ン タに任意 （カ ス タ ム） の用紙種類を設定する手順について説明し ます。 カ ス タ ム

設定は最大 8 個まで登録でき ます。 設定後は、 各給紙元の用紙種類設定時に呼び出すこ

と ができ ます。

用紙種類のカ ス タ ム設定を行った後に、 紙の厚さ と 両面印刷の設定を行 う こ と ができ ま

す。 詳し く は 1-92 ページの紙の厚さ設定 と、 1-93 ページの両面印刷の設定を参照し て

く ださ い。 カ ス タ ム設定を リ セ ッ ト するには、 1-93 ページのカス タム設定のリ セ ッ ト  

を参照し て く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞シュルイ ノ  ゾ クセイ＞」 が表示される まで、 ［∧］ ま

たは ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する用紙種類を表示させて く だ さい。 表示される

用紙種類は次の通 り です。

カス タム 1 （～ 8）

フ ツウシ

OHP フ ィ ルム

プレプ リ ン ト

ラベルシ

ボン ド シ

サイセイシ

ウスガ ミ

レ ターヘ ッ ド

カ ラーシ

パンチズ ミ シ

フウ ト ウ

ハガキ

アツガ ミ

ジ ョ ウシツシ

7 カス タ ム設定する希望の用紙種類を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［＞］ キーを押し て、 次の紙の厚さ設定へ進んで く だ さい。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞シュルイ ノ ゾクセイ ＞

　　カスタム　1

＞シュルイ ノ ゾクセイ  

？　カスタム　1
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紙の厚さ設定

カ ス タ ム設定で選択し た用紙種類の紙の厚さ を設定し ます。

1 カ ス タ ム設定の用紙種類を表示し （1-91 ページの用紙種類のカス タム設定を参照）、

［＞］ キーを押し て く だ さい。

2 「＞＞ヨ ウシ ノ  オモサ」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

4 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する紙の厚さ を表示させて く だ さい。 表示される

紙の厚さは次の通 り です。

カルイ

フ ツウ 1

フ ツウ 2

フ ツウ 3

オモイ 1

オモイ 2

オモイ 3

OHP

初期設定はすべて 「フ ツウ 1」 です。 これは各用紙種類での最適な印刷にな る よ う に調

整された ものです。 し たがって通常はこ の設定のま まお使い く だ さい。

5 希望の紙の厚さ を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

6 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

用紙種類を 「カス タム」 に設定し、 オプシ ョ ンの両面ユニ ッ ト をプ リ ン タに装着し てい

る場合は、 両面印刷の設定ができ ます。 詳し く は次の両面印刷の設定 を参照し て く だ さ

い。 

＞＞ヨウシ ノ オモサ

　　フツウ  

＞＞ヨウシ ノ オモサ

？　フツウ  
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両面印刷の設定

用紙種類を 「カス タム」 に設定し ている場合は、 両面印刷の有効 / 無効の設定を次の手

順で行えます。 初期設定は 「カ ノ ウ」 に設定されています。

1 カス タ ム設定の用紙種類を表示し （詳し く は 1-91 ページの用紙種類のカス タム設定 を

参照）、 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

2 「＞＞リ ョ ウ メ ン イ ンサツ ノ  キュウシ」 が表示される ま

で、 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が点滅し ます。

4 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「カ ノ ウ」 または 「フ カ ノ ウ」 を選択し て く だ さい。

それぞれの用紙種類の初期設定について、 詳し く は 2-2 ページの用紙の基本仕様 を参照

し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

6 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

カス タム設定のリ セ ッ ト

1-91 ページの用紙種類のカス タム設定 で設定し た 「カス タム 1」 から 「8」 の設定を リ

セ ッ ト し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ  セ ッ テイ  ＞」 が表示される まで、 ［∧］ また

は ［∨］ キーを押し、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞シュルイゾ クセイ ノ  リ セ ッ ト 」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押すと 、 「？」 が表示されます。

6 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 設定し た紙の厚さの設定および両面印刷の設定は、 す

べて初期設定値に リ セ ッ ト されます。

＞＞リョウメンインサツ ノ 

キュウシ　　　カノウ

＞＞リョウメンインサツ ノ 

キュウシ　？　カノウ

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞シュルイゾクセイ ノ

　リセット

＞シュルイゾクセイ ノ

　リセット　？
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7 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

排紙先の選択

印刷し た用紙をプ リ ン タのフ ェ イ スダウ ン ト レ イに排紙するか、 オプシ ョ ンのフ ェ イ ス

ア ッ プ ト レ イに排紙するか選択し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ヨ ウシ ノ  セ ッ テイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ハイシサキ」 が表示さ れる まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し てく ださ い。

5 ［実行］ キーを押す と 、 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望する排紙先を表示させて く だ さい。 表示される排

紙先は次の と お り です。

ウエ ト レ イ 　 フ ェ イスダウン （初期設定）

ウシロ ト レ イ

7 希望の排紙先を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞ハイシサキ

    ウエトレイ フェイスダウン

＞ハイシサキ

？　ウエトレイ フェイスダウン
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総印刷枚数の確認（ ラ イ フ カ ウンタ ）

プ リ ン タの総印刷枚数を メ ッ セージデ ィ スプレ イで確認し た り 、 ト ナーコ ンテナ交換時

は ト ナーカ ウ ン タの リ セ ッ ト を行います。 ト ナーの残量は、 ステータ スページで確認で

き ます。

総印刷枚数の確認

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ラ イ フ カウン タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞イ ンサツページスウ」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。 「＞イ ンサツページスウ」 の

下に総印刷枚数が表示されます。

5 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ライフ カウンタ ＞

＞インサツページスウ

0123456
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ト ナーカウン タのリ セ ッ ト

ステータ スページには、 ト ナーの残量がグ ラ フで印刷されます。 ト ナーが少な く な る

と 、 プ リ ン タは 「 ト ナーガ スクナクナ リ マシ タ」 を表示し、 さ らに印刷を行 う と 、 「 ト

ナーヲ コウカ ンシテ クダサイ」 を表示し て停止し ます。 こ の メ ッ セージで ト ナーコ ンテ

ナを交換する と 、 ト ナーカ ウ ン タは自動的に リ セ ッ ト されます。

「 ト ナーヲ コウカ ンシテ クダイ」 が表示される前に、 ト ナーコ ンテナを交換し た と きは、

ト ナーカ ウ ン タは自動的に リ セ ッ ト されません。 ステータ スページに ト ナー残量を正し

く 表示する ために、 次の手順で ト ナーカ ウ ン タ を リ セ ッ ト し て く だ さい。

ト ナーコ ンテナの交換は、 ト ナーキ ッ ト に付属の説明書を読んで正し く 行って く だ さ

い。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ラ イ フ カウン タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ア タ ラシイ ト ナー ヘ ノ  コウカ ン」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が表示されます。

6 も う 一度、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 ト ナーのカ ウ ン タが リ セ ッ ト され、 メ ッ

セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」 に戻 り ます。

ライフ カウンタ ＞

＞アタラシイ トナー 

　ヘノ コウカン

＞アタラシイ トナー 

　ヘノ コウカン ？
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その他の設定

「ソ ノ タ」 メ ニューには、 次のサブ メ ニ ューがあ り ます。 

• 表示言語の選択

• 自動改ページ待ち時間の設定

• オー ト ス リ ープの設定

• 受信データのダンプ

• プ リ ン タの再起動

• リ ソースの保護

• ブザーの設定

• 自動継続印刷の設定

• 印刷範囲の補正

• 両面印刷時のエラー検知設定

• サービ ス ステータ スページの印刷 （サービ ス メ ンテナン ス用）

表示言語の選択

メ ッ セージデ ィ スプレ イに表示する言語を、 日本語または英語に設定でき ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ヒ ョ ウジ ゲンゴ」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 表示言語を変え る と きは、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 言語を変更し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ソノタ ＞

＞ヒョウジ ゲンゴ

　　ニッポンゴ

＞ヒョウジゲンゴ

？　ニッポンゴ
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自動改ページ待ち時間の設定

プ リ ン タはコ ンピ ュータからの印刷データ を受け取る際に、 コ ンピ ュータからのデータ

送信が終了し た こ と を示す情報がない と、 最後のページを印刷せずに待機し ます。 あ ら

かじめ設定された待ち時間が経過する と、 自動的に改ページ し て残 り のデータ を印刷し

ます。 初期設定では 30 秒です。

改ページ待ち時間は、 次の手順で変更する こ と ができ ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞カ イページ マチジカ ン」 が表示される まで、 ［∧］ ま

たは ［∨］ キーを押し て く だ さい。 

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと 、 カーソルが点滅し ている桁の数値が増減し ます。 希

望の時間を設定し て く だ さい。 待ち時間は 5 秒単位で 0 ～ 495 秒の間で設定でき ます。

［＜］ または ［＞］ キーを押すと カーソルが左右に移動し ます。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。 

ソノタ ＞

＞カイページ マチジカン

030sec.

＞カイページ マチジカン

030sec.
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オー ト ス リープの設定

本プ リ ン タは、 データの受信や印刷などの処理を行っていない と きに電力消費を抑え る

オー ト ス リ ープを搭載し ています。 データの受信や印刷など を行わない状態がどれだけ

続 く と ス リ ープモード に切 り 替わるかを設定する こ と ができ ます。 初期設定では、 30 分

になっています。

次の手順で、 オー ト ス リ ープの 「オン」 と 「オフ」 の設定を切 り 換え る こ と ができ ま

す。 初期設定は 「オン」 です。 

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ ス リープジカ ン ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。 

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。 「＞＞オー ト ス リープ」 が表

示されます。

6 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が点滅し ます。 

7 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て、 「オン」 または 「オフ」 を選択し て く だ さい。

8 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

9 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ソノタ ＞

＞スリープジカン   ＞

030 min.

＞＞オートスリープ

　　オン

＞＞オートスリープ

？　オン
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本機の使いかた
オー ト ス リープ時間の設定

プ リ ン タがオー ト ス リ ープに入る までの時間を設定し ます。 印刷データ を受信し た り 、

操作パネルの ［印刷可 / 解除］ キーを押す と 、 プ リ ン タはス リ ープモード よ り 復帰し ま

す。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ス リープジカ ン ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または

［∨］ キーを押し て く だ さい。 初期設定は 30 分です。

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。 

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと カーソルが点滅し ている位置の数値が増減し ます。 希

望の時間を設定し て く だ さい。 設定時間は 5 分単位で 5 ～ 240 分の間で設定でき ます。

［＜］ キーまたは ［＞］ キーを押す と カーソルが左右に移動し ます。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。  

ソノタ ＞

＞スリープジカン ＞

030 min.

＞スリープジカン

030 min.
1-100



本機の使いかた
受信データのダンプ

プロ グ ラ ムやフ ァ イルのデバッ グのため、 受信データ を 16 進コード で印刷する こ と が

でき ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ジュシン データ ノ  ダンプ」 が表示される まで、 ［∧］

または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が表示されます。

6 も う 一度 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 いったん 「デー

タ シ ョ リ チュウデス」 が表示された後、 「ページガ ノ

コ ッ テイマス」 が表示されます。

7 プ リ ン タへデータ を送信し て く だ さい。 データ受信中は 「データ シ ョ リ チュウデス」 を

表示し ます。

必要なダンプページが出力された と こ ろで ［印刷可 / 解除］ キーを押し てオフ ラ イ ンに

し、 ［キャ ンセル］ キーでそれ以上のダンプぺージの印刷をキ ャ ンセルする こ と もでき

ます。

8 データ受信が終了する と 、 「ページガ ノ コ ッ テイマス」 が表示されます。 ［印刷可 / 解

除］ キーを押すと 終了です。

ソノタ ＞

＞ジュシン データ ノ

　ダンプ

＞ジュシン データ ノ

　ダンプ ？

データ ショリチュウデス

ページガ ノコッテイマス
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本機の使いかた
プ リ ン タの再起動

プ リ ン タ を再起動し て一時的な設定 （た と えば印刷方向やフ ォ ン ト など） を リ セ ッ ト

し、 初期設定に戻し ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞プ リ ン タ ノ サイキ ド ウ」 が表示される まで、 ［∧］ ま

たは ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が表示されます。

6 も う 一度、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 プ リ ン タの再

起動中は 「Self test」 が表示されます。 その後、 表示は

「シバラ ク オマチクダサイ」 から 「プ リ ン ト  デキマス」

に戻 り ます。

ソノタ ＞

＞プリンタ ノ サイキドウ 

＞プリンタ ノ サイキドウ？

Self test

シバラク オマチクダサイ

プリント デキマス
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本機の使いかた
リ ソースの保護

プ リ ン タのエ ミ ュ レーシ ョ ンを PCL 6 から他のエ ミ ュ レーシ ョ ンに切 り 換えた場合、 プ

リ ン タにダウ ン ロード されていたフ ォ ン ト やマ ク ロはすべて失われて し まいます。 リ

ソースの保護を 「ホゴ」 または 「ジ ド ウ」 にし、 PCL 環境を保存し てお く こ と によ っ

て、 再度 PCL 6 エ ミ ュ レーシ ョ ンに戻った と きに、 その リ ソース を利用する こ と ができ

ます。

リ ソースの保護は、 次のモード から選んで設定する こ と ができ ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。 

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞リ ソース」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。 

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て希望のモード を表示させて く だ さい。 表示は次の順で

変わ り ます。

ホゴ

ジ ド ウ

オフ

7 希望するモード を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト  デキマス」

に戻 り ます。 

ホゴ （初期設定） エ ミ ュ レーシ ョ ン切 り 換え時に、 フ ォ ン ト 、 マ ク ロ、 シンボルセ ッ ト などの

パーマネン ト PCL リ ソース をプ リ ン タの メ モ リ ー内に保存でき ます。 しか

し、 一時 リ ソースはすべて失われます。

ジ ド ウ エ ミ ュ レーシ ョ ン切 り 換え時に PCL のパーマネン ト と一時 リ ソースの両方

がプ リ ン タの メ モ リ ー内に保存でき ます。

オフ リ ソースの保護を行いません。

ソノタ ＞

＞リソース

　　ホゴ

＞リソース

？　ホゴ
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本機の使いかた
ブザーの設定

印刷中に起き る用紙切れや紙詰ま り などの状況を、 メ ッ セージデ ィ スプレ イに表示する

と と もに、 ブザーを鳴ら し てお知らせする機能です。 プ リ ン タが離れた場所にあ る場合

などに便利です。 初期設定は 「オフ」 です。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ブザー」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キーを

押し て く だ さい。

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「オン」 または 「オフ」 を選択し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。  

ソノタ ＞

＞ブザー

　　オフ

＞ブザー

？　オフ
1-104



本機の使いかた
自動継続印刷の設定

継続印刷の可能なエラーが発生し た場合、 一定時間が経過し た後に次に受信し ている

データ を自動的に継続印刷し ます。 た と えばネ ッ ト ワーク プ リ ン タ と し てプ リ ン タ を共

有し ている場合、 前に印刷し ていた人がそれらのエ ラーを発生させて も、 一定時間後に

は他の人の印刷を継続し て印刷する こ と ができ ます。 初期設定は 「オフ」 （自動継続印

刷し ない） です。 継続印刷可能なエラーは次の と お り です。

• メ モ リーオーバーフ ロー カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ
• プ リ ン ト  オーバーラ ン カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ
• KPDL エ ラー ## カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ
• フ ァ イル ガ ア リ マセン カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ
• RAM デ ィ スク エ ラー ## カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ
• メ モ リーカー ド エ ラー ## カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ
• ハー ド デ ィ スク エ ラー ## カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ
• リ ョ ウ メ ン イ ンサツデキマセン カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ
• e-MPS ヲ イ ンサツデキマセン カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ

継続印刷が可能なエラーが発生し てから印刷を再開する までの時間は、 1-106 ページの

自動継続印刷の復帰時間の設定で行って く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞オー ト  エ ラー ク リ ア ＞」 が表示される まで、 ［∧］ ま

たは ［∨］ キーを押し て く だ さい。 

5 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が点滅し ます。

6 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「オン」 または 「オフ」 を選択し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

8 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。 

ソノタ ＞

＞オート エラー クリア ＞

　　オフ

＞オート エラー クリア 

？　オフ
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本機の使いかた
自動継続印刷の復帰時間の設定

自動継続印刷を 「オン」 に設定し た場合、 継続印刷が可能なエ ラーが発生し てから印刷

を再開する までの復帰時間を設定でき ます。 次の手順で設定し て く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞オー ト  エ ラー ク リ ア ＞」 が表示される まで、 ［∧］ ま

たは ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し てく だ さい。 「＞＞エ ラー ク リ ア ジカ ン」

が表示さ れま す。

6 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 カーソル （＿） が点滅し

ます。

7 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと カーソルが点滅し ている位置の数値が増減し ます。 希

望の時間を設定し て く だ さい。 設定時間は 5 秒単位で 000 ～ 495 秒の間で設定でき ま

す。 「000」 に設定する と エラー発生後も そのま ま継続印刷を行います。 ［＜］ キーまた

は ［＞］ キーを押すと カーソルが左右に移動し ます。

8 希望の時間を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

9 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ソノタ ＞

＞オート エラー クリア ＞

　　オン

＞＞エラー クリア ジカン

　             　　030 sec.

＞＞エラー クリア ジカン

　             　　030 sec.
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本機の使いかた
印刷範囲の補正

用紙上の左右上下には、 各 5 mm の非印刷領域があ り ます （PCL エ ミ ュ レーシ ョ ン時は、

縦 6 mm、 横 4 mm）。 アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、 印刷位置が意図し た もの と は異なる

場合があ り ます。 こ の場合には印刷位置を補正し て、 印刷位置を縦横方向にずらすこ と

ができ ます。

参考 エ ミ ュ レーシ ョ ンによ っては、 設定し た補正値が有効になら ない場合があ り ます。

こ の機能は、 印刷後にパンチ穴を開けた り 、 ステープルする ために意図的にマージンを

作る場合にも利用でき ます。 印刷位置を設定する ための原点は A4 サイ ズ用紙の場合は、

給紙方向に対し て右上端 （上マージン =0 mm、 左マージン =0 mm） にな り ます。 補正原

点よ り 縦横方向に 0.1 mm 単位で、 ± 76 mm の範囲で印刷位置を補正する こ と ができ ま

す。 印刷位置の補正値は、 縮小印刷し た場合も同じ比率で変化し ます。 た と えば、 縦横

10 mm の印刷余白を設定し ていた場合、 70 % の縮小を行 う と 印刷余白は縦横 7 mm にな

り ます。 設定し た補正値は、 電源再投入後も有効です。

あい う えお
あい う えお

原点
　 上マージン =0 mm
　 左マージン =0 mm

印刷原点
　 上マージン =20 mm
　 左マージン =20 mm

（縦横 20 mm の印刷余白を設定し て印刷し た例）

横補正 （20 mm）

縦補正
（20 mm）

＞＞ヨコ ホセイ

　　　　　+20.0 ミリ

＞＞タテ ホセイ

　　　　　+20.0 ミリ

5 mm

5 mm
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本機の使いかた
印刷範囲の補正値を行 う 場合には、 次の手順で行って く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞イ ンサツ ハン イ ホセイ ＞」 が表示される まで、 ［∧］

または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 横方向の補正値を設定し ます。 ［実行］ キーを押し て く だ

さい、 カーソル （＿） が点滅し ます。

7 ［∧］ または ［∨］ キーを押すと カーソルが点滅し ている位置の数値が増減し ます。 希

望の補正値を設定し て く だ さい。 補正値は 0.1 mm 単位で -76 ～ +76 mm です。 ［∧］ ま

たは ［∨］ キーを押す と カーソルが左右に移動し ます。

8 希望の補正値を表示させて、 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

9 次に縦方向の補正値を設定し ます。 ［∨］ キーを押し て く

だ さい。 横方向 と 同じ手順 （手順 6 ～ 8） で縦方向の補正

値を設定し て く だ さい。 補正値は 0.1 mm 単位で -76 ～

+76 mm です。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。

ソノタ ＞

＞インサツ ハンイ ホセイ ＞

＞＞ヨコ ホセイ

　　　　　　00.0 ミリ

＞＞ヨコ ホセイ

　　　　  　　00.0 ミリ

＞＞タテ ホセイ

　　　　　　00.0 ミリ
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本機の使いかた
両面印刷時のエラー検知設定

こ の設定は、 オプシ ョ ンの両面ユニ ッ ト DU-25 を装着し ている場合に可能です。

両面印刷を行 う 際、 両面印刷でき ないラベルなどの用紙種類を指定し た場合に、 「リ ョ

ウ メ ン イ ンサツデキマセン カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ」 の メ ッ セージを表示するか、

し ないかを選択でき ます。

「オン」 の場合は上記 メ ッ セージを表示し、 印刷を保留し ます。 印刷をキ ャ ンセルする

には ［キャ ンセル］ キーを押し て く だ さい。 片面で印刷を行 う には ［印刷可 / 解除］

キーを押し て く ださ い。

設定は次の手順で行って く だ さい。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞ア ト シ ョ リ ノ  エ ラーケンチ ＞」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 「＞＞リ ョ ウ メ ン イ ンサツ シ ョ リ」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が点滅し ます。

8 ［∧］ または ［∨］ キーを押し て 「オン」 または 「オフ」 を選択し て く だ さい。

9 ［実行］ キーを押し て く だ さい。

10 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。 メ ッ セージデ ィ スプレ イは 「プ リ ン ト デキマス」

に戻 り ます。  

ソノタ ＞

＞アトショリノ エラーケンチ＞

＞＞リョウメンインサツ ショリ

　　オフ

＞＞リョウメンインサツ ショリ

？　オフ
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本機の使いかた
サービスステータ スページの印刷

サービ ス ステータ スページは、 メ ンテナン ス用と し て印刷する こ と ができ ます。

1 ［メ ニュー］ キーを押し て く だ さい。

2 「ソ ノ タ ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］ キー

を押し て く だ さい。

3 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

4 「＞サービス ＞」 が表示される まで、 ［∧］ または ［∨］

キーを押し て く だ さい。 

5 ［＞］ キーを押し て く だ さい。

6 「＞＞ステータ スページ ノ イ ンサツ」 が表示される まで、

［∧］ または ［∨］ キーを押し て く だ さい。 

7 ［実行］ キーを押し て く だ さい。 「？」 が表示されます。

8 も う 1 度 ［実行］ キーを押す と 、 メ ッ セージデ ィ スプレ イに 「データ シ ョ リ チュウデ

ス」 が表示され印刷を開始し ます。

ソノタ ＞

＞サービス ＞

＞＞ステータスページ ノ

　インサツ

＞＞ステータスページ ノ

　インサツ ？
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2 用紙について
こ の章では次の内容について説明し ます。

• 用紙の基本仕様

• 適正な用紙の選択

• 用紙の収納

• 特殊な用紙

ご注意 本プ リ ン タにイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ用の用紙を使用し ないで く だ さい。 故障の原因に

な り ます。
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用紙について
用紙の基本仕様

本機は、 ページプ リ ン タおよび乾式複写機用のコ ピー用紙 （普通紙） に印刷でき る よ う

に設計し てあ り ますが、 本章の制限の範囲内で様々な用紙に印刷する こ と ができ ます。

本機に適さ ない用紙を使用する と、 紙詰ま り になった り 紙にシワがよ った り するので、

用紙の選択は慎重に行って く だ さい。

OHP フ ィ ルム、 ラベル紙、 封筒などの用紙は、 手差し ト レ イから給紙し てオプシ ョ ンの

フ ェ イ スア ッ プ ト レ イに排紙し て く だ さい。

ご注意 規格に合わない用紙を使用し て生じ た問題については、 当社は責任を負いかねます。

次の表は、 本機で使用でき る用紙の基本的な仕様です。 詳細は次の適正な用紙の選択か

ら説明し ます。

項目 仕様

重さ 給紙カセ ッ ト : 60 ～ 90 g/m2

手差し ト レ イ : 60 ～ 200 g/m2

厚さ 0.086 ～ 0.110 mm

寸法  2-3 ページの用紙サイズを参照

寸法誤差 ± 0.7 mm 

四隅の角度 90 ± 0.2 °

保水度 4 ～ 6 %

繊維の方向 縦目 （給紙方向）

パルプ含有率 80 % 以上
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用紙について
適正な用紙の選択

こ こ では、 用紙を選ぶ際のガ イ ド ラ イ ンについて説明し ます。 

ガイ ド ラ イ ン

紙の状態

角の折れている もの、 全体が丸ま っている もの、 汚れている もの、 破れている もの、 ま

たは繊維が毛羽立っていた り 、 表面が粗かった り 、 ちぎれやすい用紙は避けて く だ さ

い。 こ のよ う な用紙を使用する と 仕上が り が悪 く なるだけでな く 、 用紙送 り が う ま く い

かないために紙詰ま り を起こ し、 プ リ ン タの寿命を縮める こ と にな り かねません。 用紙

表面が滑らかで均一な ものを選んで く だ さい。 ただし、 コーテ ィ ング加工や、 その他の

表面処理を し てあ る用紙は、 ド ラ ムや定着ユニ ッ ト を傷めますので使用を避けて く だ さ

い。

用紙の成分

アー ト 紙のよ う な コーテ ィ ング加工された用紙や、 表面処理された用紙、 プラ スチ ッ ク

やカーボンを含む用紙は使用し ないで く だ さい。 そのよ う な用紙は、 熱によ り 有害なガ

ス を発生する こ と があ り 、 また ド ラ ムを傷めます。

普通紙は、 少な く と も 80 % 以上のパルプを含むものにし て く だ さい。 コ ッ ト ンやその他

の繊維が用紙成分の 20 % を超えないものをご使用 く だ さい。

用紙サイズ

次の表に記載し たサイ ズの用紙が給紙カセ ッ ト または手差し ト レ イで使用でき ます。 詳

細については、 1-82 ページの手差し ト レ イの用紙サイズ設定を参照し て く ださ い。

用紙サイズ 寸法 給紙元

手差し ト レ イ 給紙カセ ッ ト

レジャーサイズ 11 × 17 イ ンチ 〇 〇

リーガルサイズ 8-1/2 × 14 イ ンチ 〇 〇

レ ターサイズ 8-1/2 × 11 イ ンチ 〇 〇

ISO A3 29.7 × 42 cm 〇 〇

ISO A4 21 × 29.7 cm 〇 〇

ISO A5 14.8 × 21.0 cm 〇 〇

JIS B5 18.2 × 25.7 cm 〇 〇

JIS B4 25.7 × 36.4 cm 〇 〇

モナーク 3-7/8 × 7-1/2 イ ンチ 〇 ×

エンベロープ #10 4-1/8 × 9-1/2 イ ンチ 〇 ×

エンベロープ #9 3-7/8 × 8-7/8 イ ンチ 〇 ×

エンベロープ #6 3-5/8 × 6-1/2 イ ンチ 〇 ×

エグゼク テ ィ ブ 7-1/4 × 10-1/2 イ ンチ 〇 ×

Folio 21 × 33 cm 〇 ×

エンベロープ DL 11 × 22  cm 〇 ×

エンベロープ C4 22.9 × 32.4  cm 〇 ×
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用紙について
○用紙サイ ズを使用でき ます。

×用紙サイ ズを使用でき ません。

用紙の特性

滑らかさ

用紙表面は滑らかで均一であ る こ と が重要ですが、 コーテ ィ ング されている ものは使用

し ないで く だ さい。 滑らか過ぎ る用紙を使 う と、 同時に複数枚の用紙が送られて、 紙詰

ま り の原因にな り ます。

基本重量

基本重量 と は、 用紙 1 枚を 1 m2 の大き さ に換算し た時の重量です。 重すぎた り 軽すぎた

り する用紙は、 用紙送 り の失敗や紙詰ま り の原因 と な るばか り でな く 、 プ リ ン タの消耗

の原因にも な り ます。 用紙の重さ、 つま り 紙の厚さが一定し ていない と 、 同時に複数枚

の用紙を給紙し て し ま った り 、 ト ナーの定着不良によ って印刷がぼやけ る などの印刷品

質の問題を引き起こすこ と があ り ます。

用紙の適正な重さは給紙カセ ッ ト で 60 ～ 90 g/m2、 手差し ト レ イで 60 ～ 200 g/m2 の範

囲です。 ただし 105 ～ 200 g/m2 の用紙に印刷する際は、 オプシ ョ ンのフ ェ イ スア ッ プ ト

レ イ を装着し て排紙し て く だ さい。

厚さ

ページプ リ ン タで使用する用紙は極端に厚いものや、 または薄いものは避けて く だ さ

い。 同時に複数枚の用紙が給紙された り 、 紙詰ま り が頻繁に起き た り する場合は紙が薄

すぎ る こ と が考え られます。 反対に紙が厚すぎ る場合も、 紙詰ま り が起こ る こ と があ り

ます。 適正な用紙の厚さは 0.086 ～ 0.110 mm の範囲です。

エンベロープ C5 16.2 × 22.9 cm 〇 ×

ISO A6 10.5 × 14.8 cm 〇 ×

JIS B6 12.8 × 18.2 cm 〇 ×

ISO B5 17.6 × 25 cm 〇 ×

Statement 5-1/2 × 8-1/2 イ ンチ 〇 ×

Oficio Ⅱ 8-1/2 × 13 イ ンチ 〇 ×

8 開 27.3 × 39.4 cm 〇 ×

16 開 19.7 × 27.3 cm 〇 ×

はがき 10 × 14.8 cm 〇 ×

往復はがき 14.8 × 20 cm 〇 ×

洋形 2 号 11.4 × 16.2 cm 〇 ×

洋形 4 号 10.5 × 23.5 cm 〇 ×

Custom  9 × 14.8 ～ 29.7 × 43.18 cm 〇 ×

用紙サイズ 寸法 給紙元

手差し ト レ イ 給紙カセ ッ ト
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用紙について
保水度

用紙の保水度は、 乾燥度に対する湿 り 気のパーセン ト で表されます。 湿 り 気は紙送 り や

静電気の発生状況、 ト ナーの定着性などに影響を与えます。

用紙の保水度は室内の湿度によ って変わ り ます。 室内の湿度が高すぎて紙が湿 り 気を帯

びる と 、 紙の端が伸びて波打つこ と があ り ます。 逆に湿度が低すぎて紙に極端に湿 り 気

がな く な る と 、 用紙の端が縮んでか さ かさ にな り 、 コ ン ト ラ ス ト の弱い印刷にな り ま

す。

波打った り 乾燥し ている と 、 紙送 り にずれが起き る こ と があ り ます。 用紙の保水度は 4

～ 6 % の範囲に収ま る よ う にし て く だ さい。

保水度を正しいレベルで維持する ために、 次の点に留意し て く だ さい。

• 風通しのよい低湿の場所に保管し て く だ さい。

• 未開封のま ま水平な状態で保管し て く だ さい。 開封後すぐ使用し ない紙は、 も う 一

度密封し て く だ さい。

• 用紙は購入時の箱や梱包紙に封を し て保管し て く だ さい。 箱の下には台など を置い

て、 床から離し て く だ さい。 特に梅雨時の板張 り やコ ン ク リ ー ト 張 り の床からは十

分離し て く だ さい。

• 長時間放置し た用紙は、 少な く と も 48 時間は正しいレベルの保水度を満た し てから

ご使用 く だ さい。

• 熱、 日光、 湿気に さ ら される場所に紙を放置し ないで く だ さい。
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用紙について
その他の仕様

硬さ

柔らかすぎ る紙は、 プ リ ン タ内部で折れ曲が り やす く 紙詰ま り の原因にな り ます。

カール

ほ と んどの用紙は、 開封し た状態で放置し てお く と どち らかの方向へ自然にカールし て

丸ま る性質を持っています。 用紙は定着ユニ ッ ト を通過する際に、 若干上向きに丸 く な

り ます。 これを利用し て、 給紙カセ ッ ト にセ ッ ト する面を考えてカールを打ち消し合 う

よ う にする と 、 仕上が り がよ り 平らにな り ます。

静電気

ト ナーを付着させる ために、 印刷の過程で用紙は静電気を帯びます。 この静電気がすみ

やかに放電される用紙を選んで く だ さい。

用紙の白さ

印刷されたページのコ ン ト ラ ス ト は使用し た用紙の白さによ って変わ り ます。 よ り 白い

用紙を使用し たほ う がシ ャープで鮮明な印刷がえ られます。

品質について

サイ ズの不揃い、 角がき ちん と と れていない、 粗雑な裁断面、 切 り そ こ なってつながっ

ている用紙、 角や端のつぶれなどが原因でプ リ ン タが正し く 機能し ないこ と があ り ま

す。 特にご自分で裁断された用紙を使用する場合はご注意 く だ さい。

梱包について

き ちん と 梱包され、 さ らに箱に詰められている紙をお選び く だ さい。 梱包紙は内面が防

湿用にコーテ ィ ング されている ものが最良です。

特殊処理

次のよ う な処理をほど こ し た用紙については、 基本仕様を満たす用紙であって も使用し

ないよ う おすすめし ます。 使用される場合は、 多 く の量を購入される前にサンプル印刷

を行って く だ さい。

• 光沢紙

• 透かしの入った用紙

• 表面に凹凸のあ る用紙

• ミ シン目の入った用紙
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用紙について
特殊な用紙

こ こ では、 普通紙以外の特殊な用紙に印刷する場合について説明し ます。 本機には、 次

のよ う な特殊な用紙を使用する こ と ができ ます。 次の表にし たがって用紙種類を設定し

て く だ さい。 これらの用紙を使用する と きはコ ピー用またはページプ リ ン タ用 と し て指

定されている ものをお使い く だ さい。 また、 厚紙、 OHP フ ィ ルム、 ラベル用紙、 封筒、

ハガキは手差し ト レ イから給紙し て く だ さい。 詳細については、 1-85 ページの給紙カ

セ ッ ト の用紙種類の設定を参照し て く だ さい。

特殊な用紙の選択

特殊用紙は次ページ以降で示す条件を満たすものであれば本機で使用する こ と が可能で

すが、 これらの用紙は構造および品質に大き なばらつきがあ る ために、 規定紙よ り も印

刷中に問題が発生する可能性が高 く な り ます。 特殊用紙はサンプル用紙をプ リ ン タで印

刷し てみて、 満足のい く 仕上が り と なるかを確認し てから ご購入 く だ さい。 主な特殊紙

について、 印刷時の注意について次ページ よ り 説明し ます。

ご注意 特殊紙が原因で、 本機が故障し た り人体に被害が生じ ても当社は一切の責任を負いませ

ん。

用紙 用紙種類設定

薄紙 （60 ～ 64 g/m2） ウスガ ミ

厚紙 （90 ～ 200 g/m2） アツガ ミ

OHP フ ィ ルム OHP フ ィ ルム

ハガキ ハガキ

封筒 フウ ト ウ

ラベル用紙 ラベルシ

再生紙 サイセイシ

カ ラー紙 カ ラーシ

プレ印刷用紙 プレプ リ ン ト

ボン ド紙 ボン ド シ

レ ターヘ ッ ド レ ターヘ ッ ド

穴あき用紙 パンチズ ミ シ
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用紙について
OHP フ ィ ルム

OHP フ ィ ルムは、 印刷中の定着熱に耐え る ものであ る必要があ り ます。 次の製品をお勧

めし ます。

3M PP2500

次の表は、 本機で使用でき る OHP フ ィ ルムの条件です。

ト ラブルを避ける ために、 OHP フ ィ ルムは手差

し ト レ イから給紙し て く だ さい。 その際、 必ず

縦に （用紙の長手方向をプ リ ン タに向けて）

セ ッ ト し て く だ さい。 また、 排紙は、 オプシ ョ

ンのフ ェ イ スア ッ プ ト レ イ を装着し て く だ さい。

ラベル用紙

ラベル用紙は、 必ず手差し ト レ イから給紙し て く だ さい。 また、 排紙は、 オプシ ョ ンの

フ ェ イ スア ッ プ ト レ イ を装着し て く だ さい。

ラベル用紙を選択する際は、 糊がプ リ ン タのど こに も触れない こ と や、 ラベルが台紙か

ら容易にはがれないこ と などに注意し て く だ さい。 ド ラ ムやローラ類に糊が付着し た

り 、 はがれた ラベルがプ リ ン タ内に残る と 故障の原因にな り ます。

本機には次の仕様に合った ラベル用紙を選んで く だ さい。

ご注意 上記の仕様に合わないラベルを使用し た場合の不具合については、 当社は一切の責任を

負いません。

項目 仕様

耐熱性 最低 190 ℃までの熱に耐える こ と。

厚さ 0.100 ～ 0.110 mm

材質 ポリ エステル

サイズ誤差許容範囲 ± 0.7 mm

四隅の角度 90°± 0.2°

手差し ト レ イ

項目 仕様

表面シー ト の重さ 44 ～ 74 g/m2

基本重量 （用紙全体の重さ） 104 ～ 151 g/m2

表面シー ト の厚さ 0.086 ～ 0.107 mm

用紙全体の重さ 0.115 ～ 0.145 mm

保水度 4 ～ 6 % （混合）
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用紙について
ラベル用紙は、 図のよ う な 3 層から な る構造を

し ています。 粘着層はプ リ ン タ内部で加わる力

によ る影響を受けやすい素材ででき ています。

背面シー ト はラベルが使用される まで表面シー

ト を保持し ています。 このよ う に構造が複雑な

ため、 ラベル用紙は ト ラブルが発生しがちです。

ラベル用紙の表面は、 表面シー ト で隙間な く 完

全に覆われていな く てはな り ません。 ラベルの

間に隙間のあ る ものはラベルがはがれやす く 、

大き な故障の原因 と な り ます。

ラベル用紙には、 用紙の端を完全に覆 う ため、

表面シー ト に広いマージンを設けている ものが

あ り ます。 こ のよ う な用紙をお使いの場合、 印

刷が終了する まで、 こ のマージン部分を背面

シー ト からはが さ ないで く だ さ い。

ハガキ

ハガキは、 さばいて端を揃えてから、 手差し ト レ イにセ ッ ト し て く だ さい。 ハガキに反

り があ る場合は、 ま っすぐに直し てから セ ッ ト し て く だ さい。 反 り があ る ま ま印刷を行

う と 、 紙詰ま り の原因にな り ます。

往復ハガキに印刷する場合は、 折 り 目のないものを使用し て く だ さい。

また、 ハガキによ っては、 裏面にバ リ （紙を裁

断し た際にでき る返し） があ る ものがあ り ます。

その場合は、 ハガキを平ら な と こ ろに置き、 定

規のよ う な もので軽 く 1 ～ 2 回こする よ う にし

て、 バ リ を取 り 除いて く だ さい。

  表面シー ト

  粘着層

  背面シー ト

ラベルの断面

使用可 使用不可

表面シー ト

背面シー ト

バリ

バリ
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用紙について
封筒

封筒は必ず手差し ト レ イから給紙し て く だ さい。

封筒は構造上、 表面全体に均一な印刷ができ な

い場合があ り ます。 特に薄手の封筒の場合は、

プ リ ン タ を通 り 抜け る間にシワになる こ と があ

り ます。 封筒を購入する前に、 その封筒での印

刷が満足い く ものであ るかをサンプル印刷で確

認し て く だ さい。

封筒は長時間放置し てお く と シワが発生する こ

と があ り ます。 使用する直前に開封し て く だ さい。 また、 以下の点に注意し て く だ さ

い。

• 糊が露出し ている封筒はどのよ う な封筒で も使用でき ません。 た と え露出し ていな

く て も、 紙をはがすと 糊が現れる ワ ン タ ッチ式のタ イプも ご使用になれません。 糊

をカバーし ている小さ な台紙が、 プ リ ン タ内部ではがれ落ち る と 大き な故障の原因

と な り ます。

• 封筒に特殊加工のあ る タ イプも使用でき ません。 紐を巻き付け る丸い鳩目の打って

あ る ものや、 窓の開いている もの、 窓部にフ ィ ルム加工がされている ものなどは使

用でき ません。

• 紙詰ま り が起き る場合は、 一度にセ ッ ト する封筒の枚数を少な く し てみて く だ さい。

• 複数の封筒を印刷する際は、 紙詰ま り を避け る ため排紙 ト レ イに 10 枚以上残ら ない

よ う 注意し て く だ さい。

厚紙

厚い用紙はさばいて端を揃えてから、 手差し ト レ イにセ ッ ト し て く だ さい。 用紙によ っ

ては、 裏面にバ リ （紙を裁断し た際にでき る返し） があ る ものがあ り ます。 その場合は

用紙を平ら な と こ ろに置き、 2-9 ページのハガキ と 同様に定規のよ う な も ので軽 く 1 ～

2 回こする よ う にし て、 バ リ を取 り 除いて く だ さい。 バ リ のあ る ま ま印刷を行 う と 紙詰

ま り の原因にな り ます。

参考 バリ を取り除いても給紙されない場合は、 図の

よ う に用紙の先端を数 mm 上にそらせてから手

差し ト レ イにセ ッ ト し て く だ さい。
2-10



用紙について
カ ラー紙

カ ラー紙は 2-2 ページの用紙の基本仕様を満たすものでなければな り ません。 さ らに、

用紙に含まれている色素は印刷中の熱 （最高 200 ℃） に耐え る ものでなければな り ませ

ん。

プレ印刷用紙

印刷済み用紙は 2-2 ページの用紙の基本仕様を満たすものでなければな り ません。 着色

に使われている イ ン クはプ リ ン タでの印刷中の熱に耐え られる もので、 シ リ コ ンオイル

の影響を受けないものであ る こ と が必要です。 カレ ンダーなどに使われる表面加工を施

し てあ る紙は使用し ないで く だ さい。

再生紙

再生紙は、 用紙の白さ以外の項目が 2-2 ページの用紙の基本仕様を満たすものでなけれ

ばな り ません。

ご注意 再生紙は 2-2 ページの用紙の基本仕様のう ち、 保水度やパルプ含有率などの基本条件が

本機に使用するために必要な仕様を満た さ ないものがあ り ます。 このため、 再生紙は少

量を購入し て試し印刷を行っ て く だ さい。 印刷結果が良好で、 紙粉が極端に多 く ないも

のを選んで使用し て く だ さい。
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用紙について
用紙の収納

カセ ッ ト や手差し ト レ イに用紙を収納する手順について説明し ます。

ご注意 給紙カセ ッ ト や手差し ト レ イに用紙をセ ッ ト す

る際は、 図のよ う に用紙を さばき、 平ら な と こ

ろで用紙の端をよ く 揃えて く だ さい。

給紙カセ ッ ト の用紙の収納

給紙カセ ッ ト に用紙を収納する場合は、 次の手順で行って く だ さい。

1 給紙カセ ッ ト を、 プ リ ン タから引き出し て く だ

さい。

2 給紙カセ ッ ト のカセ ッ ト カバーを開けて く だ さ

い。

給紙カセ ッ ト

カセ ッ ト カバー
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用紙について
3 用紙ガ イ ド を調節し ます。 右側の用紙ガ イ ド にあ る リ リ ース レバーを押し ながら、 両手

で左右の用紙ガ イ ド を ス ラ イ ド させ、 用紙サイ ズに合わせます。

カセ ッ ト 内には、 用紙サイ ズの刻印があ り ます。

リ リースレバー

用紙ガイ ド
2-13



用紙について
4 ペーパース ト ッパを調節し ます。

①ペーパース ト ッパの リ リ ースボタ ンを押し な

がら、 ペーパース ト ッパを手前側に傾けて取 り

外し ます。

②使用する用紙に位置に合わせて、 ペーパース

ト ッパを取 り 付けます。

5 給紙カセ ッ ト の底板が固定される まで押し下げ

て く だ さい。

リ リースボタ ン

ペーパース ト ッパ

レジ ャーサイズ

Ａ3
JIS B4

リーガルサイズ

この位置は使用し ません

JIS B5

レ ターサイズ

A4/A5

底板
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用紙について
6 用紙の先端をそろえ、 印刷する面を下にし て入

れて く だ さい。

ご注意 • 一度にセ ッ ト できる用紙は、 用紙上限表示以下です。 この上限表示を超えないよ う

にし て く だ さい。

• 厚さ 0.11mm/ 枚 （80g/m2） で最大約 250 枚収納できます。

7 用紙の両端を給紙カセ ッ ト のツ メ の下に入れて

く ださ い。

8 カセ ッ ト カバーを閉めて く だ さい。

9 給紙カセ ッ ト を奥まで押し込んで く だ さい。

用紙上限表示

ツ メ
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用紙について
手差し ト レ イの用紙の収納

手差し ト レ イに用紙を収納する場合は、 次の手順で行って く だ さい。

1 手差し ト レ イ を手前に、 止ま る まで開いて く だ

さい。

2 サブ ト レ イ を引き出し て く だ さい。

3 用紙ガ イ ド の位置を調整し ます。 用紙サイ ズは

手差し ト レ イに刻印されていますので、 用紙ガ

イ ド を ス ラ イ ド させて、 使用する用紙サイ ズに

合わせて く だ さい。

4 用紙の先端をそろえて、 手差し ト レ イに入れて

く だ さい。

参考 一度にセ ッ ト できる用紙は、 厚さ 0.11mm/ 枚 （80g/m2） で最大約 100 枚収納です。

5 プ リ ン タの操作パネルで、 手差し ト レ イの用紙サイ ズを設定し て く だ さい。 詳し く は

1-82 ページの手差し ト レ イの用紙サイズ設定を参照し て く だ さい。

手差し ト レ イ

サブ ト レ イ

用紙ガイ ド
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3 日常のメ ンテナンス
こ の章では、 ト ナーコ ンテナの交換と 、 プ リ ン タ内部の清掃の方法について説明し ま

す。

• ト ナーコ ンテナの交換

• 廃棄 ト ナーボ ッ ク スの交換

• 清掃
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日常のメ ンテナンス
ト ナーコ ンテナの交換

ト ナーが残 り 少な く なる と 、 メ ッ セージデ ィ スプレ イに 「 ト ナーガ 　 スクナクナ リ マシ

タ」 が表示されます。 この メ ッ セージの表示後も そのま ま印刷を続ける こ と が可能です

が、 一定枚数の印刷を行 う と 「 ト ナーヲ 　 コウカ ンシテ クダサイ 　 ソウジ 　 モ 　 シテ ク

ダサイ」 が表示されて、 プ リ ン タは停止し ます。 最初の メ ッ セージが表示された ら早め

に ト ナーキ ッ ト を準備し て く だ さい。

ト ナーコ ンテナの交換時期

ト ナーコ ンテナは、 約 20,000 枚† 印刷する ご と に交換する必要があ り ます （A4 サイ ズ、

印刷率約 5 %、 ド ラ フ ト モード オフ時）。

ト ナーキ ッ ト の内容

• ト ナーコ ンテナ

• 廃棄 ト ナーボ ッ ク ス

• 清掃用布

• グ リ ッ ド ク リ ーナ

• 廃棄用ポ リ 袋 2 枚 （古い ト ナーコ ンテナおよび廃棄 ト ナーボ ッ ク ス用）

• 使用説明書

ご注意 • ト ナーコ ンテナの交換の際には、 フ ロ ッ ピーデ ィ スク などを近 く に置かないで く だ

さい。

• ト ナーコ ンテナの交換後は、 プ リ ン タ内部の清掃を行って く だ さい。 詳し く は 3-8

ページの清掃を参照し て く だ さい。

• プ リ ン タの ト ラ ブル防止や、 末永 く プ リ ン タ をご使用いただ く ため、 純正 ト ナー

キ ッ ト をご使用 く だ さい。 純正 ト ナーキ ッ ト 以外を使用し た場合は、 プ リ ン タの品

質を損な う などの ト ラ ブルの原因と な り ます。

† プ リ ン タに付属し ている ト ナーコ ンテナは、 上記と同じ条件で約 5,000 枚です。
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日常のメ ンテナンス
ト ナーコ ンテナの交換方法

参考 ト ナーコ ンテナの交換は、 プ リ ン タの電源を入れたまま行う こ とが可能です。

1 プ リ ン タの上部カバーを開いて く だ さい。

2 図のよ う に ト ナーコ ンテナ取外し レバーを矢印

方向に引いて、 古い ト ナーコ ンテナをプ リ ン タ

から取 り 出し て く ださい。 取 り 出し た ト ナーコ

ンテナは、 かたむけないよ う にし て く だ さい。

3 古い ト ナーコ ンテナは ト ナーが飛散し ないよ う

に、 新しい ト ナーキ ッ ト に付属し ている廃棄用

ポ リ 袋に密封し て処理し て く だ さい。

4 ト ナーキ ッ ト から新しい ト ナーコ ンテナを取 り

出し ます。 内部の ト ナーをほぐすため、 図のよ

う にラベル面を下にし てから矢印方向に 10 回以

上振って く だ さい。

上部カバー

ト ナーコ ンテナ
取外し レバー

古い ト ナー
コ ンテナ

古い ト ナー
コ ンテナ

廃棄用ポ リ袋

新しい ト ナー
コ ンテナ
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日常のメ ンテナンス
5 ト ナーコ ンテナの保護シールを引きはがし て く

ださい。

6 図のよ う に ト ナーコ ンテナを現像ユニ ッ ト の上

に装着し て く だ さい。

7 図のよ う に ト ナーコ ンテナ上部の [ こ こ を押す ]

の部分を、 カチ ッ と 手応えがあ る まで強 く 押し

て く だ さい。

ご注意 ト ナーコ ンテナが正し く 装着されたかを確認し て く だ さい。

保護シール

現像ユニ ッ ト
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日常のメ ンテナンス
8 上部カバーを閉めて く ださ い。

参考 当社では環境問題を考慮し、 使用済み ト ナーコ ンテナの無償回収を実施し てお り ます。

詳し く は、 ト ナーキ ッ ト に同梱されている 「 ト ナーコ ンテナ無償回収依頼書」 をご覧 く

だ さい。
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日常のメ ンテナンス
廃棄ト ナーボッ ク スの交換

廃棄 ト ナーボ ッ ク スの交換方法

ト ナーコ ンテナを交換する と きは、 同時に廃棄 ト ナーボ ッ ク ス を ト ナーキ ッ ト に付属し

ている新しい廃棄 ト ナーボ ッ ク ス と 交換し て く だ さい。

1 プ リ ン タの左カバーを開けて く だ さい。

2 図のよ う に古い廃棄 ト ナーボ ッ ク ス を取 り 外し

て く だ さい。

ご注意 廃棄 ト ナーボ ッ ク スを取り外す際は、 中の廃棄 ト ナーを こぼさ ないよ う注意し て く だ さ

い。 このため、 上部の開口部分を下向きに し ないで く だ さい。

3 廃棄 ト ナーボ ッ ク ス内部の ト ナーが こぼれない

よ う に、 図のよ う にキ ャ ッ プを し て く だ さい。

4 取 り 出し た古い廃棄 ト ナーボ ッ ク スは ト ナーが

飛散し ないよ う に、 新しい ト ナーキ ッ ト に付属

し ている廃棄用ポ リ 袋に密封し て処理し て く だ

さい。

古い廃棄 ト ナーボ ッ クス

左カバー

キャ ッ プ

古い廃棄
ト ナーボ ッ クス

廃棄用ポ リ袋
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日常のメ ンテナンス
5 ト ナーキ ッ ト から新しい廃棄 ト ナーボ ッ ク ス を

取 り 出し、 キ ャ ッ プを開けて く だ さい。

6 図のよ う に少し手前に傾けながらプ リ ン タに装

着し て く ださ い。

参考 廃棄 ト ナーボ ッ クスは多少手前に傾いた状態にな り ますが、 左カバーを閉める と正し く

プ リ ン タに装着されます。

7 左カバーを閉めて く だ さい。

ト ナーコ ンテナ と 、 廃棄 ト ナーボ ッ ク スの交換後は、 プ リ ン タ内部の清掃を行って く だ

さい。 3-8 ページの清掃を参照し て く だ さい。

新しい
廃棄 ト ナーボ ッ クス

キャ ッ プ

新しい廃棄
ト ナーボ ッ クス
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日常のメ ンテナンス
清掃

ト ナーキ ッ ト の交換時には、 メ イ ンチャージ ャユニ ッ ト と 給紙ユニ ッ ト を清掃し て く だ

さい。 また常に最良の印刷品質を保つために ト ナーキ ッ ト 交換時以外も、 定期的 （月に

一度程度） にプ リ ン タ内部の清掃を行って く だ さい。

参考 「 ト ナーヲ 　 コウカ ンシテ クダサイ 　 ソウジモ 　 シテ クダサイ」 がプ リ ン タに表示され

ていた状態で ト ナーコ ンテナを交換し た場合は、 交換後に表示が 「プ リ ン タ ヲ ソウジ

シテ カ イジ ョ  ヲ オシテ クダサイ」 と変わり ます。 以下の手順でプ リ ン タ内部を清掃し

た後、 ［印刷可 / 解除］ キーを押すと その表示は消え、 印刷が可能にな り ます。

メ イ ンチャージャの清掃 （ワイヤ部）

メ イ ンチャージ ャのワ イヤ部の清掃を次の手順で行って く だ さい。

1 プ リ ン タの左カバーを開けて く だ さい。

2 メ イ ンチャージ ャユニ ッ ト にあ る ク リ ーニング

ノ ブを、 図のよ う にゆっ く り と 止ま る まで引き

出し、 また戻し て く だ さい。 この動作を 2、 3 回

繰 り 返し て く だ さい。

メ イ ンチャージャ
ユニ ッ ト

左カバー

ク リーニング ノ ブ
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日常のメ ンテナンス
メ イ ンチャージ ャの清掃 （グ リ ッ ド部）

メ イ ンチャージ ャのグ リ ッ ド部の清掃は、 ト ナーキ ッ ト 交換時に行って く だ さい。

1 新しい ト ナーキ ッ ト に付属し ている グ リ ッ ド ク

リ ーナを保護袋から取 り 出し、 キ ャ ッ プを取 り

外し て く ださ い。

ご注意 グ リ ッ ド ク リーナのスポンジ部分は水を含んでいます。 この部分の乾燥を避けるため、

手早 く 清掃し て く だ さい。

2 グ リ ッ ド ク リ ーナのスポンジ側を上にし、 図の

よ う にプ リ ン タに取 り 付けて く だ さい。

3 メ イ ンチャージ ャユニ ッ ト を①のよ う に上に持

上げ、 ②のよ う に引き出し ます。 ③のよ う に出

し入れを 5 回以上繰 り 返し ます。

4 以上が終わった ら、 グ リ ッ ド ク リ ーナをプ リ ン タから取 り 外し て く だ さい。 グ リ ッ ド ク

リ ーナは再利用でき ません。 清掃後は処分し て く だ さい。

5 左カバーを閉めて く だ さい。

キャ ッ プ

グ リ ッ ド ク リ ーナ

スポンジ

メ イ ンチャージャ
ユニ ッ ト
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日常のメ ンテナンス
給紙ユニ ッ ト の清掃

給紙ユニ ッ ト が汚れる と 、 印刷し た用紙の裏が汚れる などの問題が起き る場合があ り ま

す。 給紙ユニ ッ ト は次の手順で清掃し て く だ さい。

1 給紙ユニ ッ ト 開閉レバーを引き上げて、 給紙ユ

ニ ッ ト を引き出し て く だ さい。

2 付属の ク リ ーニングブラ シで、 セパレータ部分に沿って清掃し て く だ さい。 ク リ ーニン

グブラ シは次回清掃時も使用し ますので、 大切に保管し て く だ さい。

3 ト ナーキ ッ ト に付属し ている清掃用布で、 レジス ト ローラ （金属） 部に付着し ている紙

粉や、 ペーパーラ ンプの汚れを拭き取って く だ さい。

給紙ユニ ッ ト
開閉レバー

給紙ユニ ッ ト

セパレータ部

ク リーニングブ ラシ

転写ローラ

清掃用布

ペーパー
ラ ンプ

転写ローラ
（黒色）

レジス ト ローラ （金属）
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日常のメ ンテナンス
ご注意 清掃中は転写ローラ （黒色のローラ） に触れないよ う に注意し て く だ さい。 印刷品質が

低下する原因にな り ます。

4 清掃終了後は給紙ユニ ッ ト を確実に閉めて く だ さい。
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日常のメ ンテナンス
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4 困った と きは
こ の章では、 プ リ ン タに問題が発生し た際の対処のしかたを説明し ます。 問題が解決で

き ない場合は、 お買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社）、 または当社サ

ポー ト セン ターにご連絡 く だ さい。 電話番号は最終ページをご覧 く だ さい。

• 一般的な問題

• 印刷品質の問題

• エラー メ ッ セージ

• 記憶装置のエラーコード

• 紙詰ま り の処置
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困った と きは
一般的な問題

問題と 見られる症状の中には、 お客様ご自身で解決でき る ものが少な く あ り ません。 こ

こ では、 このよ う な問題に対する処置方法について説明し ます。 プ リ ン タに何らかの問

題が発生し た場合は、 故障と お考えにな る前に以下のチェ ッ ク を行ってみて く だ さい。

さ らに、 次の点を確認し て く だ さい。

• プ リ ン タの電源を切ってから、 電源を入れて く だ さい。

• プ リ ン タに接続し ている コ ンピ ュータ を再起動し て く だ さい。

問題が解決されない場合は、 お買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社）、

または当社サポー ト セン ターにご連絡 く だ さい。 電話番号は最終ページをご覧 く だ さ

い。

現象 確認事項 処置

印刷品質が悪い。 4-3 ページの印刷品質の問題を参照し て く だ さい。

用紙が詰まった。 4-12 ページの紙詰ま りの処置を参照し て く だ さい。

電源を入れても、 操

作パネルに何も表示

されない。

フ ァ ンの回る音も し

ない。

電源コー ドがプ リ ン タ と コ ンセン ト

に差し込まれているか、 確認し て く

だ さい。

電源を一度切ってから、 電源コー ド を

確実に差し込み、 も う一度電源を入れ

なおし て く ださい。

電源スイ ッ チが ON

（｜） の位置になって

いるか確認し て く だ

さい。

電源スイ ッ チを ON の位置にし て く だ

さい。

ステータ スページは

正常に印刷するが、

コ ンピ ュータからの

データが正常に印刷

されない。

接続し ているケーブルを確認し て く

だ さい。

接続し ているケーブルを両端と も確実

に接続し て く ださい。 ケーブルを別の

ものと交換し てみて く ださい。

イ ン タ フ ェースの仕様については、 付

録 B イ ン タ フ ェースを参照し て く だ さ

い。

ネ ッ ト ワークへの接続を確認し て く

だ さい。

IP ア ド レス等の設定が正し く されてい

るか確認し て く ださい。 詳し く はネ ッ

ト ワーク管理者に確認し て く ださい。

プログラムフ ァ イルや、 アプ リ ケー

シ ョ ン ソ フ ト を調べてみて く だ さ

い。

別のフ ァ イルを印刷し てみて く ださ

い。 または、 別のアプ リ ケーシ ョ ンで

印刷し てみて く ださい。 ある一定の

フ ァ イルやアプ リ ケーシ ョ ンのみに問

題が発生するよ う であれば、 そのアプ

リ ケーシ ョ ンのプ リ ン タ設定等を確認

し て く ださい。
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困った と きは
印刷品質の問題

印刷品質の問題には、 印刷のム ラから白紙出力まで さ まざ まな症状があ り ます。 こ こ で

はそれぞれの症状に応じ た処置の方法を説明し ます。

印刷例 処置

何も印刷し ない。 現像ユニ ッ ト を確認し て く だ さい。

プ リ ン タの上部カバーを開き、 現像ユニ ッ ト が

正し く 装着されているか、 現像ユニ ッ ト と プ リ

ン タ を接続し ている コネク タが正し く 接続され

ているかを確認し て く だ さい。

ト ナーコ ンテナを確認し て く だ さい。

プ リ ン タの上部カバーを開き、 ト ナーコ ンテナ

がプ リ ン タに正し く 装着されているかを確認し

て く だ さい。 詳し く は 3-2 ページの ト ナーコ ン

テナの交換を参照し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト が正し く 動いているか

を確認し て く だ さい。

全体が真っ黒になる。 メ イ ンチャージャユニ ッ ト を確認し て く だ さい。

プ リ ン タの左カバーを開き、 メ イ ンチャージャ

ユニ ッ ト が正し く 装着されているかを確認し て

く だ さい。

白抜けや黒点や横線が印刷される。 メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さい。

プ リ ン タの左カバーを開き、 ワイヤク リーナを

使用し て、 メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さ

い。 詳し く は 3-8 ページのメ イ ンチャージャの

清掃 （ワイヤ部） を参照し て く だ さい。

A4 サイズ用紙の場合
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困った と きは
白や黒の縦線が入る。 「 ト ナー ガ スクナクナリ マシ タ」 が表示されて

いる と きは、 ト ナーコ ンテナを交換し て く だ さ

い。 詳し く は 3-2 ページの ト ナーコ ンテナの交

換を参照し て く だ さい

メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さい。

プ リ ン タの左カバーを開き、 ワイヤク リーナを

操作し て、 メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さ

い。 詳し く は 3-8 ページのメ イ ンチャージャの

清掃 （ワイヤ部） を参照し て く だ さい。

画像が薄い、 またはぼやける。 メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さい。

プ リ ン タの左カバーを開き、 ワイヤク リーナを

操作し て、 メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さ

い。 詳し く は 3-8 ページのメ イ ンチャージャの

清掃 （ワイヤ部） を参照し て く だ さい。

用紙種類の設定が正しいか確認し て く だ さい。

詳し く は 1-80 ページの用紙種類の設定を参照し

て く だ さい。

印刷濃度の設定が正しいか確認し て く だ さい。

詳し く は 1-69 ページの印刷濃度の調整を参照し

て く だ さい。

ド ラ フ ト モー ドがオンに設定されていないか確

認し て く だ さい。 詳し く は 1-67 ページの ド ラ フ

ト モー ドの設定を参照し く だ さい。

「 ト ナー ガ スクナクナリ マシ タ」 が表示されて

いる と きは、 ト ナーコ ンテナを交換し て く だ さ

い。 詳し く は 3-2 ページの ト ナーコ ンテナの交

換を参照し て く だ さい。

背景が灰色になる。 メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さい。

プ リ ン タの左カバーを開き、 ワイヤク リーナを

操作し て、 メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さ

い。 詳し く は 3-8 ページのメ イ ンチャージャの

清掃 （ワイヤ部） を参照し て く だ さい。

メ イ ンチャージャユニ ッ ト の装着を確認し て く

だ さい。

プ リ ン タの左カバーを開き、 メ イ ンチャージャ

ユニ ッ ト が正し く 装着されているか、 メ イ ン

チャージャユニ ッ ト が奥まで確実にセ ッ ト され

ているかを確認し て く だ さい。 詳し く は 3-8

ページのメ イ ンチャージャの清掃 （ワイヤ部）

を参照し て く だ さい。

印刷例 処置

給
紙

方
向

A3 サイズ用紙の場合
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困った と きは
用紙の先端や裏側が汚れる。 給紙ユニ ッ ト 内部を確認し て く だ さい。

給紙ユニ ッ ト を引き出し、 給紙ユニ ッ ト 内部が

ト ナーなどで汚れていないか確認し て く だ さい。

汚れている場合は、 ト ナーキ ッ ト に付属の清掃

用布で拭き取って く だ さい。 詳し く は 3-10 ペー

ジの給紙ユニ ッ ト の清掃を参照し て く だ さい。

メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さい。

プ リ ン タの左カバーを開き、 ワイヤク リーナを

操作し て、 メ イ ンチャージャ を清掃し て く だ さ

い。 詳し く は 3-8 ページのメ イ ンチャージャの

清掃 （ワイヤ部） を参照し て く だ さい。

印刷位置がずれる。 アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アが正し く 動いて

いるかを確認し て く だ さい。

印刷例 処置
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困った と きは
エラ ーメ ッ セージ

次の表は、 お客様が対処可能な メ ンテナン ス メ ッ セージの一覧です。 「サービスヲ オ ヨ

ビ クダサイ」 または 「Call service」 が表示された場合はプ リ ン タの電源を切 り 、 電源

コード を コ ンセン ト から抜いてお買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社）

にご連絡 く だ さい。

メ ッ セージ と と もにブザーが鳴る場合も あ り ます。 ブザーを止めるには、 ［キャ ンセル］

キーを押し て く だ さい。 

メ ッ セージ 処置

Call service 　
F###

プ リ ン タ コ ン ト ローラのエ ラーが発生し てプ リ ン タは停止し ま

し た。 「###」 の表示を メ モに控え、 その後プ リ ン タの電源を切

り、 電源プ ラグを コ ンセン ト から抜いてお買い上げの販売会社

（あるいは保守 ・ サービス会社） にご連絡 く だ さい。 

Call service 　
                F000

プ リ ン タ コ ン ト ローラ と操作パネル間のデータのやり取りがで

きません。 プ リ ン タの電源を切り、 電源プ ラグを コ ンセン ト か

ら抜いてお買い上げの販売会社 （あるいは保守 ・ サービス会

社） にご連絡 く だ さい。

e-MPS ヲホゾンデキマセン
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

e-MPS 機能を使った印刷時に、 RAM デ ィ スクの容量が不足し

ている、 または RAM デ ィ スクが無効と なっているため、 印刷

できませんで し た。 ［印刷可 / 解除］ キーを押すと、 エ ラーレ

ポー ト を出力し、 印刷可能な状態に戻り ます。

ID ガチガイマス

プ ラ イベー ト プ リ ン ト またはジ ョ ブ保留の印刷時に、 入力し た

アクセスコー ド と プ リ ン タ ド ラ イバで設定し たアクセスコー ド

が違います。 正しいアクセスコー ド を確認し て く だ さい。 プ ラ

イベー ト プ リ ン ト やジ ョ ブ保留については、 1-29 ページのプ ラ

イベー ト プ リ ン ト / ジ ョ ブ保留モー ド を参照し て く だ さい。

KPDL エラー      ##
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

KPDL （PostScript Level 3 互換のページ記述言語） のエ ラーで

す。 モー ド選択メ ニューから 「>KPDL エラー ノ  イ ンサツ」 を

選択し、 オンにする と エ ラーレポー ト が出力されます。 印刷を

再開するために ［印刷可 / 解除］ キーを押し ます。 印刷を中止

する場合は、 ［キャ ンセル］ キーを押し ます。 自動継続がオンの

と きは、 一定時間が経つと、 自動的に印刷を開始し ます。

1-105 ページの自動継続印刷の設定を参照し て く だ さい。

MK ヲ コウカンシテクダサイ メ ンテナンスキ ッ ト の交換が必要です。 メ ンテナンスキ ッ ト

は、 約 300,000 枚の印刷ご とに交換し ます。 お買い上げの販売

会社 （あるいは保守 ・ サービス会社） にご連絡 く だ さい。

RAM デ ィ スク エラー ##
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

RAM デ ィ スクエ ラーが起こ り ま し た。 「##」 にエ ラーコー ドが

表示されます。 RAM デ ィ スクエ ラーは 4-10 ページの記憶装置

のエ ラーコー ド を参照し て く だ さい。 ［印刷可 / 解除］ キーを

押すと、 印刷可能な状態に戻り ます。

VMB ガ イ ッパイデス 仮想メ ールボ ッ クスが満杯です。 仮想メ ールボ ッ クス内のジ ョ

ブを出力し て く だ さい。 仮想メ ールボ ッ クスについては、 1-32

ページの仮想メ ールボ ッ クス （VMB） 機能を参照し て く ださ

い。

イン タ フ ェースシ ヨ ウチュウ

使用中のイ ン タ フ ェースの設定を、 操作パネルで変更し よ う と

し ま し た。 このイ ン タ フ ェースのプ リ ン ト ジ ョ ブが完了するま

で待って く だ さい。

ウエ ト レ イ ノ
ヨ ウシヲ ト リ ノ ゾイテクダサイ

フ ェ イスダウン ト レ イに用紙がたま っています。 フ ェ イスダウ

ン ト レ イにある用紙をすべて取り除いて く だ さい。 フ ェ イスダ

ウン ト レ イには約 350 枚まで収納できます。 用紙をすべて取り

除 く と、 印刷が再開されます。
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困った と きは
ウエカバー ヲ
ト ジテクダサイ

プ リ ン タの上部カバーが開いています。 上部カバーを閉じ て く

だ さい。

オナジ メ モ リーカード ヲ
サシテクダサイ

誤った メ モ リーカー ド を挿入し ています。 メ モ リーカー ド を抜

いて、 正しい メ モ リーカー ド をスロ ッ ト に入れて く だ さい。 プ

リ ン タは再びデータの最初から読み取り ます。

カセ ッ ト 1 ノ  セ ッ テイ ガ
チガイマス

給紙カセ ッ ト 内のサイズ設定が正し く あ り ません。 使用する用

紙サイズにあわせて、 給紙カセ ッ ト 内の用紙ガイ ド とペーパー

ス ト ッパを正し く 設定し て く だ さい。 詳し く は 2-12 ページの

給紙カセ ッ ト の用紙の収納を参照し て く だ さい。

カセ ッ ト 1 ヲ イ レテクダサイ 給紙カセ ッ ト が入っていません。 表示された番号の給紙カセ ッ

ト を正し く 入れて く だ さい。 オプシ ョ ンのペーパーフ ィ ーダが

装着されている場合のみ給紙元の数字が表示されます。

カセ ッ ト 1 二
ヨ ウシガア リ マセン

給紙元の用紙がな く な り ま し た。 表示された給紙元 （給紙カ

セ ッ ト 、 手差し ト レ イまたはオプシ ョ ンのペーパーフ ィ ーダ）

に、 要求された用紙を補給し て く だ さい。

プ リ ン タの状態を示す メ ッ セージ （「プ リ ン ト  デキマス」、 「シ

バラ ク オマチクダサイ」、 「データ シ ョ リ チュウデス」、 「ペー

ジガ  ノ コ ッ テイマス」、 「ジ ド ウ カ イページチュウ」） が交互に

表示されます。 （コ ピー枚数を 2 枚以上に設定し ている場合、

「データ シ ョ リ チュウデス」 は、 交互表示されません。）

カセ ッ ト 1 カ ラ キュウシシマス
（用紙サイズ / 用紙種類）

印刷データ と一致し た給紙カセ ッ ト 内 （用紙サイズ、 用紙種

類） に用紙があ り ません。 操作パネルに表示された給紙カセ ッ

ト に用紙をセ ッ ト する と、 印刷を再開し ます。 オプシ ョ ンの

ペーパーフ ィ ーダが装着されている場合のみ給紙元の数字が表

示されます。 違う給紙元から印刷を し たい場合は、 1-85 ページ

の給紙カセ ッ ト の用紙種類の設定を参照し て く だ さい。

カ ミ ヅマ リデス
################

紙詰ま りが起こ り ま し た。 紙詰ま りの場所は、 「#...#」 に表示さ

れます。 詳し く は 4-12 ページの紙詰ま りの処置を参照し て く

だ さい。

キュウシケイロ ガ
アイテイマス

ペーパーフ ィ ーダに給紙カセ ッ ト が装着されていないか、 正し

く 装着されていません。 給紙カセ ッ ト を正し く 装着し て く だ さ

い。 オプシ ョ ンのペーパーフ ィ ーダを装着し、 下段のペーパー

フ ィ ーダを給紙元と し て選択し ている際に、 上段のペーパー

フ ィ ーダまたはプ リ ン タの給紙カセ ッ ト が正し く 装着されてい

ない場合に表示されます。

サービスヲ オ ヨ ビ クダサイ
　 　 　 ####:0123456

機械的なエ ラーが発生し てプ リ ン タは停止し ま し た。 「#」 に 4

桁の数字やアルフ ァベ ッ ト が表示され、 プ リ ン タの総印刷枚数

も同時に表示されます。 「#」 の表示を メ モに控え、 その後プ リ

ン タの電源を切り、 電源プ ラグを コ ンセン ト から抜いてお買い

上げの販売会社 （あるいは保守 ・ サービス会社） にご連絡 く だ

さい。

テザシ ト レ イ 二 ヨ ウシヲ イ レテ
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

KPDL エ ミ ュ レーシ ョ ン選択時に、 手差し ト レ イが優先モー ド

の場合は、 手差し ト レ イからの印刷は 1 枚ご とにこのメ ッ セー

ジが表示されます （手差し モー ド）。 手差し ト レ イに用紙が正

し く セ ッ ト されている こ と を確認し て、 ［印刷可 / 解除］ キーを

押し て く だ さい。 手差し ト レ イの優先モー ド については、 1-81

ページの手差し ト レ イモー ドの設定を参照し て く だ さい。

テザシ ト レ イ カ ラ キュウシシマス
（用紙サイズ / 用紙種類）

プ リ ン タに印刷データ と一致し た給紙カセ ッ ト （用紙サイズ /

用紙種類） があ り ません。 手差し ト レ イに用紙を入れて ［印刷

可 / 解除］ キーを押すと印刷を再開し ます。

メ ッ セージ 処置
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困った と きは
ト ナー ガ スクナクナリ マシ タ ト ナーが少な く な り ま し た。 新しい ト ナーコ ンテナに交換し て

く だ さい。 その後、 ト ナーカウン タ を リ セ ッ ト し て く だ さい。

詳し く は 3-2 ページの ト ナーコ ンテナの交換を参照し て く だ さ

い。

ト ナーヲ コウカ ンシテクダサイ
ソウジ モ シテクダサイ

ト ナーコ ンテナを交換し て く だ さい。 このメ ッ セージが表示さ

れている と きは、 プ リ ン タは動作し ません。

ハード デ ィ スク エラー  ##
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

ハー ド デ ィ スク （オプシ ョ ン） エ ラーが起こ り ま し た。 「##」

にそのエ ラーコー ドが表示されます。 詳し く は 4-10 ページの

記憶装置のエ ラーコー ド を参照し て く だ さい。 ［印刷可 / 解除］

キーを押すと、 印刷可能な状態に戻り ます。

ハード デ ィ スク ノ
フ ォーマ ッ ト  ヲ シテクダサイ

ハー ド デ ィ スク （オプシ ョ ン） がフ ォーマ ッ ト されていませ

ん。 ハー ド デ ィ スク を フ ォーマ ッ ト し て く だ さい。 詳し く は

ハー ド デ ィ スクの使用説明書を参照し て く だ さい。

ハイキ ト ナーボッ クス ノ 
コウカン ガ ヒ ツ ヨ ウデス

廃棄 ト ナーボ ッ クスがほぼ満杯です。 廃棄 ト ナーボ ッ クスを交

換し て く だ さい。

ハイキ ト ナーボッ クス ヲ
ソウチャ クシテクダサイ

廃棄 ト ナーボ ッ クスが装着されていません。 廃棄 ト ナーボ ッ ク

スを装着し て く だ さい。

ヒダ リ カバー ヲ
ト ジテクダサイ

プ リ ン タの左カバーが開いています。 左カバーを閉じ て く だ さ

い。

フ ァ イル ガ ア リ マセン
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

ハー ド デ ィ スク （オプシ ョ ン）、 RAM デ ィ スク、 またはメ モ

リーカー ド に指定し たフ ァ イルがあり ません。 または、 仮想

メ ールボ ッ クスの ト レ イにデータがないか、 指定し た ト レ イが

あり ません。 ハー ド デ ィ スク、 RAM デ ィ スク、 メ モ リーカー ド

については、 1-70 ページを参照し て く だ さい。 仮想メ ールボ ッ

クスについては 1-32 ページを参照し て く ださい。 自動継続が

オンのと きは、 一定時間が経つと、 自動的に印刷を開始し ま

す。 1-105 ページを参照し て く だ さい。

プ リ ン タ ヲ ソウジシテ
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

プ リ ン タ内部を清掃し て く だ さい。 詳し く は 3-8 ページの清掃 

を参照し て く だ さい。

「 ト ナーヲ コウカ ンシテ クダサイ ソウジ モ シテ クダサイ」 が

表示された後に ト ナーコ ンテナを交換し た場合、 このメ ッ セー

ジが表示されます。 プ リ ン タ内部を清掃し、 ［印刷可 / 解除］ 

キーを押すと印刷可能な状態に戻り ます。

プ リ ン ト  オーバーラ ン 
カ イジ ョ  ヲ オシテクダ

メ モ リー不足のため、 現在の印刷を処理できません。 データが

複雑過ぎます。 ［印刷可 / 解除］ キーを押すと、 途中までの

データは印刷されます。 ［キャ ンセル］ キーを押すと、 印刷を

中止できます。 ステータ スページを印刷する と、 現在のメ モ

リー量を確認する こ とができます。 自動継続がオンの場合は、

一定時間が経つと自動的に印刷を開始し ます。 1-105 ページを

参照し て く だ さい。

メ モ リー ガ フ ソ クシテイマス プ リ ン タの内部メ モ リーが不足し ています。 メ モ リーを追加し

て く だ さい。 または、 不必要なダウンロー ド フ ォ ン ト フ ォ ン ト

やマク ロを削除し て く だ さい。

メ ッ セージ 処置
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困った と きは
メ モ リ フ ソ ク ノ タ メ 
インサツガ カン ソ カサレマシ タ

メ モ リー不足のため、 設定し た解像度では印刷できませんで し

た。 プ リ ン タに メ モ リーを増設するか解像度を変更し て く だ さ

い。 メ モ リー増設については、 付録 C オプシ ョ ンについてを参

照し て く だ さい。

メ モ リーオーバーフ ロー
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

プ リ ン タのメ モ リーが不足し ています。 ステータ スページを印

刷する と、 現在のメ モ リー量を確認する こ とができます。

メ モ リーを増設し て く だ さい。 印刷を再開するには ［印刷可 /

解除］ キーを押し ます。 印刷を中止する場合は、 ［キャ ンセル］

キーを押し ます。 自動継続がオンの場合は、 一定時間が経つと

自動的に印刷を開始し ます。 1-105 ページを参照し て く だ さい。

メ モ リーカード エラー   ##
カ イジ ョ  ヲ オシテクダサイ

メ モ リーカー ド エ ラーが起こ り ま し た。 「##」 にエ ラーコー ド

が表示されています。 詳し く は 4-10 ページのメ モ リーカー ド

エ ラー ## を参照し て く だ さい。 ［印刷可 / 解除］ キーを押す

と、 印刷可能な状態に戻り ます。

メ モ リーカード エラー
　 カード ガ ヌ カ レマシ タ

読み取り中に メ モ リーカー ドが抜かれま し た。 同じ メ モ リー

カー ド をスロ ッ ト に入れる と、 プ リ ン タは再びデータの最初か

ら読み取り ます。 「オナジ メ モ リーカー ド ヲ サシテ クダサイ」

も参照し て く だ さい。

メ モ リーカード ノ  
フ ォーマ ッ ト  ヲ シテクダサイ

メ モ リーカー ドがフ ォーマ ッ ト されてないため、 データの読み

取り または書き込みができません。 メ モ リーカー ド を フ ォー

マ ッ ト し て く だ さい。 詳し く は 1-70 ページのメ モ リーカー ド

の操作を参照し て く だ さい。

リ ョ ウ メ ンインサツ ノ ウシロ
カバー ヲ ト ジテクダサイ

両面ユニ ッ ト （オプシ ョ ン） の後カバーが開いています。 後カ

バーを閉めて く だ さい。

リ ョ ウ メ ンハンテンユニ ッ ト  ヲ
ソウチャ クシテクダサイ

両面ユニ ッ ト （オプシ ョ ン） の反転ユニ ッ ト が装着されていま

せん。 正し く 装着し て く だ さい。

メ ッ セージ 処置
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困った と きは
記憶装置のエラ ーコ ード

ハー ド デ ィ スク （オプシ ョ ン） エラー ##

「##」 に表示されるエラーコード （数字） を確認し て、 以下を参照し て く だ さい。

メ モ リーカー ド エ ラー##

「##」 に表示されるエラーコード （数字） を確認し て、 以下を参照し て く だ さい。

RAM デ ィ スク エ ラー ##

「##」 に表示されるエラーコード （数字） を確認し て、 以下を参照し て く だ さい。

コー ド 意味

01 ハー ド デ ィ スクのフ ォーマ ッ ト エラーです。 再度プ リ ン タの電源を入れ直し てみて く だ

さい。

02 デ ィ スク システムがイ ンス ト ールされていません。 システムおよび機器に必要な環境を

確認し て く ださい。

04 ハー ド デ ィ スクに必要な容量が不足し ています。 ハー ド デ ィ スク内のデータ を整理し、

領域を拡大し て く ださい。

06 ハー ド デ ィ スクに必要な メ モ リーが不足し ています。 メ モ リーの拡張を行って く だ さ

い。

10 ホス ト データがハー ド デ ィ スクにスプールされているので、 フ ォーマ ッ ト できません。

「プ リ ン ト  デキマス」 になってから フ ォーマ ッ ト し て く ださい。

85 VMB: 仮想メ ールボ ッ クスの ト レ イの名称が不正です。 正しい名称を設定し て く だ さい。

97 文書データが制限値に達し てお り、 これ以上保存できません。 文書データ を整理する

か、 制限値を上げて く ださい。

98 読み取れないページがあ り ます。

99 指定された ID に対する文書データが存在し ません。

コー ド 意味

01 メ モ リーカー ドがこのプ リ ン タの仕様に適し ていません。 または壊れています。 適応す

る メ モ リーカー ド を挿入し て く ださい。 詳し く は C-6 ページのその他のオプシ ョ ンを

参照し て く ださい。

02 メ モ リーカー ドが装着されていません。 メ モ リーカー ドの使用に必要な環境を確認し て

く ださい。

04 メ モ リーカー ドの容量が不足し ています。 不要なフ ァ イルを削除するなど し て く だ さ

い。

06 プ リ ン タのメ モ リーが足り ません。 プ リ ン タにオプシ ョ ンの拡張メ モ リーを増設し て く

ださい。

コー ド 意味

01 フ ォーマ ッ ト エラーです。 再度プ リ ン タの電源を入れ直し てみて く だ さい。
4-10



困った と きは
02 RAM デ ィ スクモー ドがオフになっています。 RAM デ ィ スクモー ド をオンにし て く だ さ

い。

04 RAM デ ィ スクの容量が不足し ています。

RAM デ ィ スク内のデータ を整理し てから、 再度作業を行って く だ さい。 または、 RAM

デ ィ スクの領域を拡大し て く だ さい。

06 デ ィ スクシステムで使用できる メ モ リーが足り ません。 プ リ ン タにオプシ ョ ンの拡張メ

モ リーを増設し て く だ さい。

コー ド 意味
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困った と きは
紙詰まり の処置

用紙がプ リ ン タ内で詰ま った と きや、 用紙が給紙カセ ッ ト よ り 給紙されなかった と き な

どにはプ リ ン タは停止し、 紙詰ま り の メ ッ セージ と 紙詰ま り 発生位置を表示し ます。 詰

ま った用紙を取 り 除 く と 通常の状態に戻 り 、 印刷が再開し ます。

紙詰ま り の メ ッ セージが表示された場合、 プ リ ン タはオフ ラ イ ンにな り ます。

メ ッ セージ と 紙詰ま り 位置の詳細は以下の と お り です。 参照ページを参照し て、 詰ま っ

た用紙を取 り 除いて く だ さい。

紙詰ま り メ ッ セージ 内容 参照ページ

カ ミ ヅマ リデス
テザシ ト レ イ

手差し ト レ イで紙詰ま り を起こ し ています。 4-14 ページ

カ ミ ヅマ リデス
ホン タ イ

給紙カセ ッ ト も し く はプ リ ン タ内部で紙詰ま り を

起こ し ています。 

4-14 ページ

4-15 ページ

カ ミ ヅマ リデス
カセ ッ ト 2(3)

オプシ ョ ンのペーパーフ ィ ーダの給紙カセ ッ ト で

紙詰ま り を起こ し ています。

4-16 ページ

カ ミ ヅマ リデス
リ ョ ウ メ ンインサツ ユニ ッ ト

オプシ ョ ンの両面ユニ ッ ト の後カバー内部または

反転ユニ ッ ト で紙詰ま り を起こ し ています。

4-16 ページ

フ ェ イスア ッ プ ト レ イ （オプシ ョ ン）

PT-3

両面ユニ ッ ト （オプシ ョ ン）

DU-25

手差し ト レ イ

給紙カセ ッ ト

ペーパー

フ ィ ーダ

（オプシ ョ ン）

PF-26
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困った と きは
紙詰ま り について

紙詰ま り がしばしば起こ る場合は、 用紙の仕様が本機に合っていない可能性が考え られ

ますので、 用紙の種類を変えてみて く だ さい。 用紙の仕様については 2 用紙についてを

参照し て く だ さい。 用紙を変えて試し てみて も、 紙詰ま り がしばしば起こ る場合は、 プ

リ ン タに何らかの問題があ る場合が考え られますので、 お買い上げの販売会社 （あ るい

は保守 ・ サービ ス会社） にご連絡 く だ さい。

ご注意 詰ま った用紙を取り除 く 際は、 プ リ ン タ内に紙片を残さ ないよ う ご注意 く だ さい。

紙詰ま り を起こ し たページは、 紙詰ま り が発生し た場所によ って再印刷されない場合が

あ り ます。

オン ラ イ ンヘルプ メ ッ セージ

本機はオン ラ イ ンヘルプ メ ッ セージ機能によ り 、 紙詰ま り の処理方法が メ ッ セージデ ィ

スプレ イに表示されます。 紙詰ま り の メ ッ セージが表示された場合は、 ［ ］ キーを押

し て く だ さい。 オン ラ イ ンヘルプ メ ッ セージは ［∨］ キーで次の手順の メ ッ セージが表

示され、 ［∧］ キーで前の手順に戻 り ます。

紙詰ま り の際はオン ラ イ ンヘルプ メ ッ セージを利用し て、 紙詰ま り の処理をする こ と が

でき ます。

?
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困った と きは
手差し ト レ イでの紙詰ま り

手差し ト レ イで紙詰ま り が起き た場合は、 次の手順で詰ま った用紙を取 り 除いて く ださ

い。

1 手差し ト レ イに詰ま った用紙を取 り 除いて く だ

さい。

2 プ リ ン タの上部カバーを開閉し て く だ さい。 紙

詰ま り のエラーが解除されます。

給紙カセ ッ ト 内での紙詰ま り

給紙カセ ッ ト で紙詰ま り が起き た場合は、 次の手順で詰ま った用紙を取 り 除いて く ださ

い。

1 給紙カセ ッ ト を引き出し、 詰ま った用紙を取 り

除いて く だ さい。

ご注意 詰ま った用紙が給紙ユニ ッ ト まで達し ている場合は、 次の給紙ユニ ッ ト での紙詰ま り に

し たがって、 詰ま った用紙を取り除いて く だ さい。

2 プ リ ン タの上部カバーを開閉し て く だ さい。 紙

詰ま り のエラーが解除されます。

上部カバー

給紙カセ ッ ト

上部カバー
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困った と きは
給紙ユニ ッ ト での紙詰ま り

給紙ユニ ッ ト で紙詰ま り が起き た場合は、 次の手順で詰ま った用紙を取 り 除いて く だ さ

い。

1 給紙ユニ ッ ト 開閉レバーを引き上げて、 給紙ユ

ニ ッ ト を引き出し て く ださ い。

2 詰ま った用紙がレジス ト ローラ まで達し ていな

い場合は、 イ ラ ス ト （A） のよ う に詰ま った用紙

を取 り 出し て く ださ い。 詰ま った用紙がレジス

ト ローラ まで達し ている場合は、 イ ラ ス ト （B）

のよ う に詰ま った用紙を取 り 出し て く だ さい。

3 後カバーを開けて、 詰ま っている用紙を取 り 除

いて く だ さい。

ご注意 後カバー内部は高温になっ ています。 火傷のおそれがあ り ますので、 用紙を取り除 く 際

はご注意 く だ さい。

4 給紙ユニ ッ ト を元に戻し て く だ さい。

給紙ユニ ッ ト
レバー

給紙ユニ ッ ト

レジス ト ローラ
（金属）

(A)

レジス ト ローラ
（金属）

(B)

後カバー
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困った と きは
ペーパーフ ィ ーダ （オプシ ョ ン） の給紙カセ ッ ト での紙詰ま り

ペーパーフ ィ ーダの給紙カセ ッ ト で紙詰ま り が起き た場合は、 ペーパーフ ィ ーダの使用

説明書を参照し て、 詰ま った用紙を取 り 除いて く だ さい。

両面ユニ ッ ト （オプシ ョ ン） での紙詰ま り

両面ユニ ッ ト で紙詰ま り が起き た場合は、 両面ユニ ッ ト の使用説明書を参照し て、 詰

ま った用紙を取 り 除いて く だ さい。
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5 フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
本プ リ ン タは、 印刷設定に関する各種の情報を内部 メ モ リ ーに記憶し ています。 これら

の情報はプ リ ス ク ラ イブ FRPO コマン ド によ ってフ ァーム ウ ェ アパラ メ ータ と し て登

録 ・ 変更でき、 電源投入時のプ リ ン タの初期状態と し て設定されます。 本章では FRPO

コマン ド と 、 そのパラ メ ータの使用例を説明し ます。

• フ ァーム ウ ェ ア設定

• 各イ ン タ フ ェース独立 FRPO パラ メ ータ

• イ ン タ フ ェース共有 FRPO パラ メ ータ
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
フ ァ ームウェ ア設定

現在の FRPO パラ メ ータの設定値は、 サービ ス ステータ スページで確認する こ と ができ

ます。

参考 FRPO パラ メ ータ を変更する前に、 サービスステータ スページを印刷し てお く こ と をお

すすめし ます。 なお、 FRPO INIT コ マン ド ですべての FRPO パラ メ ータ を、 プ リ ン タの

初期状態にも どすこ と も できます （!R! FRPO INIT; EXIT;）。

FRPO コ マン ドは以下の書式で実行し ます。

!R! FRPO パラ メ ータ , 設定値 ; EXIT;

エ ミ ュ レーシ ョ ンを PC-PR201/65A に設定する例

!R! FRPO P1, 11; EXIT;
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
各イ ンタ フ ェ ース独立 FRPO パラ メ ータ

項目 FRPO 設定値 工場設定

上マージン A1

A2

イ ンチ単位の整数部分

1/100 イ ンチ単位の小数部分

0

0

左マージン A3

A4

イ ンチ単位の整数部分

1/100 イ ンチ単位の小数部分

0

0

ページの長さ A5

A6

イ ンチ単位の整数部分

1/100 イ ンチ単位の小数部分

17

30

ページの幅 A7

A8

イ ンチ単位の整数部分

1/100 イ ンチ単位の小数部分

17

30

ページ方向 C1 0: 縦置き （ポー ト レー ト ）

1: 横置き （ラ ン ド スケープ）

0

起動フ ォ ン ト † C2

C3

C5

起動フ ォ ン ト 番号の中 2 桁

起動フ ォ ン ト 番号の最後 2 桁

起動フ ォ ン ト 番号の最初の 2 桁

00

00

00

PCL フ ォ ン ト 選択範囲 C8 0:  全内部フ ォ ン ト を選択対象とする

1:  ビ ッ ト マ ッ プ フ ォ ン ト を対象外とする

0

KC-GL オプシ ョ ン G0 0: A モー ド / フ ォームフ ィ ー ド付

1: B モー ド ( ページ中央 ) / フ ォームフ ィ ー ド付

2: A モー ド / ペンをス ト ールへ戻す

3: B モー ド / ペンをス ト ールへ戻す

4: A モー ド固定 / フ ォームフ ィ ー ド付

6: A モー ド固定

0

KC-GL ペン幅 G1-8 0 ～ 99 ド ッ ト 01/02/03/04/

05/06/07/08

イ ン タ フ ェース ・ タ イムアウ ト J2 5 秒単位 6 （30 秒）

自動改行モー ド J7 0:  自動改行する

1:  自動改行し ない

0

KC-GL 縮小モー ド J9 0:  オフ

1:  A2

2:  A1

3:  A0

4:  B3

5:  B2

6:  B1

7:  B0

0

印刷範囲横補正† K0 -3 ～ +3 （正数部）、 単位はセンチ 0

K1 -99 ～ +99 （小数部）、 単位は 1/100 センチ 0

印刷範囲縦補正† K2 -3 ～ +3 （正数部）、 単位はセンチ 0

K3 -99 ～ +99 （小数部）、 単位は 1/100 センチ 0
5-3



フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
起動時の漢字ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ォ

ン ト

K4 0: V7 と同じ

1: 明朝体 40 ド ッ ト

2: ゴシ ッ ク体 40 ド ッ ト

5: 明朝体 48 ド ッ ト

6: ゴシ ッ ク体 48 ド ッ ト

0

新旧 JIS コー ドの切り換え

（E-22 ページ参照）

K6 0: 新 JIS モー ド

1: 旧 JIS モー ド

0

パラ レルイ ン タ フ ェース ・

モー ド † †

O0 0: 標準モー ド

1: 高速モー ド

5: ニブル （高速） モー ド

70: 自動モー ド

70

パラ レルラ イ ン制御† † O2 0: ラ イ ン制御オフ

2: PCL 互換

0

起動時エ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド P1 6: PCL 6 　

8: KC-GL (HP 7550A) 　

9: KPDL 　

11: PC-PR201/65A 　

12: IBM 5577 　

13: VP-1000

15: FMPR-359F1

6

キャ リ ッ ジ リ ターン (CR) の処理† P2 0: 無視

1: CR 　

2: CR+LF 　

1

改行 (LF) の処理† P3 0: 無視

1: LF 　

2: CR+LF 　

1

KPDL 自動切替え P4 0: な し

1: 自動切替え

0

KPDL 自動切替えエ ミ ュ レーシ ョ

ン 

P5 P1 と同じ （9 を除 く ） 6

FMPR-359F1 エ ミ ュ レーシ ョ ン時

のモー ド

P6 0: FM モー ド

1: F9450 モー ド

0

項目 FRPO 設定値 工場設定
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
AES オプシ ョ ン 1- 自動エ ミ ュ

レーシ ョ ン切り換え （AES） が起

動するページ排出コマン ド および

処理動作

P7 ・ AES 起動後、 KPDL または自動切換先 ( 代替 ) エ ミ ュ

レーシ ョ ンのどち らにも該当し ないデータは KPDL で

処理

0: すべてのページ排出コマン ド で AES 起動

1: な し

2: すべてのページ排出コマン ド およびプ リ スク ラ イブ

EXIT コマン ド で AES 起動

3: プ リ スク ラ イブ EXIT コ マン ドのみで AES 起動

4: ^L コ マン ドのみで AES 起動

6: プ リ スク ラ イブ EXIT コ マン ド および ^ L コマン ド で

AES 起動

・ AES 起動後、 KPDL または自動切換先 ( 代替 ) エ ミ ュ

レーシ ョ ンのどち らにも該当し ないデータは代替エ

ミ ュ レーシ ョ ンで処理

10: すべてのページ排出コマン ド およびプ リ スク ラ イブ

EXIT コマン ド で AES 起動

10

AES オプシ ョ ン 2 - プ リ スク ラ イ

ブ !R! コマン ド受信後のエ ミ ュ

レーシ ョ ン

P8 0: 現在のエ ミ ュ レーシ ョ ン

1: 初期設定エ ミ ュ レーシ ョ ン （P1） に変更

2: 代替エ ミ ュ レーシ ョ ン （P5） に変更

2

行間隔† U0 イ ンチあた りの行数 / 整数部分 6

行間隔† U1 イ ンチあた りの行数 / 小数部分 0

文字間隔† U2 イ ンチあた りの文字数 / 整数部分 10

文字間隔† U3 イ ンチあた りの文字数 / 小数部分 0

内蔵フ ォ ン ト の国別コー ド U6 0: US 

1: フ ラ ンス

2: ド イ ツ

3: イギリ ス

4: デンマーク

5: スウ ェーデン

6: イ タ リ ア

7: スペイ ン

8: 日本

9: US リーガル

10: IBM PC-850 （マルチ言語）

11: IBM PC-860 （ポル ト ガル語）

12: IBM PC-863 （カナダフ ラ ンス語）

13: IBM PC-865 （ノルウ ェー語）

14: ノルウ ェー語

15: デンマーク語 2

16: スペイ ン語 2

17: ラテンア メ リ カ

0

シンボルセ ッ ト U7 0: エ ミ ュ レーシ ョ ン と同じ

1: IBM

6: HP Roman-8 

0

項目 FRPO 設定値 工場設定
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
初期 ANK アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト サ

イズ†

V0 起動時の ANK アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト サイズの整数

上位 2 桁 / 設定有効範囲値 ： 00 ～ 09

00

V1 起動時の ANK アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト サイズの整数

下位 2 桁 / 設定有効範囲値 ： 00 ～ 99

12

V2 起動時の ANK アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト サイズの小数 2 桁

設定有効値 ： 00, 25, 50, 75

00

初期 ANK アウ ト ラ イン フ ォ ン ト 名† V3 起動時の ANK アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト 名 -

初期漢字アウト ラインフォント サイ

ズ†

V4 起動時の漢字アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト サイズの整数

上位 2 桁 / 設定有効範囲 :00 ～ 09

00

V5 起動時の漢字アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト サイズの整数

下位 2 桁 / 設定有効範囲 :00 ～ 99

10

V6 起動時の漢字アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト サイズの小数 2 桁

設定有効値 :00, 25, 50, 75

00

初期漢字アウト ラ イ ンフ ォ ント 名† V7 起動時の漢字アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト 名 DFHSMINCHO-

W3

† エ ミ ュ レーシ ョ ンによ っては無視されます。

† † 設定後はプ リ ン タの電源を一度切るか、 リ セ ッ ト 後に有効です。

項目 FRPO 設定値 工場設定
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
イ ンタ フ ェ ース共有 FRPO パラ メ ータ

項目 FRPO 　 設定値 工場設定

起動時のパターン解像度 B8 0: 300 dpi

1: 600 dpi

0

起動時の排紙先 C7 1: 上 ト レ イ

2: 後 ト レ イ

1

警告ブザー設定 D2 0: オフ

1: オン

0

用紙サイズエラー制御 D3 0: オフ

1: オン

2: 手差し ト レ イへの給紙元切り替え

0

印刷濃度設定 D4 1: 薄い

2: やや薄い

3: 標準

4: やや濃い

5: 濃い

3

バッ フ ァ フルのし きい値† H6 0 ～ 99 受信データバッ フ ァサイズのパーセン ト 90

バッ フ ァ限界値† H7 0 ～ 99 受信データバッ フ ァサイズのパーセン ト 70

受信データバッ フ ァ容量† H8 0 ～ 99 FRPO S5 の値で積算 （0: 5 K バイ ト ） 10

改ページ待ち時間 H9 0 ～ 99 　 5 秒単位 （0: オフ） 0

メ モ リーカー ドの起動パーテ ィ

シ ョ ン登録

I0 15 バイ ト 以内の " パーテ ィ シ ョ ン名 " または ' パーテ ィ

シ ョ ン名 '

－

オプシ ョ ン ・ ネ ッ ト ワーク イ ン タ

フ ェースジ ョ ブ制御† †

I7 0: な し

1: ^L （=0CH） を付加

2: ^D （=04H） を付加

3: ^L （=0CH） +^D （=04H） を付加

7: ^D （=04H） +^L （=0CH） を付加

0

イ ン タ フ ェースジ ョ ブ制御 I8 0: な し

1: ^L （=0CH） を付加

2: ^D （=04H） を付加

3: ^L （=0CH） +^D （=04H） を付加

7: ^D （=04H） +^L （=0CH） を付加

0

縮小率 J0 0: 100 %

5: 70 %

6: 81 %

7: 86 %

8: 94 %

9: 98 %

0

ステータ ス送信制御 M1 0: な し

1: ステータ スを送信

0
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
起動時のイ ン タ フ ェース† M2 2: パラ レルイ ン タ フ ェース

3: ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース

4: オプシ ョ ン イ ン タ フ ェース

5: USB イ ン タ フ ェース

3

バッ フ ァサイズオプシ ョ ン† M3 0: 自動

1: バッ フ ァサイズを指定 （固定）

プ リ ン タの各イ ン タ フ ェースのバッ フ ァサイズは M4

から M7 のバッ フ ァ比率と し て指定

1

バッ フ ァサイズ比率 （1） † M4 第 1 バッ フ ァの比率 1

バッ フ ァサイズ比率 （2） † M5 第 2 バッ フ ァの比率 3

バッ フ ァサイズ比率 （3） † M6 第 3 バッ フ ァの比率 10

バッ フ ァサイズ比率 （4） † M7 第 4 バッ フ ァの比率 5

KIR の設定 N0 0: オフ

2: オン 

2

両面印刷モー ドの選択

（両面ユニ ッ ト ［DU-25］

装着時）

N4 0: オフ

1: ロングエ ッ ジモー ド （長辺綴じ）

2: シ ョ ー ト エ ッ ジモー ド （短辺綴じ）

0

オー ト ス リープ時間 N5 1 ～ 48 　 5 分単位 （5 ～ 240 分 ［0: オフ］） 6 （30 分）

ド ラ フ ト モー ド設定 N6 0: オフ

2: オン 

0

システム解像度 N8 0: 300 dpi

1: 600 dpi

1

PCL リ ソース保護 N9 0: オフ

1: パーマネン ト リ ソースを保護し て環境を リ セ ッ ト

2: パーマネン ト / テンポラ リ ・ リ ソースを保護

1

コマン ド認識文字 P9 33 ～ 99 の ASCII コー ド 82 （R）

自動カセ ッ ト 切替え R1 0: オフ

用紙が無 く なった際に指定カセ ッ ト 間で自動切り替え

1: 給紙カセ ッ ト 1 ←→ 2

2: 給紙カセ ッ ト 2 ←→ 3

3: 給紙カセ ッ ト 1 ←→ 3

4: 給紙カセ ッ ト 1 → 3 → 2 → 1

99: プ リ ン タに装着し ている全てのペーパーフ ィ ーダ間で

切り替え （手差し ト レ イがカセ ッ ト モー ド時は手差し

ト レ イ を含む）

99

項目 FRPO 　 設定値 工場設定
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
用紙サイズ R2 0: 給紙カセ ッ ト のサイズ （R4 参照）

1: モナーク

2: エンベロープ #10

3: エンベロープ DL 　

4: エンベロープ C5 　

5: エグゼクテ ィ ブ

6: レ ターサイズ

7: リーガルサイズ

8: ISO A4 　

9: JIS B5

10: ISO A3

11: JIS B4

12: レジャーサイズ

13: ISO A5 　

14: ISO A6 　

15: JIS B6 　

16: エンベロープ #9

17: エンベロープ #6

18: ISO B5 　

19: カス タムサイズ

20: B4 → A4 縮小

21: A3 → A4 縮小

22: A4 → A4 98% 縮小

23: ス ト ッ ク フ ォーム→ A4 縮小

24: ス ト ッ ク フ ォーム→ B4 縮小

30: エンベロープ C4

31: はがき

32: 往復はがき

0

初期給紙元 R4 0: 手差し ト レ イ

1: カセ ッ ト 1

2: カセ ッ ト 2

3: カセ ッ ト 3

1

ページ保護モー ド R5 1: 自動

4: オン

1

手差し ト レ イの用紙サイズ R7 0: 最大用紙サイズ

その他のパラ メ ータは R2 と同じ

8

ホス ト バッ フ ァサイズ積算値†

（H8 の値と積算）

S5 0: 10 KB

1: 100 KB

2: 1 MB

1

RAM デ ィ スクサイズ S6 1 ～ 1024 MB 単位 50

RAM デ ィ スク モー ド S7 0: オフ

1: オン

0

項目 FRPO 　 設定値 工場設定
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
手差し ト レ イ給紙モー ド † T0 0: カセ ッ ト モー ド

1: 優先モー ド

0

ワイ ド A4 モー ド

(10 pt ピ ッ チ、 78 字 / 行 )

T6 0: オフ

1: オン

0

手差し ト レ イの給紙方向 (A4) T8 0: 縦

1: 横

1

起動時のステータ スページの印刷 U5 0: 印刷し ない

1: 印刷する

0

プ リ ン タ ド ラ イバ優先カセ ッ ト 選

択モー ド

X9 0: 用紙種類の設定によ って給紙先を切り替え （PCL 5E）

ド ラ イバの給紙先指定を優先 （PCL XL）

1: 用紙サイズの設定によ って給紙先を切り替え (PCL 5E)

ド ラ イバの給紙先指定を優先 （PCL XL） )

8: 用紙種類の設定によ って給紙先を切り替え (PCL 5E)

用紙のサイズおよび種類の設定によ って給紙先を切り

替え （PCL XL）

9: 用紙サイズの設定によ って給紙先を切り替え (PCL 5E)

用紙のサイズおよび種類の設定によ って給紙先を切り

替え （PCL XL）

8

エ ラー時の自動継続印刷 （ [ 印刷

可 / 解除 ] キーを押し て解除する

エ ラーのみ）

Y0 0: オフ

1: オン

0

自動継続印刷時のエ ラー解除時間 Y1 0 ～ 99 　 5 秒単位 6 （30 秒）

オプシ ョ ン機器のエラー検知設定† † Y3 0: 検知し ない

1: 検知する

0

強制両面印刷設定 （用紙種類が、

プレプ リ ン ト 、 パンチズ ミ シおよ

びレ ターヘ ッ ドのみ）

Y4 0: オフ

1: オン

0

PDF ダイ レ ク ト プ リ ン ト 動作† † Y5 0: 用紙に合わせて拡大縮小

1: PDF 内の紙サイズ指定で用紙選択

2: PDF 内の紙サイズ指定によ って A3、 A4、 レ ターから

選択し、 用紙に合わせて拡大縮小

3: PDF 内の紙サイズ指定で、 A3、 A4、 レ ターから選択

4: 左と じ カ タ ログモー ド

5: 右と じ カ タ ログモー ド

6: 左と じ ブ ッ ク レ ッ ト モー ド

7: 右と じ ブ ッ ク レ ッ ト モー ド

8: 等倍で印刷

9: PDF 内の紙サイズ指定によ ってレ ター、 リーガル、 レ

ジャー、 A4 サイズから選択

10: PDF 内の紙サイズ指定によ ってレ ター、 リーガル、 レ

ジャー、 A4 サイズから選択し、 用紙に合わせて拡大

縮小

0

項目 FRPO 　 設定値 工場設定
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
e-MPS エラー制御 Y6 0: エラー制御を し ない

1: エラーレポー ト を出力する

2: エラーを表示する

3: エラーを表示およびエラーレポー ト を出力する

3

† 設定後はプ リ ン タの電源を一度切るか、 リ セ ッ ト 後に有効です。

† † オプシ ョ ン機器装着時に有効です。

項目 FRPO 　 設定値 工場設定
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フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
5-12



付録 A フ ォ ン ト
本プ リ ン タは、 和文スケーラブルフ ォ ン ト ２ 書体と 欧文ス ケーラブルフ ォ ン ト 45 書体、

欧文ビ ッ ト マ ッ プフ ォ ン ト 1 書体、 および ３ 種類の OCR フ ォ ン ト を内蔵し ています。
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フ ォ ン ト
内蔵フ ォ ント 一覧

以下は、 本プ リ ン タの内蔵フ ォ ン ト の リ ス ト です。 こ のフ ォ ン ト リ ス ト は、 操作パネル

から印刷でき ます。 手順については、 1-56 ページのフ ォ ン ト リ ス ト の印刷を参照し て く

ださい。

フ ォ ン ト はオプシ ョ ンの メ モ リ ーカード またはハードデ ィ ス ク から、 プ リ ン タの メ モ

リ ーにダウ ン ロードする こ と も でき ます。

フ ォ ン ト 名 フ ォ ン ト サンプル
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フ ォ ン ト
フ ォ ン ト 名 フ ォ ン ト サンプル
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フ ォ ン ト
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付録 B イ ン タ フ ェース
こ こ では、 プ リ ン タのパラ レルイ ン タ フ ェース と USB イ ン タ フ ェースについてピンの割

当て、 信号、 タ イ ミ ング、 コネ ク タ仕様など を説明し ます。

• パラ レルイ ン タ フ ェース

• USB イ ン タ フ ェース
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イ ン タ フ ェース
パラ レルイ ンタ フ ェ ース

パラ レルイ ン タ フ ェ ースのモー ド

本機のパラ レルイ ン タ フ ェースは高速データ転送に対応し ています。 パラ レルイ ン タ

フ ェースモード は、 操作パネルから切 り 換え る こ と ができ ます。 詳し く は、 1-38 ページ

のパラ レルイ ン タ フ ェースモー ドの設定を参照し て く だ さい。

参考 IEEE1284 規格に準拠し たパラ レルプ リ ン タ ケーブルを使用し て く だ さい。

パラ レルイ ン タ フ ェースのコ ミ ュ ニケーシ ョ ンモード は次の 4 種類から選択でき ます。

イ ン タ フ ェース信号

パラ レルイ ン タ フ ェース コネ ク タの各ピンの信号は、 以下の表の と お り です。 アス タ リ

ス ク （*） が付いた信号は、 負論理の信号です。 表にはそれぞれの信号がプ リ ン タ側か

ら見て入力か出力かを示し ています。

［ 　 ］ 内は自動モード と ニブル （高速） モード （IEEE1284） によ る信号です。 自動モー

ド と ニブル （高速） モード では、 これらの信号が双方向で通信されます。

モー ド 受信 送信

自動モー ド ［初期設定］ 高速または ECP ニブルまたは ECP

ニブル （高速） モー ド 高速 ニブル

高速モー ド 高速 －

ノ ーマルモー ド †

† プ リ ン タ を ワーク ステーシ ョ ンに接続し た と きに正し く 印刷

でき ない場合は、 ノーマルモード を選択し て く だ さい。

ノ ーマル －

ピン 入 / 出力 コ ンピ ュータの信号 説明

1 入 Strobe* ［nStrobe］ この信号が L から H に変わった と きに、 プ リ ン タが

Data0 ［1］ から Data7 ［8］ の信号線を ラ ッ チ。

2 入 Data 0 ［Data 1］ コ ンピ ュータから プ リ ン タへ送られるデータの 1 バイ

ト を形成する 8 本の信号線。 Data7 ［8］ が最高位ビ ッ

ト 。
3 入 Data 1 ［Data 2］

4 入 Data 2 ［Data 3］

5 入 Data 3 ［Data 4］

6 入 Data 4 ［Data 5］

7 入 Data 5 ［Data 6］

8 入 Data 6 ［Data 7］

9 入 Data 7 ［Data 8］

10 出 Acknowledge* ［nAck］ データ受信の終了を L パルスで表示。

11 出 Busy ［Busy］ データ受信のできない状態を H、 受信可能を L で表

示。

12 出 Paper Empty

［PError］

紙無し状態および印刷データあ りの状態を H で表示。

FRPO O2=2 のと きは、 紙無し状態を示す。
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イ ン タ フ ェ ース
参考 Paper Empty、 Online および Error 信号の制御は、 FRPO O2 パラ メ ータ で設定し ます。

13 出 Online （Select）

［Select］

プ リ ン タのオン ラ イ ン状態を H、 オフ ラ イ ン状態を L

で表示。 FRPO O2=2 のと きは、 オフ ラ イ ン状態を示

す。

14 入 ［nAutoFd］ Ignored

15 － Not used

16 － 0 V DC

17 － Chassis Ground

18 － +5 V DC プ リ ン タの +5 V DC ラ イ ンに接続。 （+5 ± 0.5 V、 最大

400 mA、 ヒ ューズ付き）

19 － Ground

20 － Ground

21 － Ground

22 － Ground

23 － Ground

24 － Ground

25 － Ground

26 － Ground

27 － Ground

28 － Ground

29 － Ground

30 － Ground

31 入 － ［nInit］ Ignored

32 出 Error* ［nFault］ プ リ ン タにエラーが発生し た状態を L、 エラー無し を

H で表示。 FRPO O2=2 のと きは、 エラー状況を送信。

33 － － Not used

34 － － Not used

35 出 Power Ready プ リ ン タの電源が投入されている間 H 状態。

36 入 Select In ［nSelect In］ H ラ イ ンに接続時はネゴシエーシ ョ ンを、 L ラ イ ン接

続時はター ミ ネーシ ョ ンを要求。

ピン 入 / 出力 コ ンピ ュータの信号 説明
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イ ン タ フ ェース
USB イ ンタ フ ェ ース

本機の USB （ユニバーサルシ リ アルバス） イ ン タ フ ェースは、 Hi-Speed USB 2.0 に準拠

し ています。 USB イ ン タ フ ェースの仕様と 信号は次の と お り です。

仕様

USB 接続ピン割り当て

基本仕様 Hi-Speed USB 2.0 に準拠し ています。

コネク タ プ リ ン タ B レセプタ クル （ メ ス） ア ッ プス ト リ ームポー ト

ケーブル B プラ グ （オス）

ケーブル 5 m 以下の USB 2.0 適合ケーブル。 シール ド されている ケーブル線を使用し

て く ださい。

転送モー ド Hi-Speed （最大 480 Mbps）

電源コ ン ト ロール 自己電源デバイ ス

ピン 信号 説明

1 Vbus 電源 （+5 V）

2 D- データ転送用

3 D+ データ転送用

4 GND 信号グラウン ド

シ ェル － シールド
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付録 C オプシ ョ ンについて
こ こ では、 プ リ ン タに装着でき る さ まざまなオプシ ョ ンについて説明し ます。 オプシ ョ

ンの入手方法などについては、 お買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社）

にお問い合わせ く だ さい。 電話番号は最終ページをご覧 く だ さい。

参考 プ リ ン タの本体内に装着するハー ド デ ィ スク、 拡張メ モ リーなどは、 外部に装着するオ

プシ ョ ン機器よ り も先に装着し て く だ さい。
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オプシ ョ ンについて
オプショ ン

本機は以下のオプシ ョ ンが取 り 付け可能です。

オプシ ョ ンの取 り 付け手順については、 各オプシ ョ ン付属の説明書をご覧 く だ さ い。

（一部は本書で も説明し ています。）

両面ユニ ッ ト  DU-25

メ モ リーカー ド

（CF カー ド）

ペーパーフ ィ ーダ 

PF-26

拡張メ モ リー （DIMM 

32/64/128/256MB）

ネ ッ ト ワーク イ ン タ

フ ェースカー ド

ハー ド デ ィ スク

（マイ ク ロ ド ラ イブ）

フ ェ イスア ッ プ ト レ イ

PT-3

KPDL ア ッ プグレー ド

キ ッ ト  UG-15
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オプシ ョ ンについて
拡張メ モリ ー

メ モ リ ーを増設する と 、 よ り 複雑なデータの印刷が可能にな り 、 印刷の速度も速 く な り

ます。 また、 よ り 大き な RAM デ ィ ス ク機能を使用する こ と ができ ます。

本機には メ モ リ ー増設のために空き ス ロ ッ ト が用意されています。 メ イ ン基板にあ る ス

ロ ッ ト にオプシ ョ ンの拡張 メ モ リ ーを装着する こ と で、 最大 288 MB までプ リ ン タの メ

モ リ ーを拡張でき ます。

参考 拡張メ モ リーの増設はお買い上げの販売会社 （あるいは保守 ・ サービス会社） へお申し

付け く だ さい。 お客様自身が装着を行っ て起きた破損、 障害につきま し ては、 当社は一

切の責任を負いかねますのでご了承 く だ さい。

対応拡張メ モ リー

拡張 メ モ リ ーには、 32 MB、 64 MB、 128 MB、 256 MB があ り ます。 詳し く はお買い上げ

の販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス会社）、 または当社サポー ト セン ターへお問い合

わせ く だ さい。 電話番号は最終ページをご覧 く だ さい。

メ イ ン基板および メ モ リー取り扱い上の注意

衣類やカーペッ ト などを通し て人体に蓄積される静電気は、 半導体チ ッ プを数多 く 搭載

し た メ モ リ ーには大敵です。 静電気によ る破壊から メ モ リ ーを保護する ために、 装着前

に次の事柄にご注意 く ださ い。

• メ モ リ ーは、 プ リ ン タに装着する直前まで静電気防止袋よ り 取 り 出さ ないで く ださ

い。

• メ モ リ ーに触れる前に、 水道の蛇口や金属製の ものに触って人体の静電気を除去し

て く だ さい。 できれば、 静帯対策用の リ ス ト バン ド を手首にお付け く だ さい。

• メ モ リ ーを取 り 扱 う 際は、 図のよ う にプ リ

ン ト 配線部分には触れずに必ず基板の端を

持って く だ さい。 メ イ ン基板も電子部品を

傷めないよ う に端を持って く だ さい。

良い 悪い
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オプシ ョ ンについて
メ モ リーの取り付け

ご注意 • メ イ ン基板をプ リ ン タ よ り引き出す際には、 プ リ ン タ後面に十分なスペースを確保

し てから行っ て く だ さい。 万一異物がメ イ ン基板に接触し た場合には、 プ リ ン タが

破損する恐れがあ り ます。

• プ リ ン タのカー ド スロ ッ ト に、 メ モ リーカー ド を装着し ている場合には取り外し て

く だ さい。

1 プ リ ン タの電源を切 り 、 電源コード と プ リ ン タに接続し ている ケーブルをすべて取 り 外

し て く だ さい。

2 プ リ ン タ後面にあ る メ イ ン基板の取 り 付けネジ 5

本を外し て く だ さい。

3 メ イ ン基板をプ リ ン タから ゆっ く り と 引き出し

て く だ さい。

4 メ モ リ ーソ ケ ッ ト の両端にあ る ス ト ッパを外側

に開いて く だ さい。

5 オプシ ョ ンの拡張 メ モ リ ーをパッ ケージから取

り 出し て く だ さい。 メ モ リ ーの端子部を下側に

し、 切 り 欠き部分と ソ ケ ッ ト の突起部分を合わ

せてま っすぐに差し込んで く だ さい。

メ イ ン基板

ス ト ッパ

ス ト ッパ

切り欠き
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オプシ ョ ンについて
6 ス ト ッパを閉じ て装着し た拡張 メ モ リ ーを固定

し て く だ さい。

7 拡張 メ モ リ ーの装着後、 メ イ ン基板を取 り 外し た と き と 逆の手順でプ リ ン タに装着し、

ネジで固定し て く だ さい。

メ モ リーの取り外し

取 り 付けた メ モ リ ーを取 り 外す場合は、 メ イ ン基板を取 り 外し、 ソ ケ ッ ト 両端にあ る ス

ト ッパを外側に開いて く だ さい。 拡張 メ モ リ ーはソ ケ ッ ト から外れます。

拡張メ モ リーの確認

拡張 メ モ リ ーを装着し てから、 正し く 装着されたかど う か、 次の方法で確認し て く だ さ

い。

1 プ リ ン タの電源ス イ ッチがオフになっている こ と を確認し てから電源コード をプ リ ン タ

につなぎ、 プ リ ン タの電源を入れて く だ さい。

2 「プ リ ン ト デキマス」 が画面に表示された ら、 操作パネルの ［メ ニュー］ キーを押し て

く ださ い。

3 ［∨］ キーを 「ステータ スページ ノ  イ ンサツ」 が表示される まで押し て く だ さい。

4 ［実行］ キーを 2 回押し て く だ さい。

印刷されたステータ スページで、 メ モ リ ーの量を確認し て く だ さい。 メ モ リ ーの増設が

正し く 行われていれば、 ト ータル メ モ リ ーの数値が増加し ています。 （工場出荷時の メ

モ リ ーサイ ズは 32 MB です。）

ス ト ッパ

ス ト ッパ
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オプシ ョ ンについて
その他のオプショ ン

メ モ リーカー ド

メ モ リ ーカード （最大 256 MB） は、 プ リ ン タの右側にあ る メ モ リ ーカー ド ス ロ ッ ト に

差し込みます。 メ モ リ ーカー ド はオプシ ョ ンフ ォ ン ト 、 マ ク ロ、 フ ォームなど を書き込

めるマイ ク ロチ ッ プカード です。

メ モ リーカー ドからのフ ォ ン ト の読み込み

プ リ ン タに装着し た メ モ リ ーカード のデータは、 操作パネルから読み込みます。 また、

プ リ ン タの電源を入れる と メ モ リ ーカード の内容が、 プ リ ン タに読み込まれます。 操作

手順については、 1-70 ページの メ モ リーカー ドの操作を参照し て く だ さい。

ご注意 プ リ ン タの電源を入れたまま メ モ リーカー ド を差し込んだ り、 抜いた り し ないで く だ さ

い。

プ リ ン タの電源を切ってから電源コード を抜き、

メ モ リ ーカード を メ モ リ ーカード ス ロ ッ ト に差

し込みます。

ペーパーフ ィ ーダ （PF-26）

オプシ ョ ンの PF-26 ペーパーフ ィ ーダには約

500 枚の用紙を収納する こ と ができ ます。 プ リ ン

タの下に 2 台まで重ねて装着する こ と ができ ま

すので、 プ リ ン タの給紙カセ ッ ト と 合わせる と

最大 1250 枚を連続給紙する こ と ができ ます。

ペーパーフ ィ ーダ付属の給紙カセ ッ ト で使用で

き る用紙は、 ISO A3、 ISO A4R、 ISO A5、 JIS B4、

JIS B5、 レジ ャー、 リ ーガル、 レ ター R です。

ペーパーフ ィ ーダの取 り 付け手順については、

ペーパーフ ィ ーダ付属の使用説明書をご覧 く だ さい。

両面ユニ ッ ト （DU-25）

DU-25 両面ユニ ッ ト は、 プ リ ン タの下に装着し

ます。 用紙の両面印刷が可能にな り ます。 両面

ユニ ッ ト の取 り 付け手順や、 使用でき る用紙の

サイ ズについては、 両面ユニ ッ ト 付属の使用説

明書をお読み く だ さい。

メ モ リーカー ド

スロ ッ ト
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オプシ ョ ンについて
フ ェ イスア ッ プ ト レ イ （PT-3）

用紙を印刷面が上 （逆順） になる よ う に重ねた

い場合、 または封筒、 はがき、 OHP フ ィ ルム、

厚紙、 ラベル用紙に印刷し たい場合に、 フ ェ イ

スア ッ プ ト レ イ を使用し ます。

フ ェ イ スア ッ プ ト レ イは図のよ う に取 り 付けて

く ださ い。 両面ユニ ッ ト 装着時は、 両面ユニ ッ

ト の後部に取 り 付けます。

ハー ド デ ィ スク

ハード デ ィ ス クは印刷データの保存に使います。 複数部数印刷時には、 電子ソー ト 機能

で高速な印刷が可能にな る などの メ リ ッ ト があ り ます。 また、 e-MPS 機能を使用する場

合は、 ハード デ ィ ス ク が必要です。 保存データの管理には、 プ リ ン タ付属の CD-ROM

に収録されている Printer Disk Manager ユーテ ィ リ テ ィ が使用でき ます。

使用でき るハードデ ィ ス ク についてはお買い上げの販売会社 （あ るいは保守 ・ サービ ス

会社）、 または当社サポー ト セン ターへお問い合わせ く だ さい。 電話番号は最終ページ

をご覧 く ださ い。

ハード デ ィ ス クはプ リ ン タの メ イ ン基板上のス ロ ッ ト に装着し ます。 装着後は、 プ リ ン

タの操作パネルや Printer Disk Manager でフ ォーマ ッ ト を行って く だ さい。

参考 ハー ド デ ィ スクの取り付けはお買い上げの販売会社 （あるいは保守 ・ サービス会社） へ

お申し付け く だ さい。 お客様自身が装着を行っ て起きた破損、 障害につきま し ては、 当

社は一切の責任を負いかねますのでご了承 く だ さい。

ご注意 • メ イ ン基板をプ リ ン タ よ り引き出す際には、 プ リ ン タ後面に十分なスペースを確保

し てから行っ て く だ さい。 万一異物がメ イ ン基板に接触し た場合には、 プ リ ン タが

破損する恐れがあ り ます。

• プ リ ン タのカー ド スロ ッ ト に、 メ モ リーカー ド を装着し ている場合には取り外し て

く だ さい。

1 プ リ ン タの電源を切 り 、 電源コード と プ リ ン タに接続し ている ケーブルをすべて取 り 外

し て く だ さい。

2 プ リ ン タ後面にあ る メ イ ン基板の取 り 付けネジ 5

本を外し て く だ さい。
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オプシ ョ ンについて
3 メ イ ン基板をプ リ ン タから ゆっ く り と 引き出し

て く だ さい。

4 ハードデ ィ ス ク を メ イ ン基板上のス ロ ッ ト に装

着し て く だ さい。

5 ハードデ ィ ス クの装着後、 メ イ ン基板を取 り 外し た と き と 逆の手順でプ リ ン タに装着

し、 ネジで固定し て く だ さい。

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースカー ド

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース カード は、 本体標

準のネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース同様、 TCP/IP、

IPX/SPX、 NetBEUI 等のプロ ト コルをサポー ト し

ていますので、 さ まざ まな環境下で、 ネ ッ ト

ワーク印刷が可能にな り ます。

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース カード は、 プ リ ン

タの後側にあ るオプシ ョ ン イ ン タ フ ェース ス

ロ ッ ト に装着し ます。

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース カード の取 り 付け と 操作手順については、 ネ ッ ト ワーク イ

ン タ フ ェースカード に付属の説明書をご覧 く だ さい。

KPDL3 ア ッ プグレー ド キ ッ ト （UG-15）

KPDL3 ア ッ プグレー ド キ ッ ト を本機に装着する と 、 PostScript Level3 互換の印刷が可能

にな り ます。 また、 Acrobat® Reader などのアプ リ ケーシ ョ ンを起動し な く て も、 PDF 形

式のデータ を直接印刷でき る、 PDF ダ イ レ ク ト プ リ ン ト 機能が使用でき ます。

本オプシ ョ ンの取 り 付け手順については、 UG-15 付属の使用説明書をご覧 く ださ い。

メ イ ン基板

ハー ド デ ィ スク

オプシ ョ ン

イ ン タ フ ェ ース

スロ ッ ト
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仕様
プリ ンタ の仕様

項目 仕様

印刷方式 電子写真方式

印刷速度 A4 ： 25 枚 / 分 （横送り）

B4 ： 15.5 枚 / 分

A3 ： 13.5 枚 / 分

解像度 300 dpi、 600 dpi、 Fast1200 モー ド （1800 × 600 dpi）

フ ァース ト プ リ ン ト

（A4 横送り、 23 ℃）

約 10 秒 （オー ト ス リープ時 ： 約 75 秒以下）

ウォームア ッ プ時間 （23 ℃） 65 秒以下

CPU PowerPC 750CXe （300 MHz）

メ イ ン メ モ リー 標準 32 MB （最大 288 MB まで拡張可能）

拡張メ モ リーモジュール 32 MB、 64 MB、 128 MB、 256 MB （1 スロ ッ ト ）

OS Windows 98SE/Me/2000/XP、 Windows NT

イ ン タ フ ェース

パラ レル IEEE1284 準拠

USB Hi-Speed USB 2.0

ネ ッ ト ワーク プロ ト コルサポー ト ： TCP/IP, IPX/SPX, NetBEUI, 

AppleTalk

オプシ ョ ン ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースカー ド （KUIO-LV）

メ モ リーカー ド スロ ッ ト 1 （コ ンパク ト フ ラ ッ シュ、 256 MB 以下）

セルフ テス ト 起動時に実行

最大印刷許容ページ枚数

（標準 A4 普通紙） 

75,000 枚 / 月

ド ラム アモルフ ァ スシ リ コ ン ド ラム

現像方式 1 成分乾式現像

主帯電方式 スコ ロ ト ロン帯電 （+）

転写方式 ローラ帯電 （－）

ド ラム除電方式 LED による光除電

定着方式 ヒー ト ローラ

使用用紙 2 用紙についての 2-2 ページの用紙の基本仕様を参照

用紙サイズ

給紙カセ ッ ト A3、 B4、 A4R、 A4、 B5R、 B5、 A5、 リーガル、

レジャー、 レ ター R

手差し ト レ イ 90 × 148 mm ～ 297 × 431.8 mm 

用紙容量

給紙カセ ッ ト 250 枚 （80 g/m2）

手差し ト レ イ 100 枚 （80 g/m2）

非印刷領域 上下左右マージン 5 mm
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仕様
排紙 ト レ イ容量

フ ェ イスダウン ト レ イ 350 枚 （80 g/m2）

フ ェ イスア ッ プ ト レ イ ( オプシ ョ

ン）

250 枚 （80 g/m2）

設置環境

温度 10 ～ 32.5  ℃

湿度 20 ～ 80 %RH

奨励環境 23  ℃、 60 %RH

海抜 2,000 m 以下

照度 1,500 lux 以下 

電源 AC100 V、 50/60 Hz、 9.5 A

電圧変動範囲 : ± 10 % 以下

周波数変動範囲 : ± 2 % 以下

消費電力

最大消費電力 915 W

通常使用時 474 W

待機時 133 W

オー ト ス リープ時 12 W 以下

稼動音†

プ リ ン ト 時 53 dB （A）

待機時 36 dB （A）

オー ト ス リープ時 測定限界以下

外形寸法 （本体） 幅 483 ×高さ 350 ×奥行き 411 mm ( 給紙カセ ッ ト 装着

時は 550 mm )

質量 （本体） 21 kg

† ISO7779 に準拠 （バイ ス タ ン ド位置、 正面音圧レベル）

項目 仕様
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付録 E 文字コー ド表
• JIS 漢字コード表

• IBM （シフ ト JIS） 漢字コード 表

• OCR キ ャ ラ ク タ コード表

• 新 / 旧 JIS コード 対応表

• PCL-J コード表
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文字コード表
JIS 漢字コード表
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文字コード表
付表 ： 非漢字部分縦書き用
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文字コード表
IBM （シフ ト JIS） 漢字コード表

• この表では非漢字部分は横書き文字を示し ています。 縦書き文字については E-18

ページの付表をご参照 く だ さい。

• 以下のコード には文字が定義されていないため、 本表では省略し ています。 これら

のコード を指定し た場合は空白が出力されます。

8040 ～ 80FF、 8540 ～ 85FF、 EB40 ～ F9FF、 FD40 ～ FFFF
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文字コード表
付表 ： 非漢字部分縦書き用
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文字コー ド表
OCR キャ ラ ク タ コ ード 表

OCR-AK
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文字コー ド表
OCR-BK
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文字コー ド表
OCR-K
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文字コー ド表
新 / 旧 JIS コ ード 対応表

漢字コード には旧 JIS と 新 JIS があ り 、 本プ リ ン タの工場出荷時は新 JIS コード （1990 年

版） に対応する設定になっています。 なお、 プ リ ス ク ラ イブ FRPO K6 コマン ド のパラ

メ ータ を変更 （FRPO K6, 0; → FRPO K6, 1;） する こ と によ って、 旧 JIS コード （1978 年

版） に も対応する こ と ができ ます。 詳し く は 5 フ ァームウ ェ アパラ メ ータ を参照し て く

ださい。

参考 新 JIS コー ド （1990 年版） は、 1983 年版の JIS コー ド を含みます。 1983 年版と 1990 年

版との主な違いは、 「凛」 と 「熙」 の 2 文字が追加され、 一部文字 （145 文字） の字形が

若干変更されています。

次の表は、 旧 JIS コード と新 JIS コード で異な る字形について示し ています。 78 の列が

旧 JIS コード の字形、 その右側の 90 の列が新 JIS コード の字形です。
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文字コー ド表
PCL-J コ ード 表

この表では非漢字部分は横書き文字を示し ています。 縦書き文字については E-38 ペー

ジの付表 ： 非漢字部分縦書き用をご参照 く だ さい。

f000 ～ f7ff には文字が定義されていないため、 本書では省略し ています。 これらのコー

ド を指定し た場合は空白が出力されます。
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文字コー ド表
付表 ： 非漢字部分縦書き用
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用語集
dpi （dots per inch）

解像度を表す単位です。 1 イ ンチ （25.4 mm） 当た り の ド ッ ト 数を表し ます。

KIR

独自のス ムージング機能です。 この機能はプ リ ン タの解像度を ソ フ ト 的に向上させ、 高

品質な印刷を実現し ます。 初期設定ではオンに設定されています。

MB （megabytes）

データの量を表す単位です。

1 MB は 1,024 kB （=1,048,576  bytes） に相当し ます。

RAM デ ィ スク

プ リ ン タの メ モ リ ーの一部を利用し た仮想デ ィ ス ク装置で、 プ リ ン タの総 メ モ リ ーの中

から、 任意の メ モ リ ーサイ ズを RAM デ ィ ス ク と し て設定する こ と によ って、 電子ソー

ト （印刷時間の短縮） などの機能が使え る よ う にな り ます。

ド ラ フ ト モー ド

ト ナーを節約する ための印刷モード です。 ド ラ フ ト モード での印刷は通常モー ド での印

刷よ り も薄 く な り ます。 初期設定では ド ラ フ ト モード はオフに設定されています。

エ ミ ュ レーシ ョ ン

他のプ リ ン タのページ言語を解釈し、 実行する機能です。 本プ リ ン タは PCL 6、

KC-GL、 PC-PR201/65A、 IBM5577、 EPSON VP-1000、 FMPR-359F1 のエ ミ ュ レーシ ョ

ンを備えています。

オー ト ス リープ

省電力モード で、 プ リ ン タ本体の操作やデータの送受信が一定の時間行われない と起動

されます。 オー ト ス リ ープ時は電力の消費は最小に抑え られます。 オー ト ス リ ープへの

移行時間は初期設定で 30 分に設定されていますが、 操作パネルから設定を変更する こ

と ができ ます。

オフ ラ イ ン / オン ラ イ ン

オフ ラ イ ン中は受信し たデータ を処理し ますが、 印刷し ない状態です。 印刷するにはオ

ン ラ イ ンに切 り 替えて く だ さい。 オン ラ イ ンは、 受信し たデータ を印刷でき る状態で

す。
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用語集
拡張メ モ リー

プ リ ン タの メ モ リ ー容量を増やすための増設用の メ モ リ ー （オプシ ョ ン） です。 本プ リ

ン タは 1 つの拡張ス ロ ッ ト を装備し てお り 、 32 MB、 64 MB、 128 MB、 256 MB の DIMM

で増設でき ます。 本プ リ ン タで使用でき る DIMM についてはお買い上げの販売会社 （あ

るいは保守 ・ サービ ス会社）、 または当社サポー ト セン ターにお問い合わせ く だ さい。

電話番号は最終ページをご覧 く だ さい。

カセ ッ ト モー ド

手差し ト レ イの動作モード の一つです。 このモー ド は、 給紙カセ ッ ト と 同じ よ う に用紙

のひと つを連続し て給紙する こ と ができ ます （約 100 枚）。

ステータ スページ

搭載 メ モ リ ー、 総印刷枚数、 給紙元の設定など、 プ リ ン タに関する様々な情報を確認す

る こ と ができ るページです。

操作パネル

プ リ ン タ上部にあ り ます。 操作パネルには 3 つのイ ンジケータ と 8 つのキーがあ り ま

す。 メ ッ セージデ ィ スプレ イはプ リ ン タの状態を表示し ます。 また、 キーを押すこ と に

よ って、 プ リ ン タのオン ラ イ ン と オフ ラ イ ンを切 り 替えた り 、 印刷をキ ャ ンセルし た り

する こ と ができ ます。

手差し ト レ イ

プ リ ン タの給紙 ト レ イです。 封筒、 ハガキ、 OHP フ ィ ルム、 ラベル用紙などを印刷する

と きは、 給紙カセ ッ ト ではな く 手差し ト レ イから給紙し て く だ さい。

パラ レルイ ン タ フ ェ ース

パラ レルイ ン タ フ ェース を使用し た場合、 プ リ ン タ と コ ンピ ュータ間のデータ転送は 8

ビ ッ ト で行われます。 本プ リ ン タは、 IEEE1284 準拠の双方向通信に対応し ています。

プ リ スク ラ イブ （PRESCRIBE） コ マン ド

プ リ ン タの制御言語で、 プ リ ン タに必要な様々な設定を行 う こ と ができ ます。 また、

ニーモニ ッ ク で記述されたわか り やすいコマン ド であ る ため、 プロ グ ラ ミ ングを容易に

し ます。

プ リ ン タ ド ラ イバ

アプ リ ケーシ ョ ンで作成し たデータ を印刷する ために使用する ソ フ ト ウ ェ アです。 プ リ

ン タ ド ラ イバは、 プ リ ン タに付属の CD-ROM に収録されています。 プ リ ン タに接続し

たコ ンピ ュータにイ ン ス ト ールし て く だ さい。
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用語集
優先モー ド

手差し ト レ イの動作モード の一つです。 こ のモード では、 手差し ト レ イに用紙をセ ッ ト

し ている場合には、 他の給紙元を選択し ていて も手差し ト レ イから優先し て給紙し ま

す。 初期設定ではカセ ッ ト モード に設定されていますが、 操作パネルから優先モード に

切 り 替え る こ と ができ ます。

ラス タ ラ イズ

文字や画像の印刷データ を、 プ リ ン タで印刷する ためにビ ッ ト マ ッ プデータ と し て表現

する こ と です。
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アフターサービスについて
この製品には保証書を別途添付しています。保証書の記載内容をご確認い
ただいた上、大切に保管してください。

保証期間中の修理の場合は必ず保証書をご提示ください。

保証期間は商品購入日より1年間もしくはステータスページのトータル
ページ表示が9万ページのいずれか早期に到達するまでとし、その期間中に
おいて取扱説明書に従った正常な使用状態で故障した場合には、保証書に
記載されている保証規定に則り無償修 理いたします。 

保証期間をすぎた場合は有償となります。

また、次の場合は保証期間内であっても有償となりますのでご了承ください。 

● 保証書のご提示がない場合

● 保証書の所定事項の無記入、あるいは記載内容を書き換えられている場合 
● 火災、地震、その他天災地変による故障や損傷

● ご購入後の輸送、移動等による故障や損傷 
● 使用上の誤り、不当な修理、改造等による故障や損傷 
● 取扱説明書に従った正常な使用が行われていない場合の故障や損傷 
● 当社の推奨した消耗品や部品以外の消耗品や部品の使用に起因した故

障や損傷 
● プリンタ本体に接続されている機器に故障の原因がある場合

● 消耗品の交換

● プリンタ本体及びオプションの取扱説明書に記載されている用紙以外
の用紙を使用した場合 

● 当社認定のテクニカルリソグラフマン以外の者による修理が行われた場合 
● 上記以外で当社の責任でない原因で生じた故障や損傷 

Prioaトナー　LP6820N用

天災または強度の衝撃その他で破損がひどく、正常の性能に復元できない
場合及び部品の入手が困難な場合など、修理ができない場合があります。そ
の際は、お買い上げの販売会社( あるいは保守・サービス会社)にお問合わせ
ください。 

本製品の補修用性能部品 (機能維持のために必要な部品 )は、本製品の製造
終了後、最低5年間保有しています。

● 本機では、当社の定める研修を受講し、テクニカルリソグラフマンと認
定された者がメンテナンスを行うシステムを採用しております。修理を
依頼される際には必ずテクニカルリソグラフマン認定証の提示を求め、
該当するテクニカルリソグラフマンであることをご確認ください。ま
た、保証規定による修理には、必ず保証書を添付してください。 

● 万一故障と思われる事態が生じた場合は、まず本書に記載されている処
置をご確認ください。完全に処置できない場合は、販売会社 (あるいは保
守・サービス会社 )にご連絡ください。ご連絡の際には、故障箇所、内容な
どをできるだけ詳しくご説明ください。 

● 修理完了後は修理伝票にご捺印ください。

アフターサービスについてのご不明な点、またはサービスメニューや製品
についての詳細は、お買い上げの販売会社（あるいは保守・サービス会社）に
お問い合わせください。 

また、お問い合わせは下記お客様相談室でも受け付けております。 
理想科学工業株式会社お客様相談室 

0120-534-881 受付時間10：00～12：00. 13：00～17：00

（土・日・祝日・夏期休暇・年末年始を除く） 

理想科学工業株式会社の各事業所の一覧、および製品の詳細は、下記 RISO
ホームページでご確認いただくことができます。

理想科学工業株式会社 RISOホームページ
http://www.riso.co.jp/

無償修理

有償修理

推奨消耗品

修理不能の場合

補修用性能部品の保有期間

修理ご依頼に際しての注意事項

お客様ご相談窓口
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